


[image: ]








百足の恋

高丘明








百足の恋　＊　目次









本編









本編




　その日、新しい玩具が来る事になっていた。




　玩具なんてどれも同じ、最初は目新しくても、一度遊べばすぐ飽きてしまう。飽きてしまった玩具は塵と同じ、なにをしても面白くない、ただのガラクタだ。

　ガラクタは要らない。だからすぐに捨ててしまう。だがなにもしないのはもっと面白くない。だから飽きずに玩具を探す。

　今度の玩具には少し期待している。なにせさんざ焦らされたのだ。




　そいつを最初に見つけたのは去年の新年会だったと思う。




　白い肌にキリリと赤い唇。

　肩にかかるハーフアップの髪は、今時珍しい艶のある黒髪で、大きくて気の強そうな瞳も黒く濡れて見える。

　スーツの上からでもボディラインが想像できる華奢な背中。

　その細身に似合わず意思の強そうな凛とした佇まい。

　つい触れてみたくなる細くて形のいい指。

　ただ純粋に、欲しいと思わせる。

　それがそいつ、鷲尾会会長子息、高塔蓮たかとうれんだった。

　権力にしがみつく爺と婆、権力に集る男たち、媚びることしか知らないガキども、胸が悪くなるような醜怪で汚らしい肉の塊の中で、そいつだけが輝いて見えた。背筋のシャンとした細身の身体に纏った地味なダークブルーのスーツが、まるでビロードのように美しく映え、見惚れるほど綺麗な顔とあいまって、そいつの周りだけが神に護られた楽園のように美しかった。




　毎年毎年、面白くもない面子がそろう新年会だが、それだけは出なければならない。

　父親は既になく、爺が仕切る白峰会という巨大組織の跡取りという位置にいた浮岳は、二十四になるまで恋というモノをした事がなかった。友人はいない。当然恋人もいない。大勢いるボディーガードや手下どもも、全てが敵と同じだった。みんな自分ではなく自分の後ろにある白峰という組織が怖いのだ。白峰に忠誠をつくし、従っている。誰も自分の事など見てはいない。世の中なんてそんなモノだ。弱いもの、価値のないモノには誰も興味を示さない。だが自分は違う。どんな非道を働いても、誰も止める事は出来ない位置にいる。どうせ抗えない地位なら、その力は存分に使う。そうでなければ意味がない。




　白峰会は東日本の極道を束ねる巨大組織であり、その配下には世に名だたる暴力団が名を連ねている。そのどれもが一般市民からしてみれば巨大な極悪組織であり、そこに所属する組員たちも周りから恐れられている。

　それを仕切る組長となればそれこそ別世界の人間であり、恐怖で普通は顔も上げられない。その息子、娘もそれなりにチヤホヤされている。だが白峰会はそれら全てを束ねている。いわば極道の頂点だ。誰も白峰には逆らえない。つまり誰も自分には逆らえないという事だ。

　なにをしてもいいなら、いったいどこまでが自分に許されるのか試してやろう。組長の娘、息子として周りからチヤホヤされてきたガキどもを蹂躙し、引き裂いてやったらさぞ楽しいだろう。甘えたガキほど堪え性がない、さぞみっともなく泣き喚くことだろう、それを肴に酒でも飲めればいい。大切な娘、息子を踏み躙られても、奴らは白峰に諂うんだろうか？　それとも一人くらいは刃向かうか？

　それが最初の好奇心だった。

　白峰の行事に出席するたび目に付いたヤツや、その子どもを差し出せと要求し、差し出さなければその組は容赦なく取り潰してやった。大の男が慌てふためき、色めきだって騒ぐのが面白かったし、一廉の男とされる者が、あっけなく死んでいくのを見るのも愉快だった。

　どんなに世間に恐れられる強面だとしても、死ぬ時は呆気ないモノだ。いかに極道とはいえ、関東全域の男たちを敵に回しては生き残れない。すぐに浮岳に逆らう者はいなくなった。そして泣く泣く差し出されたガキを甚振る、それが無上の楽しみになった。

　だが、それも程なく飽きた。

　虐めてみても、歯応えがない。泣いて媚び諂い、そしてどれもこれもすぐ壊れる。別にそれを惜しいとも思わない。どうせどこにでもある玩具だ。壊れればまた別のヤツを手に入れればいい。どれもこれも同じだ。

　手に入れては壊し、壊してはまた別の玩具を手に入れる。そんな事ばかりを繰り返し、なにをしても虚しいと、いい加減飽きて来た頃、蓮を見つけた。

　周りに山といる極道の男たちに、媚びるでもなく、恐れるでもなく、ただ平然とそこにいた蓮は、壊れた玩具に飽き飽きしていた浮岳の目に、ひどく新鮮で、とても輝いて見えた。




――アレが欲しい。




　蓮は、父親から浮岳が何者であるかは聞いていただろうに、遠くからチラリと目線を送ってよこしただけでなんの興味も示さなかった。

　自分から声はかけられない、そんな事は今までしたことがない。

　だがこのままでは示しがつかない。

　浮岳はその時初めて自分から他人に働きかけた。

　周りを取り囲む側近の一人に、シャンパンを持って行かせたのだ。

　自宅の酒蔵に置いてある酒の中で一番上等なのを選び、彼に自分からだと言って渡せと命じた。側近は命令どおり最高級のシャパンを空け、煌々しいグラスに満たして蓮の元へとそれを運んだ。浮岳は少し離れてその様子を見ていた。そしてグラスを受け取った蓮が、慌てて自分のところへ来る図を想像した。

　だが、その期待は見事に裏切られた。

「高塔蓮様ですね」

　突然声をかけられた蓮は、ほとんど動かない表情のまま、そいつに振り向いた。これは白峰浮岳様からでございますと恭しくグラスが差し出される。だが蓮はそのグラスに見向きもせず、首を振った。未成年だからというのを口実に、受け取らないつもりのようだ。

　それでは困りますと男が食い下がる。浮岳に渡せと命令されたからには受け取らせなければならない。もしも蓮が受け取らなければ自分が罰せられる。男も内心必死なのだろう、浮岳が白峰会の会長の孫であり、その浮岳から酒を振舞われるというのは稀、光栄と思うべきだと告げている。それでも蓮は受け取ろうとしない。

「飲み物ならもう充分飲んだ、悪いが断ってくれ」

「そうはいきません、浮岳様の好意を無駄になど、そんな事ができるとお思いですか」

　男の慇懃さと強引さにうんざりといった様子の蓮は、またチラリと浮岳を見た。しょうのないお坊ちゃんだなと、唇が動いたように見える。そして溜息とともにそのグラスを受け取り、あんたも大変だなと労ってからそいつに背を向けた。

　側近の男はようやく受け取らせる事が出来たとホッとした表情で戻ってくる。だがその男の後ろで、蓮は近くにいたボーイを呼び、受け取ったばかりのグラスを片付けてくれと渡した。

　浮岳の好意だと言えば誰もが恐縮し、仰々しく受け取ったあと、慌てて挨拶に来るものだ。だが蓮にとってはそんなモノ、道端で配られるポケットティッシュほどの価値もないらしい。受け取れと言うから受け取った、義理は果たしたとばかりにあっさりと、そのグラスは手放された。浮岳は、自分が蓮にとって、そこいらに転がっている塵と同じ、なんの価値もないガラクタなのだと思い知り、愕然とする。

　それは浮岳にとって、はじめての屈辱だった。かといってそこで取り乱し、席を立つというのもプライドが許さない。浮岳は深く腰掛けた安楽椅子の肘掛を硬く掴み、自分のグラスを右から左へと下げ渡した蓮を睨んだ。しかし蓮は、もうその場にいる事すら面倒になったのだろう、一人でパーティー会場から抜け出して行く。その後を、厳しい顔をした若衆が追い、蓮はそいつと連れ立ってそのまま会場から姿を消した。

　腹が立つなら後を追えばいい。そして声をかければいい。

　だが今までそんな事をしたことはない。

　だいいちなぜ自分が動かなければならないのか、自分は白峰浮岳だ、誰もが恐れ敬い従う人間だ。その自分が一介のドラ息子ごときに心動かされる理由はない。だが去っていった蓮の背中は、確実に浮岳の中のなにかを揺さぶった。

　蓮の中に何を見て、なぜそう思ったのかわからない。

　だが欲した。

　あれは……あの、美しく誇り高い獣は、自分が飼い馴らすべき獲物だ。

　拒絶は許さない、そんな権利は与えない。

　必ず平伏させてやると、心に決めた。




　蓮を手に入れると決めてから一年。何度も自分の元へ蓮をよこすようにとその父親に催促したが、蓮は来なかった。浮岳の召集が本人まで伝わっているのかも不明だった。もしかしたら父親のところでその命は止まっていて、蓮は聞いていないのかもしれない。だがそれでも来ない事に変わりはない。痺れを切らせた浮岳は、蓮の父親である鷲尾会会長を呼びつけた。

「さっさと蓮をよこせ、別に殺す訳じゃない」

「申し訳ありませんが、アレはいま試験勉強中で抜け出せないと申しておりまして」

「試験？　そんなもん受けてどうするんだ、どうせ行く末は極道だろうに」

「いえ、蓮はそんな器ではありません、卒業したら会社員にでもなるのが関の山かと」

「ふざけた事を……とにかく、俺が来いと言ってるんだ、すぐよこせ！」

　目の前で頭を下げる爺の顔を蹴飛ばし、浮岳は席を立った。とにかく誰かを甚振らなくてはいられない。だがいくらなんでもその爺は拙い。歳も歳だすぐ死ぬだろうし、仮にも組長を遊びで殺す訳にはいかない。それに爺など甚振っても面白くもなんともない。やるならせめて若い奴がいい。蓮が来るまでの暇つぶしでいい、とにかくなにかしていなくてはこの渇きは癒えない。だが周りの者から死法堂と呼ばれている小さな部屋の中で、呼びつけた玩具の精神が破壊され、完全に壊れるまで甚振っても、その渇きは癒えなかった。

　蓮でなければダメだ。

　蓮でなければこの渇きは癒えない。

　蓮をよこせ。

　蓮を見つけたあの瞬間から、それしか考えられなくなった。それまでそれなりに楽しめた筈の数々の遊びが全て色褪せる。

　蓮だけが欲しい。

　アレは自分のモノだ。

　何度呼びつけても現れない事で、そうなったのか、それとも元から蓮の事しか考えられなくなっていたのか。それすらもわからないまま、ただ彼が来る日を、身を焼かれる思いで待った。




　その蓮が、来る。

　ようやく、さんざん待たせた獲物が来る。

　初めて見てから一年が過ぎた。あの美獣は十七になると聞く。少しは変わったろうか？　あの美貌と凛とした背は、どうなっただろう？

　浮岳は一年ぶりに自分の中の血が熱く滾るのを感じながら、その玩具、高塔蓮の到着を待っていた。









　＊＊＊




　待ちに待ったその日、浮岳はガラにもなく朝から落ち着けなかった。

　あの日、自分の好意になんの感慨も持たず、右から左へ素通りさせた少年。誰もが恐れ敬う自分を、しょうのない奴といい、そこいらのガキと同列に扱った高慢な少年、高塔蓮が来る。

　朝早くから何度も庭と母屋を往復し、意味もなく時計を見つめる。時間の経つのが異常に遅く感じられ、苛々する。腹立ち紛れに次々と側近を蹴り、小突いてみるが、その渇望は癒えなかった。

　そして昼を回り、そろそろお茶の時間だという頃になって、ようやく蓮が門前に着いたと報告が入った。浮岳は、死法堂がよく見える母屋の縁側へ腰を下ろし、手下十二名を従えて彼の訪れを待ち構える。

　やがて庭一面に敷き詰められた白い玉砂利を踏みながら、ダークスーツに身を包んだ蓮が来た。一年前に見た黒髪は、褪せる事無く碧をなし、整った面もよりいっそうの艶を増している。その美貌と凛とした瞳に見入りながら、浮岳は、自分の知らぬ間に、彼に艶を含ませるなにかがあったのではないかと邪推する。そしてなんの根拠もないそれに、焼け付くようなジレンマを覚えた。

　彼の背後には、彼のボディガードだろう屈強な男と、それよりも少し若そうな、しかしそれなりの面構えをした男が立っている。特に、年嵩の男のほうは、まるで蓮の恋人であるかのように、ピッタリと添い、なにかあろうものなら相手を殴り殺しそうに見えた。

　どいつもこいつも気に食わない。

　どんなに傅いていようと、もう彼は自身のものですらない、俺のモノだ。今日、この時から、白峰浮岳の玩具になる。誰にも触れられない部分を曝け出し、無様に平伏すモノになるのだ。

　玩具には飾りも着物もいらない、全て根こそぎ剥ぎ取ってやる。まずは均整のとれた細身のボディを包み込む布を剥いでやろう。

　浮岳は、蓮の白く滑らかな肌を見つめた。

　あの皮膚に二度と消えない染みをつける。

　焼け爛れ、肉を根こそぎ掻き毟りたくなるほどのかぶれを誘う。

　蓮は己が感覚を、己自身で制御する事が出来ない泥沼で、両手両足をもがれ、芋虫のようにのたうつしかなくなる。

　形のいい眉が苦痛に歪み、紅く花の香りでもしそうに美しい唇が、卑猥で汚らしい言葉を吐き散らす。そして許しを請い、俺に縋るのだ。

　そう考えるだけで愉快な気分になった。

　浮岳は自然と上擦りそうになる気持ちを抑え、座り込んだ縁側から動く事なく、声をかけた。




「よくよく待たせたじゃねえかよ、え？　高塔の坊ちゃん」

「申し訳ありません、私も色々忙しかったもので」

　蓮はほとんど無表情に、上辺だけの謝罪を述べ、まるで心の篭っていない礼をした。よく通る、不思議とたおやかな声だ。悲鳴を上げたらどんな感じなのか、興味をそそる。

　だが深々と頭を下げながらも、思いっきり此方を馬鹿にしているのがわかる。

　彼には、自分が我侭で愚かな馬鹿息子に見えるのだろう。客観的に見れば確かにそのとおりなのかもしれない。だがそれでも自分は白峰浮岳だ。白峰会の跡継ぎだ。その自分に心を動かさないなどと無礼極まりない。そんな無礼を許していては示しがつかない。蓮にはもう少し自分の立場というモノをわからせる必要がある。

　浮岳はその場から立ち上がり、ゆっくりと彼に近づいた。主は此方であり、本来なら相手のほうから来るモノだ。自分が出向くのはおかしい。だが動かずにはいられなかった。黙って自分を見ている蓮の、高慢な顔を見つめる。だが、どんなに見つめても睨んでも、揺れ動く事のない静かな瞳は、十七歳という年齢をまったく感じさせない。まるで千もの修羅場を潜ってきた戦神のようだ。近づくほどに、その気高く神々しい美しさが目についてくる。

　綺麗なひたい。

　つんと尖り、筋の通った鼻。

　意思の強そうな黒く濡れて見える瞳。

　少女のように柔らかそうな頬。

　赤く紅い……唇。

　その全てがまるで神の約束のように、そこに立つ蓮は美しかった。

　その綺麗で気高い顔が歪むところが見たい。

　慌ててひれ伏し、謝罪する姿が見たい。

　困惑して泣き出す顔が見たい。

　その美しさは自分だけが見ていいモノだ。美しさも醜さも、全ては自分のサジ加減一つ、蓮は人形になるのだから……。

　浮岳は鼻息がかかりそうなくらいまで近づき、無表情に侘びを言う蓮の全身を、舐めるように見つめた。少女のような細い肩を見ていると、不愉快を通り過ぎていっそ楽しくなる。どんな顔をして泣くんだろうかと、心の中で舌なめずりしながら笑った。

「おっと失礼、お嬢さんの間違いだったかな？　大変な別嬪さんだ」

「私は男です、ご心配なく」

　からかってやると、一瞬だけ不愉快そうに眉を寄せた蓮は、無表情を装って答える。

　彼にしてみれば、ここへ来る事自体が不本意なのだろう。他人に頭なんか下げた事はない、くだらない遊びに付き合う暇も持ち合わせていないという顔だ。だがこれからたっぷり付き合ってもらう事になるのだ。その手始めに、彼がどんな顔をして従うのか見てやろう。

　出来るだけ、嫌がる事を、できれば御付きの男たちの前で……思い切り辱めてやれば、もっと違った表情を見せる筈だ。

「本当かねえ……証拠は？」

「証拠？」

「ああ、証拠を見せな、そこで脱いでみせろ」

「ここで……ですか？」

　さすがに蓮の声に戸惑いが混じる。気分は一気に高揚した。

　もっともっと見せろ。

　蓮がどうするのか、ドキドキしながら見つめた。

　彼は白い玉砂利を踏みながらチラリと周りを見回した。浮岳の別邸は暗殺防止の為、高い塀で覆われ、外から内部の様子を見る事が出来ないようになっている。屋外とはいえ、そこで素っ裸になっても問題はない。手下やボディガードには見られる事になるが、それもこれから起こる事を考えればたいした意味はない。どうせもっと恥ずかしい姿を晒す事になるのだ。

　たぶん蓮も似たような事を考えたのだろう、一通り周りを見回してから、わかりましたと答えて着て来た上着を脱ぎ始めた。

　バサリと音をたて、スーツの上着が玉砂利の上に落とされる。続いて綺麗な顔に合わず地味なネクタイがするりと外され、シャツのボタンへ手をかけた。一つひとつゆっくりと外していく。白く清潔そうなシャツが脱ぎ捨てられ、先ほど落とされた上着の上にフワリと落ちる。露になった胸は思っていたほど華奢ではなく、それなりに筋肉がついていた。

　だがやはり細い。

　あまり虐めると折れそうだ。

　浮岳は眩しいくらいに美しい、傷一つ、染み一つない蓮の皮膚を、食入るように見つめ、ニヤリと笑った。

「まだだ、まだわかんねえな、扁平胸の女かもしれないだろ？　下も、全部脱ぎな」

　浮岳の視線を避けるように顔を逸らせた蓮は、何も答えなかった。だが小さく舌打ちの音が聞こえ、僅かに唇を噛んでいるのがわかる。それでも逆らおうとしないのは、自分が逆らう事で父親の率いる組が潰されるかもしれないとわかっているからだ。

　馬鹿か利口かで分けるなら、蓮は利口なのだろう。自分の主義や思いとは反対であっても、やらねばならない事、堪えなければならない事を弁えている。本当は他人の言いなりに動くのなど真っ平だと思っているくせに逆らわない。父親の為か、それとも他の誰かの為か……いずれにせよ、自分の誇りよりも大事な何かを護る為、黙って従う。そのまま彼は、少しゆっくりとではあったが、ズボンのベルトに手をかけた。

　だが、するりと引き抜かれたベルトが地面に落ちる頃、蓮の背後にいた男の眉がピクリと動いた。蓮はそれに気付かず今度はズボンのボタンに手をかける。背後で彼を見守る男の目にチリッと火花が散るのが見えた。

　どうやらその男にとって蓮は、主の息子というだけの存在ではないようだ。主従を越えた恋愛かと思えば面白い。そいつの前で蓮を嬲り辱めてやったらさぞや面白いだろうなと想像した。

　だがそれをやるのはもっと後だ。今はまだ蓮の悶える姿を眺める事に集中したい。楽しみは少しでも長く……潰す事はいつでも出来るのだ。

　浮岳は逸る心を抑え、ストップをかけた。

「ストップ、続きは部屋の中に入ってからにしようか……でないと、後ろの兄さん方が何か無茶をしそうだ」

　顎をしゃくる浮岳を無表情に見返した蓮は、チラリと後ろを振り返り、背後の男たちの目を見た。そしてたぶんその思いを察したのだろう、庭先に落としたスーツを拾い上げ、上着を歳嵩の男へ、シャツを若い方の男へと預け、静かに口を開いた。

「心配すんな、命までは取られねえよ、退屈だろうがここで待っててくれ」




――心配すんな、命までは取られねえよ。




　御付きの男たちを心配させまいと、静かに諭す蓮が、哀れに見えた。

　すぐにわかる。

　この世には、命を取られたほうがマシだと思える仕打ちだってあるのだ。その細く美しい背中で、それを思い知るがいい。










　＊＊＊




　死法堂へ引き連れられ、その内部に一歩足を踏み入れた時、蓮は初めてその美しい眉を寄せ、顔を顰めた。

　六メーター四方くらいの、さほど大きくはないその部屋には子どもがようやく通り抜けられるかどうかというくらいの小さな窓しかない。薄暗い室内には匂い消しと、気分を高揚させるための御香が焚きこめられ、その煙でさらに薄暗く曇って見えた。

　壁は樟くすのきの一枚板で出来ていて、手枷付きの大きな鎖が埋め込まれてある。明かりは天井の真ん中に吊るしてある大きな電球のみで、薄暗く、床にも壁にもどす黒い染みが張り付いていた。

　部屋の隅には大きくて豪華なベッドがあり、その横には古風な唐風の飾り棚がある。そこに飾られてあるのは、様々な責め具と薬、それに妖しげな医療器具類だ。

　そこでなにが行われるのか、一目でわかるその光景を見つめ、蓮は呆然としていた。たぶん、自分の認識の甘さに気付いたのだろう。浮岳は呆然とする蓮の肩に触れ、ニヤリと笑いながらその顔を覗き込んだ。動揺する顔がいい。普段はあまり表情を動かさないのだろう蓮が、怯えているのがわかる。気位高い奴ほど、甚振る楽しみが大きくなるものだ。父親と父親の束ねる組の関係者全てを人質に取られた形になる蓮は、どんなに嫌でも拒めない。だが人間、追い詰められればわからないものだ。蓮だって我が身が可愛いだろう。取り乱し、逃げ惑い、他人の運命なんかどうでもいと許しを請う姿を、例に漏れず見せるに違いない。

　出来るだけ無様に啼いてもらいたいモノだと思った。




「さあ続きを始めよう……高塔のお坊ちゃん」




　浮岳がそう囁くと、蓮の瞼の端がピクリと動いた。動揺を抑えようとしているのが見え見えで、面白い。背後の側近へ合図を送りながら、浮岳は怯える蓮から離れる。そして壁際のベッドの上に腰を下ろし、男たちに拘束されていく蓮を見ていた。

「なっ……っ」

　五人の男が身体の両側から手を伸ばす。一人が右腕を、もう一人が右足を、三人目が左腕、四人目が左足をそれぞれ固く押さえ、五人目が壁際に張り付け状態で動けない蓮のズボンと下着を下ろして剥ぎ取っていった。蓮は少し嫌がる素振りを見せたが、さすがに大男が五人がかりでは抵抗のしようもない。押さえつけられ、剥ぎ取られるくらいなら、自分で脱いだほうがマシだというように、少し潤んだ目で唇を固く結んだ。

　もっと抵抗し、怒鳴るか叫ぶかするものと思っていたが、意外に大人しく堪えている。文句一つ言わず、どこまで堪えるんだろう？　いつ、啼くんだろうか？

　形のいい唇を結んだまま、浮岳から視線を逸らせる蓮は、己に与えられたどんな過酷な運命も、受け入れる覚悟があると意思表示しているように見える。本当に、他人のために堪えるんだろうか？

　初めて見た時の蓮はとても気高く気位も高く、自分の望まないモノは全て拒否し、跳ね付ける強さと激しさが見えた。その蓮が、いかに人質をとられているからといって、大人しく従うモノだろうか？

　そんな筈はない。誰だって自分が大事な筈だ。他人を守るため、食人鬼に我が身を差し出す人間などいない。人は自分を守るためなら、恩人さえ殺す生き物だ。殺さなければお前を殺すぞ、生きたまま手足を引きちぎり、虎の餌にしてやる。そう言われて従わないモノはいない。誰もが自分可愛さに友人を、恋人を、恩人を手にかける。被害者になるよりは、加害者の側に回ろうと、媚び諂うモノに成り下がる。

　蓮も同じだ、例外は認めない。




　浮岳の父親は、義兄弟だった男に殺された。

　それはまだ浮岳が五歳の頃だ。縄張り争いだか地位目当てだか、幼かった浮岳にはその理由まではわからなかったが、殺された。男は浮岳を人質にとり、父親を拘束した末に、浮岳の目の前で撃ち殺したのだ。

　子どもを開放してくれと頼む父親に、その男は頷き、浮岳と父親が共に拘束から解かれる。だが安堵し、お互い手を伸ばした親子の、その手が触れ合う寸前、父親の背後にいた男は引き金を引いた。

　父親のひたいがスイカ割りのスイカのように大きく割れ、血と脳髄と頭蓋が飛び散る。その飛沫は子どもだった浮岳の全身を真っ赤に染めた。引鉄を引いたのは、当時父親の右腕と言われていた男だ。父親が一番に信頼し、浮岳の事も可愛がってくれていた男だ。その男が父親を撃った。自分の利益のため、自分が助かるため、恩人を売ったのだ。

　父親の頭蓋から吹き飛んで来た血と脳髄の欠片を浴びた浮岳の視界は、赤一色になった。

　それ以来、その赤が消えない。

　世界は赤い。

　水は血の色、食物は脳髄の塊に見えた。

　そして、それを飲み、それを喰らい続け、自ら腐る事を望んだ。

　人は、自分のためには他人を犠牲にする事などなんとも思わない醜い生き物だ。醜く汚い。そして酷く脆くて、弱い。父親は弱かったのだ。ヤクザをやるには優し過ぎた。誰も信じてはいけない。信じれば裏切られ、護るモノがあれば付け込まれる。

　父親は馬鹿だった。油断して気を抜いて、殺された。油断すれば自分もああなる。それから浮岳は、意識して加害者になった。

　優しさはいらない。

　愛もいらない。

　そんなものを大事にしても損をするだけ、より貪欲で強いモノに搾取されるだけだ。それより搾取するモノになろうと決めた。




　素裸にされた蓮は、まるで薬殺処分の順番を待つ捨て犬のような目をしていた。たぶん、彼からしてみれば、それだけでもこの上ない屈辱なのだろう。可哀想に……心にもない事を考えた。しかしそれでこの楽しみを中断するつもりはない。

　浮岳は次の行動へ移れと側近たちに視線で合図を送る。男たちは無抵抗の蓮をワザと手酷く引き摺りながら、壁の前へ後ろ向きに立たせた。

　手首を引かれ、ほとんど力ずくで壁に両手をつかされた蓮は、自分を拘束している男たちの肩越しに恐る恐ると振り返る。背後には銀色に光る金属の器具を手に持った男が立っている。

「なに、なんだよ……浮岳！」

　ようやく事の異常さに気付いたらしい。蓮は戸惑った声をあげる。器具を持った男は、蓮の後ろ髪を掴んで顔だけ振り向かせ、表情のよく見えないサングラス越しに彼を睨んだ。

「浮岳様と呼べ」

　その命令的口調にカッときたのか、蓮は反射的に刃向かおうとする。それを取り押さえ、男は、彼の肩を壁に叩きつけた。身体の両側から支えられているので倒れはしないが、かなりの衝撃はあった筈だ。

　男は大きな掌で蓮の頬を打ち、また壁に叩きつける。蓮が細身なので、まるで大人と子どものように見える。大男に虐待される子どもといった風情だ。その情景は不思議と浮岳の保護欲を誘った。

　ずっと加害者として生きてきた浮岳は、誰かに同情したり、助けてやりたいと考えた事はなかった。だが目の前で大男に暴行されている蓮を見た時、それが自分の命令であったにも関わらず、そいつを罰したくなった。

　だがそれはとても不愉快な感情だ。誰かを救いたいとか護りたいとか、そんな事を考えたら待っているのは死と破滅だけだ。自分はそんな愚か者ではない。ましてや蓮は一年前、自分の好意を目にも留めず、右から左に投げ捨てた人間だ。そんな無礼者に手心はいらない。そんな事を考える筈がない。あれはただの木偶人形なのだ。浮岳は自分の中に浮かんだ奇妙な情に戸惑いながら、蓮を甚振る男を制した。

「堅苦しいな……浮岳さんでいいさ、俺も蓮と呼ばせてもらう」

　本当はもっと近づいて、痛めつけられる蓮を嘲笑いながら言ってやるつもりでいた。だが実際はそこから立ち上がる事が出来なかった。

　なぜ立ち上がれないのだろう？　これは遊びなのだ。生まれて死ぬまでの間に、いったいどれだけ多くの人間を不幸にできるのか、どれだけの人間を引き裂き、狂わせる事が出来るのか、死ぬまでの間の退屈凌ぎに過ぎない。

　しかし事実、浮岳の身体はそこから動こうとしなかった。

　これでは蓮を嬲る事も出来ない。

　そこで浮岳は無意識に、動く事ができない自分自身への言い訳を考えた。

　自分は蓮を手に入れるまで一年も待ったのだ。この白峰浮岳が、たかが小僧一人に一年も待ち惚けを食わされた。そう簡単に壊してしまっては面白くない。もっとじっくりゆっくり、甚振って遊ぶのだ。

「悪いな蓮、別にとって喰おうって訳じゃあない、ちょっとした検査だ」

「検査？」

　男らに押さえつけられながら、蓮が何の検査だという目で浮岳を見返す。

　その時、浮岳は、初めて蓮がちゃんと自分を見ているのを見た。視線が絡んだ瞬間、彼と自分の間に、何かが繋がった気がした。

　それまで蓮は一度も浮岳を見ようとはしていなかった。声をかけても、返事をしていても、視線は浮岳を素通りし、どこか遠い所を見ていた。彼の視線が自分に向けられていない事に気付くたび、胸を掻き毟りたくなるような焼付きを覚えた。

　その蓮が自分を見ている。

　これから何を言うのかと怯えながら、ジッと自分を見つめている。

　気分は最高に良かった。

「まあなにしろ俺は連合の浮岳だからな、暗殺、なんて事もある訳だ、身体検査は念入りにってヤツさ……まあ大人しくしてりゃ直ぐ終わる、いい子にしてろ、蓮」

　そう言ってやると、怯えた目をしていた蓮は、その意味を察したらしく、僅かに眉を動かした。そして唇を固く結び、また無表情になった。彼は受け入れる覚悟を、僅か数秒で決めたらしい。

　それも父親と父親の組の為か？　なかなか健気だなと感心した。

「早くしてやれ、可哀想だろ」

　心にもない台詞で男らを促す。男たちは浮岳の命令を確認してから頷いた。

　四人がかりで蓮の姿勢を変える。両手は壁についたまま少し下げさせ、足は大きく開かせた。そのまま腰を九十度に曲げさせると、自然と尻を突き出す形になる。

　白く、形のいい双丘の谷間に、たぶん始めて他人の目に触れさせたのだろう蕾が見える。少し離れ過ぎていたので、くっきりとはいかなかったが、彼の傍に立つ男にははっきり映っている事だろう。白い肌によく映る蕾の薄紅さは、まるで本物の華のようだ。

　あれを散らすのは忍びない。

　浮岳は再び忍び寄る不可解な感情に戸惑いながら、小さな声で傷をつけるなよと告げた。その命令に少なからず驚いたのだろう男が、チラリと振り返る。だが大げさに反応してご主人様の機嫌を損ねる訳にはいかない。男は浮岳の意思を確認してから、また蓮へと視線を戻した。

　男は手にオモチャのラッパのような形をした金属器具を持っている。ラッパの中は空洞で、両側から反対側が望遠鏡のように覗けるように出来ていた。細いほうの端の直径は一センチ強といったところだが、反対側に開かれた口は大きく、十二センチ近くある。その細いほうを蓮へ向け、男が近づく。蓮は覚悟をしているらしく逃げようとはしていない。その白い尻に掌が当てられ、男の指先が谷間を少し開いた。

　男は先ほど浮岳が華のようだと感じた蕾に、半透明の潤滑油を塗りたくり、ラッパを押し込んでいく。差し込まれた瞬間、蓮の肩が小さく震えたが、やはり彼は逃げなかった。

　じわじわと押し入れられていくその金属は、所謂、直腸鏡と呼ばれるモノで、通常は大腸ガンなどの検査で、直腸内を見る時に使われる。つまり、内部がよく見えるという事になる。

　普通なら半日以上絶食してからか、もしくは緊急の場合は浣腸剤等を使い、それなりに綺麗にしてから使うモノだが、浮岳はあえてそのまま使わせる事が多かった。それはそいつの汚らしい部分を暴き立てる事で、より大きな屈辱を強いる為だ。

　内部と、その周辺を奔っている筋肉、神経を傷つけないようにゆっくりと差し込まれた直腸鏡が、ようやく三センチほど内部に埋め込まれた所で、男が浮岳のほうへ振り返る。中を見ますかと聞いているのだ。

　自分は蓮を痛めつける為、身の程を思い知らせてやる為に引き立ててきたのだ。ここで立ち上がり、甚振ってやらなければ蓮を連れ込んだ意味がなくなる。心のどこかで立つなと叫ぶ声を感じながら、浮岳は席を立つ。

　薄いライトあて、蓮の内部を見た。そしてその内壁の艶に息を飲んだ。毎日洗浄でもしてるのかと聞きたくなるくらい、蓮の中にはなにも詰まっていなかった。だが普通の人間がそんな真似する訳がない。となると、考えられる事は一つ、蓮はここ数日、なにも食べていないという事だ。

　体はちょっと細過ぎるくらい細い、ダイエットという訳ではないだろう。では絶食の理由はなんだろう？　様々な憶測は出来るが、もしかしたら食べていないのではなく、食べられないのかもしれない。拒食症といえば病的過ぎるが、それに近いモノを感じる。蓮は見るからに神経質そうだ。なんらかのストレスですぐ食べられなくなるようにも見える。父親に命じられ、ここへ来なければならなかった事へのプレッシャーとも考えられる。直接的原因はともかくとして、蓮が神経症で食事をとれなくなっていたという事は納得できた。それを証拠に内壁には襞が殆どない。これではホースと同じだ。使われる事の少ない内臓が退化しているようにさえ思えた。内視鏡用ライトの僅かな光だけで火傷しそうに見えるほど、内部は虚弱そうだ。浮岳は反射的に内視鏡のライトを消し、大人しく壁に手をついている蓮の背中を見つめた。染みひとつ、擦り傷一つない。まるで小さな子どものような背中だ。

　強く叩いたら壊れる。

　ふと感じた思いを、浮岳は慌てて否定した。

　なにを馬鹿な、玩具とは遊ぶから玩具なのだ。その仮定で壊れるなら、それも仕方がない。壊れればまた別の玩具を探せばいい。




――探せない。

――これ（蓮）と同じモノはどこにもない。




　それほどのモノか？　他の玩具とどこが違う？　ただ見てくれが少々美麗だというだけではないか。中身は同じ、くだらないガラクタに決まっている。なにを躊躇う必要があると言うのだろう？　これは玩具なのだ、自分の自由になる物でしかない。だがたしかに見かけは綺麗だ。直ぐに壊すのはもったいないかもしれない。蓮が傅くというなら、少しは可愛がってやってもいい。

　またしても浮岳は、自分自身に言い訳をした。蓮を特別に扱うのは彼に情をもったからではない。高価な玩具は直ぐに壊してはもったいないから大事に扱ってやろうというだけだ。とりあえず、彼の中身が、身体の中と同じく綺麗なのか、他のガラクタと同じなのか、それを見届けてみたい。

　直腸鏡を引き抜かれ、立つ事を許された蓮は、殆ど無表情のまま、壁際に立っていた。一見なにも感じていないかのように見える静かな面の裏側に、彼の葛藤が見える。蓮はたぶん隠しているつもりなのだろう。だが根が素直に出来ているらしい、表情には出なくとも、雰囲気でわかる。とにかく一日だけ堪えろ、感覚は遮断しろ、動揺するな。それだけを呪文のように繰り返し、興味を惹くような反応を抑えようとしている。

　可愛い奴だなと思った。

「オーケー、いいぜ、じゃ次はここにきな」

　言われるまま、蓮は浮岳の待つベッドの端へ来た。そこへ座れといえば黙って座る。顔色を変えまいとしているのが健気でいい。浮岳は蓮が堪え切れず身悶える姿を想像しながら、ベッド脇の飾り棚に仕舞いこまれてある、青い硝子の小瓶を取り出してきた。

「お前、ミミズって知ってるか？」

「ミミズ……？」

「そう、まあセックスドラッグの一種さ、自分で試した事はねえが、こいつを使ってやった相手はみんな涙をながして善がってたぜ、嫌な思いをさせた侘びだ、天国見てこいよ、蓮」

　一瞬、蓮の眉が動く。動揺を隠そうとしてだろう、あえて逃げようとはしていなかったが、それでも嫌がっているのはわかる。それに、身体は意外に正直だ。堪えろと命じる脳に反抗し、蓮の身体はジリジリと下がり、そこから離れようとしていた。

　その時ふと、俗的な興味が沸いて出た。

　十七歳というと、性にもっとも興味を持つ年頃だとも言えるが、果たして彼に女性体験はあるんだろうか？　この歳になれば自慰くらいは経験済みだろうが、性体験のほうは個人差があるモノだ。ましてや蓮は一応硬派で通っているらしい、女とイチャつく遊びはしていなさそうだ。

　だがでは男のほうはどうかと考えると、そこはわからない。これだけ綺麗なら男でも充分観賞価値はありそうだ。物好きが手を出さないとも限らない。しかし仮にも組長の息子だ、腕にも少しは覚えがあるだろうし、そう簡単に堕ちはしないだろう。

　あるかないかはわからない、それはこれから試してみようと考えた。

　浮岳は、無意識に逃げる蓮の身体を側近に押さえつけさせ、自らその瓶の蓋を開けた。蓋には細身のスポイドが取り付けられてあり、それで中身を吸い上げるようになっている。スポイドの内部にその液体を満たしてやると、蓮が緊張する。それがなんなのかはわからなくとも、なにか得体の知れないモノに侵されようとしているのはわかるのだろう。動揺を抑えようとして握り締められた掌は、力が入りすぎて白くなっていた。だがあくまでも表情だけは変えないようにしているのが可愛い。

　液体を吸い上げたスポイドを手に、怯える蓮へと近づく。

「押さえてろ」

　浮岳の号令で男たちが逃げようともしていない彼を、寄って集ってがんじがらめに押さえつける。身動き一つできなくなった蓮を見下ろし、ゆっくり近づいた浮岳は、彼の太腿を開き、そこに小さく蹲っている雄を見つめた。これからなにが起きるのか、想像すらしなかった世界に触れ、怯えた蓮の雄は、項垂れ、小さく身を震わせながら隠れている。だが怯えて縮んでいる雄では、やりにくいし面白くない。浮岳は一度離れ、側近の一人に、蓮のモノを咥えろと命じた。

　黒眼鏡をかけた男は、上手く顔色を隠し、命じられるまま、項垂れている蓮の雄に顔を近づける。すると、さすがに黒服の大男に咥えられるとは思わなかったらしい。蓮は、驚いて身を捩る。だが数人がかりで押さえつけられているので逃げる事は叶わない。羞恥と屈辱に唇を震わせ、男が齧り付くのを凝視していた。緊張して逃げようとする身体は、冷や汗すら流している。どうやらこんな事をされるのは初めてらしい。

「や……」

　思わず発せられた蓮の拒絶を聞きながら、男は彼の雄を咥え込んだ。屈強なハゲ頭が、子どものように細く、少女のように綺麗な顔をした蓮のモノをしゃぶる図は、滑稽で面白い。浮岳に逆らえばどうなるかわかっているので、男は熱心に蓮の雄を舐め、しゃぶり続けた。これで蓮がエレクトしてくれなければ自分が罰せられるのだ。命もとられるかもしれない。そう思えば必死にもなるのだろう。その熱心さは、まるで彼が最初からそういう事に目がない、変態であるかのようにさえ見せた。もしかしたら蓮の美貌が彼をそうさせているのかもしれないと考えると、少し面白くない。だが自分で命じたのだ、止めるのも癪だと黙って見ていた。

　小さな吐息が漏れ、蓮が勃ち上がってくる。

　押さえつけられ、抵抗する事は出来ないのだから、いっそ快楽に身を任せたほうが楽だろうに、蓮は僅かに首を振って感覚を逃がそうとしているように見えた。

　だがそれこそ無駄な抵抗だ。今逃げられても最後までは逃げ遂せない。黒眼鏡の男は浮岳のこんな命令を何度も聞いてきたのだ、自然と手馴れてくる。何しろ相手を感じさせなければ殺されるかもしれない。命がけの技は、当然のように巧みになる。やがて蓮の雄は完全に起立した。

　唾液と自ら滲ませる愛液とで、彼の雄はてらてらと光り、厭らしく濡れていた。それでも蓮は表情を押さえ、逃げようともしていない。固く閉ざされた薄赤い唇が艶めいて映る。浮岳がストップをかけないので、男はいつまでも、その可愛いモノをしゃぶり続ける。声を押し殺す蓮の顔と、夢中でそれを舐める男を交互に見つめ、浮岳は急に沸いて出た奇妙な感情に戸惑った。

　最初、命令で仕方なく咥えこんだ筈のその男は、小さな息を漏らす蓮をチラチラと覗き見ながら、熱心にしゃぶり続ける。これから抱き合い、愛し合う恋人を喜ばせようとしているかのように、逃げるに逃げられない蓮の反応を見、またしゃぶりつく。

　まるで蓮を独り占めしているかのような、そいつの表情にムッとした。

　なにをしている。

　そいつは俺のモノだ。

　嬲るのも甚振るのも、可愛がるのも俺だ。

　勘違いするなよ？　そいつは人間じゃないんだぞ。

　そいつは玩具だ。

　綺麗で出来のいい、ちょっと高価なだけの、木偶人形だ。

　そして持ち主は俺だ。

　言い様のない悋気りんきにかられた浮岳は、蓮の雄を咥え続ける男の頭を思い切り蹴りつけ、そこから引き離した。蹴られた男は無様に床へ倒れ込む。

　男の口から開放されたピンク色の雄が、名残りを惜しむように、ぷるんと震える。先端からはジワリと愛液が滴り流れた。

　たぶん、精一杯堪えたのだろう。蓮はようやく開放された事の安堵からか、乱れた息を整えようと、少し荒い呼吸を繰り返し、薄目を明けた。白い胸に飾られた薄紅い乳首の先がツンと尖って見える。なかなか絵になる図だ。日本画に描かれる花のように、動きを封じられた蓮は可憐だった。

　一見の価値はあるなと思いながら、浮岳は蹴り倒され床に転がった男の顔面に、革靴の先をめり込ませる。ズブッと鈍い音と、肉の裂ける感触がした。どうやら鼻の骨と前歯が折れたらしい。男の顔面からはドクドクと血が噴出していた。

　早くその目障りな男をどこかへ連れて行けと、視線で合図をすると、他の男たちが慌ててそいつを運び出していく。それを目の端に捕らえながら、浮岳は虚ろな目をしている蓮へと近づいた。

「悪い、待たせたな、今ので終わりだなんて思うなよ？　気持ちいいのはこれからさ」

　スポイド片手にニヤリと笑う浮岳を、蓮の濡れた瞳が見つめる。ようやく整って来たらしい呼吸に乱れはないが、身体は心なしか下がろうと、無駄な抵抗をしていた。この表情がどう変わるのかなと想像しながら、濡れて光る蓮の雄へと手を添える。

　指先で彼の雄を少し押しながら摘んでやると、先端はパックリと口を開ける。そこへ媚薬の満たされたスポイドを押し込んだ。

「さあ、ご馳走してやる、たっぷり味わいな」

　スポイドのゴム部分を押すと、薬液が彼の中へ流れ込んでいく。全て注入し終えるとほぼ同時に、蓮はびくりと震えた。

「っ、あ……っ」

　痒みを誘いながら、血流を上げていくその薬液に侵され、蓮が腰をくねらせる。むず痒さと僅かな痛みを伴う熱が、その器官に射精しろと促す。だが外部からの刺激が与えられないので、達する事が出来ないのだ。

「いいだろ蓮？　最高だろ？　感じ過ぎて口も利けないか？」

　身を捩ってその痒みを逃がそうとする蓮を固く押さえた男たちが、浮岳の合図で彼の身体を持ち上げる。

　丁度小さな子どもに小便をさせてやるときのように膝の裏を抱えて持ち上げられた蓮のピクピク動く雄と、先ほど直腸鏡が差し込まれていた蕾が目の前にくる。

　男の一人がその蕾を指先で押し広げる。小さく口を空けた菊門を覗き見ながら、浮岳は鈴口に注入したものよりも数倍大きい注射器型の器具に、さっきと同じ液体を満たした。

　さっき見た蓮の内部は、襞がまるでなく、腸壁自体がだいぶ弱っているように見えた。実際にその薬液を自分の身で試した事がないので、実感としてはわからないが、それを注入されると、内部を棘のついた金属棒でメチャクチャに掻き回したくなるほどの強烈な痒みを覚えるらしい。詳しい成分は知らないが、痒みを誘うという事はきっと粘液を荒らすようなモノなのだろう。もしかしたら彼の薄くなった内壁は、その刺激に堪えられないかもしれない。

　ツルンとしたピンク色の腸壁が、毒液に侵され、赤く焼け爛れて腫れ上がる。

　所々に血を滲ませ、ジクジクとした体液で満たされ、爛れ堕ちていく。

　その様を想像した浮岳は、呼び起こされる残虐な感情と、なぜかそれを押しとどめようとする声の狭間でほんの少し揺れた。

　ヤメロ。

　壊すな。

　ダメだ。

「は、馬鹿馬鹿しい……」

　壊れるなら壊れた時のこと、それだけのモノだったという事だ。

　遠慮していては楽しめない。玩具は遊ぶモノだ。

　一瞬の迷いを捨てた浮岳は、男たちの手によって足を開かされている蓮の蕾へ注射器を押し込み、中に満たされている薬液を全て注入する。

「アッ……ァツ！　わああぁっっ！」

　その途端、蓮はまるで内部に人食い蟻を注入されたかのように、身を捩り、絶叫した。

　それまで、この薬に侵された奴を何人も見下ろして来た。だが蓮の反応はそのどれとも違った。あまりの反応に男たちも怯む。このままいつもどおり押さえつけておいていいのかと顔を見合わせ、浮岳の指示を待っていた。浮岳自身にも、その戸惑いは少なからずあった。こんな反応は初めてだ。叫んだ蓮の顔と、薬液の流し込まれた身体を交互に見比べる。

　開かされている足の間にある蓮の雄は、先に注入された薬液の効果で鉄棒のように張り詰めていた。薄桃色に染まった肉の表面には血管が浮き上がり、根元に座す二つの珠飾りも固く緊張してせり上がっている。血流が上がり、海綿が活性化されている証拠だ。中の痒みと相まって、ここまでくれば痛みすら伴う凶悪な快楽だろう。

　今まで試したほかの連中は全て、涙と涎を垂れ流しながら、善がり狂った。当然蓮もそうなるモノと思っていた。だが彼にとってそれは快楽ではなく、純然たる痛みのようだ。激痛に悲鳴をあげ硬直した蓮は、どうにかやり過ごした最初の痛みで自然と滲んだ涙を、瞼の間に溜めたまま、肩で息をしていた。

　抱え上げられ、浮岳の目の前にある彼の蕾には、ぷつりと赤い血玉があった。それは間違って裁縫針を指に刺してしまった時に出来るような、小さく、美しい珠だ。




「痛っ……ッ」

　指先に突き刺さった針の痛みに、小学校四年生の浮岳は小さく呟いた。

　その日、学校の宿題で雑巾を縫わなければならなかった浮岳は、裁縫箱の中にある、色とりどりの待ち針に心惹かれ、ふと手に取った。宿題は当然ボディガードか小間使いにやらせる気でいたのだが、その前に一応見るだけでも裁縫箱を見ておこうと思ったのだ。それは興味があったとかではなく、知っておかないと、教師に質問された時答えられないと思うからだったが、とにかく裁縫箱を開けた。そして中にある待ち針に魅入られ手を出した。

　青いフェルトの針山に行儀良く刺さっている待ち針はとても美しく、細い針の頭には、半透明に光る真珠のような小さい丸い石がのっている。実際はただのプラスティックだったのかもしれないが、子どもの浮岳には、それが本物の真珠に見えた。

　手にとって見ると、それはいっそう綺麗に見えた。こんなに綺麗なモノを使うなら、裁縫も楽しいのかもしれない。ふとそう思いたち、大勢いる付き人や小間使いの誰かにやらせる気でいた宿題を、自分でやってみようかと考えた。

　だが縫い針の小さな穴に上手く糸が通らない。なんども挑戦し、何度も失敗し、終いには持っていた縫い針で左手の親指を刺してしまった。針はすぐに払い除けたが、針の刺さった指の腹からは、ぷくりと赤い血が出ていた。それは待ち針の頭と同じく、美しく光って見えた。

　まるでルビーのような血玉に、浮岳は暫し呆然と見蕩れていた。キラキラ光る血玉が、かけがえのない大切な何かに思え、子どもだった浮岳は、それをただジッと見つめ続ける。その時、どこで見ていたのか、一人の女中がお手伝いしますと近づいてきて、細く白い指で、糸を通して行った。自分でやるつもりでいたものを取り上げられ、他人にやられた事で、浮岳はまるでお前はダメな人間だと印を押されたような気がした。その時の小さな失望はもう忘れたが、不愉快な思いだけは残り、それから浮岳はその女中をあえて酷く苛めるようになった。




　記憶の底にも残らない、不愉快で美しい光景に、浮岳は酷く戸惑った。蓮の蕾に浮かんだ赤い血玉は、やがて滲んで流れ落ちる。蕾から尻の谷間を伝い流れていく赤い筋を見つめ、ほとんど無意識に手を伸ばした。流れる血の筋を撫でると、気分が恍惚としてくる。もっと、この血が見たい。赤く紅い、ルビーのような血が、見たい。血を求め、浮岳は蕾へ指先を押し込む。そこは狭く軋み、指先が痛いくらいだった。

　内部に侵入すると湿った何かに触れたような気がした。この潤みはなんだろうかと考えながら爪先で引っ掻いてやると、蓮は小さく悲鳴をあげ、身体を捩った。そこでようやくその存在を思い出した浮岳は、悲鳴をあげる蓮の顔を見ながら、再び内部を抉るように引っ掻いた。忽ち甲高い悲鳴が上がり、蓮が身を逸らす。指先にはますますしっとりと湿った感触がした。

　啼き声を上げる蓮の震える喉を見つめ、無造作に指を引き抜く。指先は赤く染まっていた。どうやら蓮の内部はあの薬に焼かれ、爛れて擦り剥けたらしい。案外脆いなと思いながら蓮の血で染まった指を舐めた。苦くて、どこか妙に甘い血の味は、加虐心を煽る。近くにあった布で残りの血を拭いさり、蓮を抱え上げている男たちにそいつを下ろせと命じた。

　豪華で淫猥な色をしたベッドの上に下ろされた蓮は、動く気配はない。少しくすんで潤んだ瞳と、薄く開かれた赤い唇が酷く官能的で、まるで春画のように見える。絵にしたい身体だと、ぼんやり考えた。

　暫くそのまま見ていたが、蓮は動かない。大抵の者はこれだけ酷い目にあえば恐れ慄き、怯えて逃げ出そうとする。許してくれと泣き叫び、無様にひれ伏すものだ。だが蓮はまるで動こうとしない。意識はあるんだろうかと手を伸ばした。

　僅かに波打つ腹に触れると、爪先に拭き残っていた血が、滑らかな皮膚に赤い筋をつけた。それは大雪の翌日、まだ誰も足を踏み入れていない雪原へ、南天の実を落としたような感じで、儚く美しい。

　吹雪に煙るポプラの丸太にちょこんと乗せられた雪兎、その瞳は赤い。白い雪に赤い南天の実がよく生える。それと同じ美しさだと頭のどこかで感じた。もっと見てみたい。それは純粋で幼い欲望だった。

　蓮はくすんだ瞳を、半開きの瞼の奥に隠したまま、横たわっている。足の付け根を押して覗き見ると、さっき薬液を入れてやった蕾は、赤々として、少し腫れているように見える。表面がこうだ、たぶん、内部はもっと酷い事になっているのだろう。いつもならここで金棒か極太のヴァイブを突っ込んで、半狂乱で善がる姿を笑ってやる所だ。しかしこの分ではそんな事をすると蓮の中味は擦り切れ、肉は破れるかもしれない。

　その時浮岳は、さきほど直腸鏡で覗いた、ゴムホースのようにつるんとした腸壁を思い出した。

　あのピンク色の艶やかな肉が、ざらざらした金棒に掻き混ぜられ、爛れた部分から擦り切れて裂ける。真っ赤な血が広がり、あちこちで新鮮な肉が露出する。ズタズタに切り裂かれた腸壁の隙間から、彼の中身が全て見通せるようになるだろう。それを想像すると、その様子を見てやりたくなる。だがそうなると蓮はもう使い物にならなくなる。

　再起不能、場合によればそのまま死ぬかもしれない。死なずとも、そうとうな重傷を負う事になり、完治は遠い話になるだろう。もしかしたら破れた腸壁は塞がらずに腐り、若い身空で人口肛門着装などという事態にだってなるかもしれない。それはそれで面白いし、そうなった哀れな姿を思い切り嘲笑ってやるというのもまた一興ではあるが、それではなんとなく物足りない。もっと遊びたいし、やはりまだ壊したくない。

　いや、これは玩具なのだから別に壊してもかまわないのだが、やはりすぐに壊すというのはもったいない。これだけ長く待たせられた末の品だ、もう少し楽しませてもらわなければワリに合わない。待ち遠しいが、そこを甚振るのはまた次の楽しみに取っておこう。それよりもこの白く滑らかな肌に赤い染みをつけてみたい。もっとたくさん、流れる血を、滲み出す血を見たい。

　考えた末、浮岳は、ベッドの横にある飾り棚から教鞭を取り出した。昔、高慢な教師たちが生徒を罰するために振るった鞭だ。桑の木を使っているので鞭自体の耐久性が悪く、ほとんど使い捨てだが、痕が残り難いのが利点とも言えた。出来るなら打つたびに新鮮な気持ちで打ちたい。そのためには次回打つまでに前回の痕が消えているのが望ましい。特に、蓮のように美しい獲物なら無垢であったほうがより楽しめる。

　浮岳は赤紫のシーツの上に横たわる蓮の白い胸へ、軽く鞭を当て、その感触を確かめてから傍の男らに言いつけ、彼を壁際まで運ばせた。そしてそこに突き出ている金属の枷で両手首を拘束させ、男らには離れろと命じる。美しい蓮の近くに無粋な大男など置きたくない。可憐な美少女、美少年が、毛むくじゃらの大男に犯される図も、時には楽しめるが、今は目障りだ。

　蓮は内部に巣食う薬液に侵され、痛痒く疼いた部分から気を逸らす事に必死のようだ。時折首を振っては、虚ろな目でなにかブツブツと呟き、一人で立っている事も出来ないらしい。男たちが手を離すとガクンと項垂れその場にへたり込んだ。枷につけられている鎖が長過ぎて彼の身体を支える事が出来ていない。それでは打ち難いので、蓮の身体が直立できるくらいまで鎖を巻き取り、枷の位置も高くしてみた。だがそれでも足りない。仕方がないのでいったん枷を外し、天井につるしてある滑車から巻き上げてみる。結局蓮は、両手を上にした、バンザイをする形に引っ張られ、宙吊り一歩手前くらいの、つま先立ち状態で固定された。

　鞭打つ前の綺麗な肌をくまなく掌で撫でてみた。滑らかで冷たい青磁の皮膚は、昂ぶり熱くなった掌に心地よかった。つんと硬く、しこるように勃ち上がっている乳首を指先で押し潰すように捏ねてやると、蓮は初めて官能の声を上げた。捏ね繰り回すたび、首を左右に振りながら熱い息を洩らすのが、妖艶なスライドショーのように映える。ふと視線を落とせば、蓮の雄はこれ以上ないくらい硬くそそり立ち、先端から滲み出した愛液で、ヌメヌメと艶やかに光っている。激痛のせいで忘れていた雄の疼きが、乳首への刺激で思い出されたらしい。

　それなら責められなかった蕾に変えて、こちらを少し可愛がってやろうと考えた。男としては、一番感じる部分の筈だ、さぞやいい声を聞かせてくれる事だろう。そう思うと楽しくなってくる。

　さあ、なにで遊んでやろうかと考え、浮岳は鞭の先で、雄の先にぽっかり開いた尿道口を突いた。だが予想に反して蓮はビクリと震えただけで声は上げなかった。それではつまらないので今度は少し力を入れて鈴口を打つ。今度も顔を顰め硬直しながらも声を上げない。どうやら蕾に与えられた痛みが強烈過ぎて、慣れてしまったらしい。それに元々痛みには強いほうなのかもしれない。

　しかし悲鳴もあげない獲物では、いまひとつ面白みに欠ける。浮岳は鞭を持ったまま下がり、さっきとは別の男へ咥えてやれと命じた。先ほど命令どおり咥えた仲間が、途中で蹴り倒され酷い目にあった所を見ているので、そいつも一瞬躊躇う。だが命令は絶対だ、すぐに頷いて天井から部屋の中央に吊るされている蓮の前に屈んだ。男の手が蓮の雄を無造作に掴み、その先端を長い舌で舐める。すると思った通り蓮はさっき打った時より苦しそうに眉を寄せて震えた。どうやらこっちのほうが効きそうだ。

　おそらく、硬派で通って来た蓮は、上品な顔に似合わず、殴り合いや暴力には慣れているのだろう。考えてみれば一応組長の息子だし、腕にも覚えがあるに違いない。しかしそのぶん、恋愛沙汰には縁遠かったのだ。この歳でまさかとは思うが、もしかしたら自慰もした事がないのかもしれない。それはそれで面白い、思っていた以上の掘り出し物かもしれないなと浮岳は悦に入った。

　初めてならお誂え向きだ、鞭と性具なしではいられない身体にしてやろう。この高慢そうな顔で、もっと打ってくれと淫らにせがむ様子を思い浮かべ、自然と笑いが込み上げる。その姿を想像し、それを蔑んで思い切り嘲笑ってやる日を期待した。

　そのためにはまず痛みと快楽を直結してやる事だ。浮岳は男に、そのまま咥え続けろ、逝かせてやれと命令した。

「そいつが逝ったらお前に一日休暇をやる、二度逝かせればボーナスもつけてやろう、逝かせた数だけ休暇とボーナスをやるよ、その代わり、逝かせられなかったら変わりにお前を甚振ってやる、だから張り切れよ」

　浮岳のボディガード兼側近の男たちには一日の休暇もない。二十四時間浮岳の機嫌を伺い、どんな非道にも目を瞑り、どんなに自分の意に反した事でも黙って遂行する。逆らう事はもちろん、忠告や助言めいた事も許されない。浮岳の法に反すれば死だ。金は銀行口座に余るほど支払われるが、その代わり身も心も、魂さえも自分の自由にはならない。

　さらに浮岳は気まぐれで我侭だ、どんなに命令通りにしていても、なにか一部でも気に障る事があれば遠慮なく打ち据えられ、場合によっては殺される。側近にと選ばれた時点で遺言を書いておけと言われたようなものだ。当然自由時間などないし、独身のものはともかく、既婚者は二度と家族には会えないと思わなければならない。つまり、休暇がもらえるというのは破格の褒美なのだ。男はよりいっそう頑張った。

　浮岳はその様子をせせら笑いながら見下ろし、男に、なにがあっても咥えた口を放すなよと念を押してから、蓮の背面へと回りこんだ。そしてほくろ一つない雪原のように無垢な背中に流れる一筋の血を想像する。

　手術用のメスで表面をひと撫でする。白い肌にすうっと直線が延び、その線から真っ赤な血が流れ出す。切込みの入った皮膚を指でつまみ、その端からひん剥いてやれば、赤く悩ましく息衝く筋肉の層が現れる。悲鳴を上げてのたうつ様子を堪能しながら、徐々に皮膚を剥ぎ、現れた赤い肉を直接鞭打ってやれば、鮮血と絶叫が聞けるだろう。蓮の悲鳴はきっと鳥肌が立つほど甘美に違いない。やってみたい。

　だがそうなるとこの美は完全に破壊され、忽ちただのガラクタに変わる。それは惜しい。まだ壊せない。頭の中で想像した光景を実行に移せないのは残念だが、それこそが醍醐味だ。遊び飽きて捨てる前の最後の楽しみにとっておく事にしよう。

「蓮、どうだ？　気持ちいいだろ？　遠慮しないで堪能しろよ？　吐き出すもんがなくなるくらい逝かせてやるからな？」

　男に咥えられながら、必死でそれを堪えようとする蓮の背中に張り付くように近づき、耳元で囁いた。蓮は返事をしなかった。ただ弱々しく首を振るのみだ。苦痛より快楽のほうが嫌だなんて、真性のマゾだなと嘲った。

　マゾならこれも喜ぶかな？

　浮岳は、男に与えられ続ける快感から気を逸らし、逃げようとしている健気な背へ鞭を振り下ろした。ひゅうんと空気を切る音がして、しなる教鞭が真新しい処女地に当たる。ぴたりと吸い付くように押し当てられた鞭の衝撃で、蓮は仰け反る。反射的に漏れた悲鳴は、濡れて艶が含まれ、白い背に現れた赤い筋を、よりいっそう官能的に見せた。

　ただ闇雲に打っては勿体ない。浮岳は蓮の悲鳴と呼吸が落ち着くまで間を空け、余韻を充分に味わってから二発目を打った。今度はさっきよりも力を入れ、思い切り打ち付ける。悲鳴と鮮血か散った。二回目の鞭打ちで背中の皮膚が裂けたようだ、蚯蚓腫れを作るくらいが関の山かと思っていたので、それにはちょっと驚いた。強く打ち過ぎたのか、それとも蓮が脆いのか……だが考える事はしない、鞭打ちくらいで死にはしないだろう。それよりもその血を味わいたい。

　手を休めているうちに裂けた皮膚から滲んだ血は、雪原の背に深紅の筋を作っていった。その血は最初思ったよりも少なく、僅かに滲んだ程度だ。裂けたというよりは擦り剥けたという感じだろう。鞭の先でちょんと突くと象牙色の鞭が赤く染まる。それは美しいが、少し物足りない。滲んだ血の量が少な過ぎて白に負けてしまうからかもしれない。

　赤が飛び散ったように見えたのは錯覚か？　物足りなさで空虚になった浮岳は、その傷とクロスするように三発目を打った。それは赤く擦り剥けた傷口を抉り、蓮は反り返って呻く。そしてそれだけに留まらず、小さく喘ぎながら諤々と半身を震わせた。

「お……？」

　その途端、蓮の雄を咥えていた男が咳き込む。どうやら男の愛撫と鞭の衝撃で逝ったらしい。吐き出してしまった事が悔しいのか、唇を噛み締め瞠目していた蓮の目には、涙が浮かび、堪え切れなかった嗚咽となって流れ落ちた。

　なかなか可愛らしい泣き顔だ。

「おい、吐き出すなよ？　全部飲め、そいつを一滴でも床に零してみろ、二度と口が利けないようにしてやるからな」

　蓮の放った白濁に噎せ、口元を覆った男に冷たく声をかけると、男は気まぐれで殺されては適わないと、慌てて口の中に残る残滓を飲み下した。その無様を鼻で笑いながら、浮岳は涙を滲ませた蓮の正面に回る。顎をとって、ついと上向かせてやれば、蓮は切なく首をふり、瞼を閉じた。

「どうした？　善かったんだろ？　イイならイイと言えよ、蓮？」

　からかってやると、瞼の端に滲んでいた涙は、滑らかな頬に筋を作って流れた。しかし返事はない。口も利けないほど良かったかと言ってやりたいが、それは止めた。なんとなくこの場に相応しくない。その代わりに、固く結ばれている彼の唇へ指の腹を押し込む。閉ざされた部分を抉じ開けるのは、それが唇でもなんでも楽しいものだ。

　浮岳の指に押され、僅かに開いた唇へさらに深く指を入れ、無造作に掻き混ぜてやると、蓮は苦しがって喘いだ。涙に濡れた顔が儚く美しい。

「鞭打たれて、しゃぶられて、感じたんだろ？　逝ったんだろ？　どうした、ちゃんと答えられないならお前を打つ代わりにこいつを打ってもいいんだぜ？　お前を逝かせろと命令したんだ、それが守れないなら罰が必要だからな」

　こいつというのはもちろんたった今まで蓮の雄を咥えていた男の事だ。指し示された男の顔色が変わる。自分は浮岳の玩具ではない、ただのボディガードだ、おそらく容赦はされないだろう。もし浮岳がその気になったら半日打ち据えられた末、弄り殺される。休暇をもらえるどころか永遠に眠る事になってしまうだろう。こんな地獄のような生活なら死んだほうがマシだという考え方もあるが、同じ死ぬのでも、浮岳に殺されるのだけはごめんこうむりたい。男は青くなって身構える。デカイなりをして肝が小さいなと内心でせせら笑いながら、浮岳は俯いている蓮の顔を覗きこんだ。言う気がないならそれでもいい、だが蓮は必ず口を開くと思っていた。

　蓮のような奴は、それが敵であっても、自分のために痛めつけられる事を良しとしない。自分の変わりに他人を差し出せるほど器用だったら、そもそもここまで堪えない。とっくに根を上げ、父親の事も組の事もかまわず、許してくださいと泣き喚くものだ。だが蓮は許してくれとも助けてくれとも言わない。そういう奴なら人質にされたのがたとえ敵でも、必ず口を開くと信じた。そして浮岳が信じたとおり、蓮は震える声で小さく、善かったですと答えた。

「そうか、善かったか、鞭打たれて逝ったんだな？」

「……はい、逝きました」

　台詞の下手な役者のように、その言葉は棒読みだった。

　周りを見ないように顔を伏せたまま、望んだとおりに答える蓮の声は、弱々しくも、震える事なく真っ直ぐだ。

　なにを考えているのだろう？　本当に他人のためにそう言ったのか？　自分でそう迫り、その言葉を期待しておきながら、浮岳はその従順にイラついた。そして苛々しながら、垂れる蓮の前髪を掴んで顔を上向かせ、睨むように観察する。

　燃えるように鮮やかで、くっきりとしていた蓮の瞳は、屈辱に濡れ、鈍く霞んでいた。薄赤かった唇はなおいっそう赤い。どうやら噛み締め過ぎて切れたらしい。滲んだ血がまるで紅を引いたようで、白い肌によく映える。その惨めな姿を眺め、これがあの怖い物知らずで高慢な蓮かと呆れた。拍子抜けした浮岳は、力なく項垂れている蓮の顔を見つめ、今逝ったばかりの雄を鞭で打った。だが痛みはいっそ気が楽になるようだ。蓮はびくりと震えただけで声も上げなかった。瞳に微かな光が戻る。どうやら、まだへこんではいないらしい。なかなか気が強い。

　それならそれで、そのプライドを粉々にしてやろう。舌なめずりしながら裸の蓮を厭らしく見回し、また背後へ回り込む。そして蓮の一言で命拾いした男に、もう一度咥えろと命令した。

「もっと打ってくださいと言ってみな、そしたらもっと感じさせてやるぜ？」

　当然蓮はそんな事望んではいないだろう、それはわかっている。だがそれをあえて言わせるのが面白いのだ。言わなければ、実は全然善くなかったのだろうという事で、お前を満足させられなかったこの男を変わりに甚振るぞと言ってやれば従うだろうと思った。だがその脅しは必要なかったらしい、蓮は顔色を窺うように自分と浮岳の顔を交互に見ているその男をちらりと見て、従順なその口を開いた。




「どうぞ、私を打ってください……お願いします」




　その言葉を聞いた時、浮岳の中に不思議と奇妙な嫉妬心が湧いた。それは蓮の雄を咥えようとしていた男の顔に、安堵と共に憂慮が見えたような気がしたからだ。

　この少年は、なぜこんな台詞を言ったのだろう？　言わずにおけば自分は助かるかもしれない。代わりの人間がターゲットにされ、自分は解放されるかもしれない。しかしその反対に、言ってしまえば鞭に晒され続ける事になる。それも浮岳が飽きるまでずっと、何回もだ。それなのになぜ、言ったのだろう？

　折れそうに細い身体の子どもに庇われた事で、男に蓮への妙な情が湧いたらしい。わからないではないが、これはただの玩具だ。玩具に情けは無用。浮岳は心配そうな表情の男へ、さっさと咥えろと告げ、床についている手を靴の先で蹴った。男はハッと顔を上げ、慌てて言われたとおり、蓮の雄を口に含む。

「よし、今度は噎せようが息が詰まろうが、俺がいいと言うまでそこを放すな、何度でも逝かせてやれ、いいな」

　失敗したら命はないぞと言わんばかりに念を押すと、男は蓮の肉を咥え込んだまま、かくかくと頷いた。その無様で哀れな顔を見ながら、再び鞭を振り上げる。

　お前は俺の玩具だ。他の人間を見る事は許さない。他の人間が見る事も許さない。

　なにに対してなのかわからない焦りに押され、浮岳は、なおいっそうムキになって蓮の背を打ち続けた。

　最初のうちは、一鞭あてるごとに悲鳴をあげ呻いていた蓮は、やがてなにも言わなくなった。打たれ過ぎて慣れてしまったのか、それとも意識がなくなったのか。浮岳は振り上げ続けた鞭を止め、あまり広くない彼の背中を見つめる。

　白かった背中は蚯蚓腫れと血に塗れて腫れあがり、もう鞭打つ場所も見当たらない。だから途中からは首も尻も足も、背面の全てを打った。お陰で彼の背面は、浮岳が最初に想像したとおり、生きたままその生皮を剥いだように真っ赤になっていた。

　たしか二度目に精を吐いたまでは一応意識もあった。だが三度目あたりから言葉を操れなくなり、此方の問いに、はいと答えるだけになった。そしてその次は答える事も出来なくなり僅かに頷くのみだった。それがもう動かない。ずいぶん粘ったが、どうやら本当に打ち止めのようだ。

　浮岳は懲りずにまだ蓮の雄を咥えている男に、いつまで咥えている、さっさと放せと怒鳴って立ち退かせ、まだ打たれていない正面へとまわった。

　背面の無残とは裏腹に、正面から見た蓮は美しかった。打つべき所はまだまだありそうだ。

　ひゅんと鞭を振り上げると、さっきまで蓮の雄を咥えていた男が顔色を変えた。男は蒼白の顔で右手を伸ばし、立ち居地もさっきより一歩前に出ている。どうやら止めてくれと言いたいらしい。ご主人様の楽しみを中断させようとはとんだ不届き者だが、それを声に出さなかった事だけは認めてやろう。

　男は浮岳に睨まれ、慌てて出しかけていた手を引っ込めた。それを見つめ、浮岳は静かに口を開く。

「こいつ、何度逝った？」

「ぇ、あ……五回、です」

「そうか、じゃあお前には五日間の休暇をやるよ」

　怒鳴られる事もなく、約束どおり休暇をやると言われた男は、信じられないというように顔をあげた。その期待と不安の入り混じった顔が哀れで面白い。口先だけで生気を失った人間を逝かせてやるのは骨が折れただろう、その疲労も半端ではない筈だ、褒美をやってもいい。だが易々といい目をみせてやる訳にはいかない。

「そのかわり、もう一仕事してからだ、いいな」

「一仕事？」

　怪訝がる男に、浮岳はニヤリと笑いかける。そして立ちすくんでいるそいつの目の前まで寄り、冷たい声で囁いた。

「今度はお前がこいつを打て」

「え……？」

「いい声で善がるからな、つい夢中になり過ぎて前を打ち忘れてた、やっぱり全身赤剥けでないと面白くないだろ？　だが俺も少し疲れた、腕がかったるい訳よ、だからお前が変わりに打ちな」

「そ……」

　そこまでして痛めつける事はないだろう、この少年はもうズタズタだ、気も失っている。これ以上打ってどうしようというのだ、死んでしまう。男の顔には浮岳を非難するような表情が浮かんでいた。だがそれを声に出せない。言ったら自分が殺されると思うと口が利けない。まだ死にたくない。

　男はなにかを言いかけたまま口を噤み、視線を落とした。反論はしないが動こうともしない。浮岳はその情けない面を見て鼻で笑った。

「なんだ、やれないのか？　お前がやらないなら別の奴にやらせるだけだぜ？　ついでに休暇もそいつにくれてやる、それでもいいのか？」

　それはあんまりだと男は顔を上げる。あれだけ苦労したのに、休暇も取り上げられては適わない。それにきっとそれだけではすまないだろう。浮岳の命令が聞けなかった自分も制裁される。

　男は我が身と蓮の身を天秤にかけ、苦悩していた。これ以上この少年を打ちたくない、だが自分が拒んでも、浮岳はきっと他の者にやらせるだろう。そいつはきっと容赦なんかしない。彼は死んでしまう、そして自分も殺される。

　その時、答えに詰まっていた男は、気を失っているとばかり思っていた蓮の瞼が、僅かに開いているのに気付いた。力なく項垂れた蓮は、くすんだ瞳に小さな光を点し、震える男を見ていた。

――躊躇うな、いいから俺を打て。

　そう言っているように見えた。

　男が見つめている事に気付いた浮岳も、蓮のほうを見返す。そして同じく意識が戻った事に気付き、残忍そうな笑みを浮かべた。

「なんだ気がついてたのか……」

　お前も人が悪いと薄笑いを浮かべながら、蓮に近づいた浮岳は、まるで仲のいい親友の肩を抱くように蓮の肩を引き、親しげな口を利いた。

「なあ、お前ももっと可愛がって欲しいだろ？　けどこいつがやりたくないって言うんだ、だからお前から言ってやれよ、もっと打ってください、逝かせてくださいってな」

　憔悴した蓮を苛めるのは面白い。浮岳はけたけたと声を上げて笑い、男と蓮を嘲った。だが当然泣き出すか、黙り込むか、許しを乞うかするモノと思っていた蓮は、気丈に蒼白の顔を上げ、静かに口を開いた。

「どうぞ、私を打ってください……もっと、逝かせてください、お願いします」

　蓮の静かな声を聞いた男は瞠目し、屈強な顔に似合わぬ涙を浮かべた。そして口を固く結び、やがて苦しそうに俯く。項垂れる男を、蓮は静かな瞳で見ていた。男と蓮の間に、なにかが繋がり、光る糸で結ばれたように見えた。

　なにを勘違いしている？　こいつは玩具なんだ、生き物ですらない。

　ましてやお前のモノじゃあない。

　俺の玩具だ。

　浮岳は苛々と憤り、それを誤魔化すため、手にしていた鞭で蓮の頬を打った。綺麗な顔に傷をつけたくなくて、そこだけは避けていたが、ムッとしたのだ。

　打たれた頬にはうっすらと赤い筋がついた。

「チッ」

　その薄い傷を見て、浮岳は思わず舌打ちした。醜い玩具では楽しくない。綺麗な顔が歪むのを見るから楽しいのだ。打つつもりはなかった。お前のせいだと瞠目する男を睨む。

「ひっ……っ」

　睨まれた男が情けなくうろたえる。浮岳はイラつく気分を抑え、そいつに鞭を渡した。

「蓮もそう言ってるだろ、早く打て」

「ぁ……」

「早くしろ」

　鞭を渡され、早くしろと促された男は、おずおずと蓮の前に立つ。だがまだ打とうとしない。早くしないとお前を打つぞと脅そうとしたが、それは言葉にならなかった。真っ直ぐに顔を上げた蓮が、強い眼差しで男を見ていたからだ。




　俺はなんともない。

　これくらいで傷つく事もないし、死にもしない。

　だからあんたは遠慮なく打っていい。

　なにも無駄死にする事はない、生きていい。

　生き残るために、やっていいんだ。




　そう言っているように見えた。




「うわぁああぁあぁっ……っ！」

　男は突然大声で叫び、天井から吊るされたままの蓮を狂ったように打った。

　手加減などしても浮岳にはすぐバレる。バレればもっと酷い仕打ちがきっと待っている。それがわかる男は、震えて力の入らない腕を振り上げ、必死でその小さく美しい胸を打ち続けた。痣ひとつなかった少年らしい滑らかな肌は、忽ち蚯蚓腫れと擦り傷に埋もれ、血に塗れた。元々顔を上げる力も残っていなかった蓮は、最初の数発で完全に意識を失い、悲鳴どころか呻くことさえなくなった。それでも浮岳がストップをかけないので、男は打ち続ける。華奢とさえ形容できる蓮の身体は、鞭傷で赤剥けになり、流れ出した血で死法堂の床に赤黒い血溜まりができた。

　蓮はもうピクリとも動かない。もしかしたら死んだのかもしれない……その可能性を考えた浮岳は、背筋になにか冷たいモノが流れるのを感じた。彼の死を悼むのか惜しむのか、そんな憐憫とも後悔とも取れる思いに駆られた事に気付き、うろたえる。

　なにを考えている？　これは玩具だ、使い方が荒くて壊れるなんて事はままある。壊れたらまた新しい玩具を手に入れればいいだけの事だ。なぜ動揺する？

　いや、たしかに、これは高価な玩具だった。こんなに早く壊すつもりではなかった。それを惜しいと思うのはおかしい事ではない。そうだ、おかしくはない。

　自分自身の不可解な感情に戸惑い、浮岳が自分を納得させる言い訳を探し出したその時、酷使しすぎた教鞭が折れた。

　ぱしん……っ。

　乾いた音がして、折れた鞭の破片が宙を舞う。振り上げられた鞭は、それで加速を止めるには、勢いがつき過ぎていたのだろう、そのまま動かない蓮の胸に突き進んで行った。二つに裂けた鞭の鋭く尖った切っ先が、彼の胸に一筋の切込みを入れる。鞭を振り下ろした男の額に鮮血が飛び、一瞬、時間が止まる。

「ぁ……」

　蓮の血を浴び、己のしている事に気付いた男は、真っ青な顔でその場にへたり込んだ。飛び散った血は後ろで見ていた浮岳の足元へもぴしゃりと飛び、浮岳はその血を見つめて呆然とする。

　これはなんだ？

　この赤いモノは……血か？

　誰の……？

　全身を真っ赤に染め、天井から吊るされている蓮を見つめながら、浮岳は呼吸が乱れるのを感じていた。酸素が足りないと脳が叫び、鼓動が跳ねる。動悸と眩暈に襲われ、足元が危うくなった。天地がひっくり返るとはこの事か？　浮岳は過呼吸と動悸で蹲りそうになる自身を叱咤し、閉じそうになる瞼を抉じ開ける。

　だがその時、死んだとばかり思った蓮の唇が微かに動いた。それに気付いた浮岳は慌てて蓮の元へ駆け寄る。

「蓮！」

　血塗れの肩を引いて叫ぶと、蓮は僅かに反応した。なにか言おうとしているようだ。浮岳は夢中でその唇へと耳を寄せ、彼の言葉を聞こうとした。だがその声は弱々しく途切れ、なにを言っているのか聞き取れない。

「聞こえない！　蓮、聞こえないぞ！　ちゃんと話せっ！」

　怒鳴っても蓮はそれ以上声をあげない。おそらくその声も無意識のうわ言のようなものなのだろう。だがそれでもなにか言ってる、生きている証拠だ。そう思った途端、胸が詰まり、喉元に熱い何かが込み上げてくる。だがすぐにそれは不愉快な感情だと気づいた。自分はそんな人間ではない。

　そうと気付くと、回りにいる男たちが、その異常な光景を、息を詰めて見ている事にも気付いた。ここで慌てて見せたり情けをかけたりしては示しがつかない。浮岳は、まだ治まらない動悸を意識しながら、落ち着けと自分に言い聞かせた。そして呼吸と心拍が整って来たところで、もう一度、今度は冷静に蓮を観察した。

　まだブツブツ言っている蓮の唇を覆うように耳をよせ、その声を聞く。

「なぎ」と聞こえた気がしたが、それも定かではない。だが意識をなくし、それでも口から零れる言葉だ、なにか深い意味があるに違いない。あとでその意味を探ろうと考えた浮岳は、とにかく蓮が死んではいない事に安堵し、安堵した自分に憤った。

　今まで何人もこうして死なせて来た。年端もいかない子どものような少女だって犯した。そいつが男たちに嬲られ甚振られ、引き裂かれながら絶命していくのを、なんの感慨も持たず眺め、その死にすら面白くなかったと唾を吐いた事もある。それが蓮一人の生死に動揺するなどあり得ない。

　自分が動揺した事に動揺した浮岳は、ベッドサイドの飾り棚の中から細長い円筒状のものを取り出して、気を失っている蓮を見つめた。

　打ち据えられ真っ赤になった身体の隅々を眺め、その一箇所にかろうじて残る肌と呼べる地を見つけ出す。

　それはお誂え向きという感じで、彼の胸、丁度心臓の真上当たりだ。縦横無尽に奔る鞭傷の合間に、美しく残った処女地は、僅か二センチ程でしかない。だがそれだけのスペースがあれば充分だ。蓮が死んでいない事を確信し、気を取り直した浮岳は、手にした円筒状の物体についているスイッチを入れる。そしてその先端が赤々と焼けるのを待った。

　それは昔風に言えば、焼印というヤツだ。

　普通、焼印と言えば、鉄などで出来た印を火で炙り、真っ赤に焼けたその鉄を判子代わりに押し付けるモノだ。木造の樽やミカン箱などにもよく使われる。だが用途はそれだけでなく、人間にも使う。もちろん現代ではそんな事ほとんどないが、ほんの百年前くらいまでは主が自分の奴隷に所有の証として押したものだ。当然拷問にも使う。

　浮岳はその焼印を、自分のモノだという証として、手に入れた玩具へ押す事にしていた。いままで手に入れた玩具には全部押した。だから蓮にも押す。

　しかし蓮がボロボロなのは自分にもわかるし、これ以上苦痛を与えると今度こそ本当に死ぬかもしれないという恐れもある。それに印を押そうにも、その場所さえ見当たらない。だから仕方がないと言い訳のように考え、手持ちの印の中で一番小さくて清潔なモノを選んだ。

　それは普通の焼印とは違い、電気の力で表面を熱し、それで肌を焼くという仕組みの、いわば現代の焼印だ。火で炙るモノと違い、肌や身体への負担が少ないし、焼け跡も本物の焼き印より美しい。

「おい、武居」

「え、はい」

　印が赤く焼けていくのを眺めながら、浮岳はいままで蓮を打っていた男の名を呼んだ。武居真治たけすえしんじ、厳つい顔をした強面だが、歳はそれほどいっていない、たしか三十三だ。浮岳の側近に指名される前は、小さな組の若頭補佐をしていた。既婚者で、子どもはまだないと聞いている。一年半前、浮岳の側近に入ってから妻とは会っていない筈だ。

　そこまで考えて気付いた。一年前、自分が初めて蓮を見た時、シャンパンを持って行けと命じてやったのも、武居だった。どこか因縁めいたものを感じた浮岳は、蓮に触れ、蓮を愛撫し続けた武居に、理不尽な憤りを覚えた。だがそれを詰る言葉は自分の中で探せない。苛々とした思いを押さえ、その代わりにと口を開く。

「こいつを下ろせ」

「はい」

　武居はなにを言われるのかとビクビクしながら蓮を戒めている鎖と枷を外した。蓮は気を失っているので支えを失うと倒れる。それを抱え、どうしましょうかと顔色を窺う。浮岳は血塗れの蓮を抱える武居を睨み、口先だけで笑った。

「そのままお前が支えてろ」

「え……？」

「動かすなよ？　狙いが狂って綺麗に押せなくなるからな」

「ぁ、はい……」

　武居に支えられ、無防備な肢体を晒す蓮は、傷つき色を失ってもなお、どこか気高く神々しく見える。両脇に手を差し入れ抱えられた姿勢が、丁度磔にされたキリスト像のような十字の形に見えるからかもしれない。自分を裏切った弟子を責める事もなく囚われ、ただ人々の罪を購い救うため、磔になった愚か者。それに似ている。

　そんな事をして何になるというのだろう？　死んでしまえばそこで終わりだ。褒め称えられようが崇め奉られようが、そんな物無意味、なんの足しにもなりはしない。それは馬鹿のする事でしかない。

　赤く燃える焼印を手にした浮岳は、その哀れな愚か者へと近づき、そっと身を屈める。左の掌で爛れて擦り切れた肌をそっと撫でると、指には真新しい血がついた。指先についた血をジッと見つめ、他人のために打たれ続けた蓮の姿を思い起こす。

　何度打たれても、どんなに辱められても、彼の真っ直ぐな視線は最後まで揺らぐ事はなかった。痛みに呻いても、涙を流しても、悲鳴をあげながらも、とうとう最後まで助けてくれとは言わなかった。それは蓮が全てを覚悟し、全てを受け入れる決意で来た事を示す。ストレスで食事さえ取れないほど悩んだのだろう十七歳の少年は、いったいなんのためにそんな事をしたのだろう？

　浮岳にはそれがどうしても理解出来なかった。

　蓮は自分が死なないとでも思っていたのか？　そうだとしたらそれは甘過ぎる。今回蓮が死ななかったのは、偶然と運だ。たまたま自分が止めを刺す気にならなかったからだ。自分の裁量一つで、蓮の命は簡単に消えたのだ。そしたらどうなる？　なにを考えていたかは知らないが、くたばり損になるではないか。

「蓮……やはりお前は愚か者だ」

　血のついた指を舐めながら、浮岳は小さく呟く。そして唯一、奇跡のように残っていた白い肌へ、自らの所有の証である印を押した。

　ジジッ……。

　皮膚の焼ける匂いがして、薄っすらと煙が上がる。だがそれでも蓮は、僅かに身動ぎしただけで、目を明けなかった。悲鳴をあげるどころか、痛みを感じる力さえ残ってはいないのだ。浮岳は自分の指先一つで消す事の出来る命を、目を細めて見つめた。それは不可思議な感傷だ。血塗れで武居に抱えられている蓮が、とても大切なモノに思えた。

　蓮が玩具であるという考えは変わらない。だがこの玩具はそこいらに転がっている安物ではないのかもしれない。金を出せば手に入るというモノでもない。

　なにをしても、どこを探しても、これと同じものは見つけられないだろうと、それだけには気付いた。

　身を屈め、色を失った唇に指先を当てる。そして、乾いて張り付いた血に触れ、その感触を確かめた。この屋敷へ来た時の、他人行儀な口の利き様を思い出しながら、指先を顎から頬へと動かしていくと、涙の痕が乾いた肌に張り付き、その手触りが心地良い。人知れず訪れた秋の海岸で触れる砂のようだと思った。

　浮岳は不思議と穏やかな気分で、蓮の涙とやつれた顔を見つめた。

　誰がお前を苛めた？

　まるで傷つけたのが自分ではないかのような錯覚を覚え、掌全体で彼の頬を包む。だがその時、彼の耳元に赤く光るモノを見つけて手が止まった。なんだろうと覗き込むと、それは小さく輝く丸いピアスだった。

　金色の台座にちんまりと納まった赤い宝石は、飾り気もなく、ただ丸くカットされているだけだが美しい。おそらくルビー、所謂ピジョンブラッドというヤツだ。

　今時ピアスくらい男でもしている。学生でもアクセサリー類をジャラジャラさせている連中は珍しくない。これが蓮でなければなんという事もない。だが蓮は、綺麗な顔に似合わず、質素で遠慮深い身なりをしていた。それが小粒とはいえルビーのピアスをしているというのが引っかかった。他にアクセサリーの類は一切身につけていない。このルビーだけだ。スーツも単色の地味なもので、ネクタイも飾り気なく質素だった。それがなぜピアスなどつけているのだろう？

　その時浮岳の脳裏に、誰か第三者から、プレゼントと称して贈られ、それを嬉しそうに受け取る蓮の姿が思い浮かんだ。

　プレゼント。

　贈り物。

　貢物。

　友情の印か愛の証か、それとも誕生日やクリスマスのプレゼントか……いずれにせよそれは誰かから贈られたモノだと感じた。

　蓮は誰かからピアスを受け取り、その誰かは手ずから彼の耳たぶへとルビーを嵌め込む。それが納まった耳に触れ、蓮は少し照れたように俯く。それはもちろんただの想像、妄想だ。実際そんな事があったのかどうか、見たわけでも聞いたわけでもないのでわからない。だが浮岳にはそれが揺ぎ無い事実に思えた。

　いったい誰が？

　蓮が、一年前に見た時よりも艶めいて見えたのは、そういう何かがあったからなのか？

　浮岳は言葉では言い表せない焼け付きを覚えながら、目を閉じる。胸の前で固く拳を握ると、一人の男の顔が浮かんだ。それは蓮の供をしてこの屋敷に足を踏み入れ、ずっと彼の背後に傅いていた男の顔だ。蓮の父親が会長をしている組の若頭筆頭だと聞いている。名は……たしか須崎賢すざきけんだ。

　別にあの男が贈ったと確信がある訳ではない、もしかしたらと考えただけだ。だがそう考えただけでムッとした。蓮は自分の玩具であり他に貸し出す気はない。なるほどたしかに今まではあの男らが従う主の息子であり、主同然だったかもしれない。だが今はもう違う。それをあの傲慢で立場を弁えていない奴らに知らしめる必要があると思った。

「武居」

「はい」

　蓮を抱える武居もそうだ。みんな勘違いをしている。蓮は玩具、自分の考え一つで生き死にさえ自由になる人形なのだ。それをまるで命あるモノのように情けをかけるというのは間違っている。

　思い知らせてやる。

「蓮を外へ運べ」

「このまま、ですか？」

「当たり前だ、そんな血塗れのヤツに服なんか着せられるか、そのまま外で待ってる連中につき返してやれ、後は奴らが適当に何とかするだろ」

「……はい」

　痛々しい傷を晒した素裸の連れ出せと命令された武居は、ほんの数秒躊躇い、それでも逆らう事は出来ないのだと蓮を抱え上げた。せめて少しでも負担を軽くしてやろうと丁重に抱き上げる仕草は、癇に障る。だが浮岳はあえてそれを責めはしなかった。蓮を思うというのなら、存分に思わせてやろう。思う自由だけは与えてやる。

　だがその代償は良心だ。

　これから武居には毎回、一番惨い仕打ちを与える時の手助をさせてやる。自分の手で蓮が悶え苦しむ姿を、存分に堪能するがいい。そして何もしてやれない無力さに自分を責める日々を送ればいい。そのためにも、出来るだけ多く、蓮に触れさせてやる。浮岳はいつか武居の手で蓮を死なせる日を思い、その想像に身震いさえした。




　観音開きの重々しい扉を開けると、外はもう日が落ちかけ、薄暗い。死法堂には小さな窓が一つあるだけなので、外の様子はほとんどわからない。時計も置いていないので時刻もわからない。だが外気の感じと日の傾き加減で、あれからだいぶ経ったのがわかる。おそらく三時間以上は篭っていただろう。蓮に付き従って来た連中は、さぞや退屈だったろうなと心の中で苦笑しながら、表面だけは無表情を装って外へと足を踏み出した。武居はその後をゆっくりとついてくる。そのまた背後には蓮の着ていたスーツを持った男が付き、そのさらに後ろから八名の黒服たちが付き従ってくる。まるでちょっとした大名行列だ。浮岳は背後にいる蓮と、蓮を抱えた武居を意識しながら、一歩一歩、大地を踏みしめるように歩いた。

　死法堂から出て、自分たちのほうへ歩いてくる浮岳一行を、外で待ち構えていた須崎は黙って直立して見ている。主の様子が心配だろうに、顔色を変えない所はなかなか喰えない。だがもう一人のほうは、まだ若そうなだけあって、ポーカーフェイスに撤せていない。心配そうに浮岳の背後の蓮を覗き込もうとしていた。その顔色がどう変わるのか早く見たい。

　浮岳は彼らの手前二メートルほどで立ち止まった。それはもしも飛び掛られたとしても、すぐには危害を加える事が出来ない、間合いを取れる位置だ。そこで苛々と蓮を待っていたであろう二人を見回し、充分に勿体をつけてから、武居に蓮を引き渡してやれと伝えた。そしてとうとう蓮が引き渡される。




「――――――――っ！」




　下げ渡された蓮の無残な姿を見つめ、二人の男は絶句した。




　意識のない蓮の頬には涙の痕があり、長く噛み締められていた唇には血が滲んでいた。身体一面に蚯蚓腫れと無残な傷が奔り、白かった肌はまるで一皮剥いたように赤い。顔色も土気色に変わり、血塗れで身動き一つしない蓮を見つめ、須崎ともう一人の若い男は息を飲む。そして須崎は、その無残な身体の真ん中あたりに、クッキリと血の滲んだ痕があるのに気付いたようだ。

　直径一センチ強の小さなそれは、最後に浮岳が押した焼印、白峰の家紋である分銅フンドウを模してある。すなわち浮岳の印だ。

「これはどういう事です？　この方は仮にも鷲尾会会長の息子さんだ、いくら貴方でも、あまりに酷過ぎやしませんか？」

「なにが酷い？　そいつは蓮が、即ち鷲尾会が、俺に、連合に逆らう意思はないという証だぜ？　その印を持つ娘、息子がいる限り、その組は連合の傘下であると認め、危害は加えない、そう言ってやったら蓮の奴、お願いしますと自分から頭を下げやがったぜ」

　印を押す時、蓮にはすでに意識がなかった。だがもし意識があり、判断力も体力も充分にあれば、彼はきっとそう言って頭を下げ、自ら願い出ただろう。それは容易に想像できた。だからそれは嘘ではない。蓮は自分を切り裂く事で誰かを護れるのなら、躊躇わずに傷つく道を選ぶ愚か者だ。それだけは確信がある。

　芯から馬鹿にするように、ニヤニヤと笑う浮岳を、須崎は眉を顰めた見ていた。だが若い男のほうは我慢ならないらしい、拳を握りしめ、身震いしている。もう少し突けば歯向かってくるかもしれない。そうなればこの屋敷で自分に危害を加えたとして、そいつも処分できる。自分のせいで部下が処分されたとなれば、蓮はさぞ嘆き苦しむだろう。その姿を見てやるのも面白いと思った。だからことさらに酷く蓮を嘲笑う。

「もっと骨のある奴かと思ってたんだが、意外に可愛い奴だな、なんでもハイハイと言う事を聞きやがる、あんまり生意気なようだったら、もっと目立つデカイやつ（焼印）を押してやろうかと思ってたんだが、案外可愛らしいんでその辺で勘弁してやったんだぜ、感謝しな」

「なんだとっ！」

　あまりの言い様にカッときたらしい若い男が身を乗り出す。だがそれ以上の事は出来なかった。鋭い視線で浮岳を睨んだ須崎が、殴りかかろうとする男を制したからだ。

「浮岳さん、この後、夕食をご一緒にというお話でしたが、坊ちゃんは疲れているようです、申し訳ありませんが今日はこれで帰らせていただきたい、よろしいですね？」

「ああ、いいぜ、確かに飯を喰うどころじゃねえだろうからな」

　浮岳は、今にも飛び掛って来そうな若い男と、それを制しながら、ありがとうございますと頭を下げる須崎を見下ろした。須崎は頭を下げながらも、抑え切れない怒りに満ちた目をしていた。

　この須崎という男は蓮と同じだ、立場を弁えている。明らかに敵、それも大事な主に重傷を負わせた男に、礼を尽くし頭を下げるところが健気でいい。さっきまで死法堂で蓮がどんな惨い仕打ちを受けたのか、見せつけてやりたくなった。

　あれを見たらどんな顔をするだろう？　それでも平然と頭を下げられるんだろうか？　それとも逆上して飛び掛ってくるか？　須崎からしてみれば、蓮は会長の息子であり、大事な主だ。その主を愚弄され、引き裂かれても、黙ってみていられるのかどうか、それを見てみたい。そうだ、次からは蓮の痴態をビデオに撮影しておこう。そしていつか纏めてこの偉そうな男に見せつけてやる。それでもポーカーフェイスを貫けるのなら……そこまで考えて、浮岳はふと不愉快になった。蓮がどんなに酷い仕打ちをうけても、この男は顔色一つ変えないかもしれない。だがもしそうだとしたら、蓮は何のために堪えたのだろう？

　その哀れになぜか胸が痛み、痛んだ事でさらにイラついた。

「お前は馬鹿だ……」

「え？」

　ふと漏れた一言に振り向いた須崎を睨み、浮岳は皮肉に笑いながら答えた。

「なんでもねえよ……蓮に伝えとけ、また来い、今度はちゃんと飯を奢るぜってな」

　浮岳の言葉に、須崎は振り向きもせず、承知しましたと答えた。そして傷ついた蓮を抱えて車に戻る。その後を、蓮の衣服を持って若い男が追い、従った。

　運転席には若いほうの男、須崎にとっては弟分に当たる跡部鉄也あとべてつやが座り、須崎は蓮を抱えたまま後部座席へ入った。全身傷だらけの蓮を大事そうに抱える須崎は、こちらに弱みを見せないようにだろうか、殆ど無表情だった。顔色一つ変えず、傷だらけで血塗れの蓮に、放り出されていた衣服を着せ付ける。だが赤剥けの体は、下手に擦るとまた出血しそうで、なかなか上手くいかない。まるで生まれたての赤子に服を着せるように、細心の注意をはらって着せつける。そして運転席にいる跡部に、一言二言、なにか告げた。跡部は正面を向いたまま、その言葉に頷き、後も振り返らず車を出した。

　その様子を、浮岳は遠く離れた物陰で見ていた。

　盗聴器を仕込んでいる訳でもないので、車内でどんな会話が交わされているのかまではわからない。だがわかるような気がした。

　彼らは、自分の主である蓮を、心から崇拝し、忠誠を誓っている。そして蓮も、あの二人を大事に思っている。蓮とあの男たちは、魂の深い部分で固く繋がり、想い合っているのだ。それは二人が、この仕打ちに一言の文句もなく頭を下げて帰った事でも知れる。

　主が堪えたものを、自分らが堪えずしてどうするのだ？　そう思ったのだろう。

　だが、それこそが不遜。

　蓮は玩具だ。人間どころか奴隷とさえ呼ばれない。

　奴隷といえど、命はある。それが尊厳として尊重されるかどうかは持ち主次第ではあるが、それでも持ち主は奴隷に命があると知っている。意識のどこかで、それが自分と同じ人間である事を知っている。しかし蓮は、その奴隷ですらない。無機質な、ただ弄ばれ、飽きたら捨てられるだけのモノだ。玩具に同情する馬鹿はいない。それを皆勘違いしている。

　もちろん、蓮も自分の束縛から離れている時は「人」として生きているのだろうし、蓮に傅く者がいる事も知っている。だがどんなに崇め奉ろうと、蓮は玩具だ。ただ遊ばれる為だけに存在する物だ。人を物扱いしていいのかという同義的問題はお笑いにしかならない。なぜなら、自分は関東全域を統べる関東連合白峰会のあと取りだからだ。

　そこまで考えて、浮岳は胸に小さな疼きを覚えた。

　自分は白峰の跡継ぎとして、横に並ぶものなどない、唯一無二の絶対権力者だ。しかしその自分には、蓮に傅く須崎らのような人間はいない。誰も彼も、自分の利益と保身だけを考え、ただ媚び諂う。誰も浮岳自身の事など考えない。彼らにしてみれば、自分は目の上の瘤。実力もないくせに親の権力を傘にきて、無理難題を吹っかけては非道ばかりを働くろくでなし。その地位さえなければ、一蹴するだろう、取るに足らない半端者なのだ。

　だが、それがなんだというのだろう。

　なるほど、たしかに自分はろくでなしかもしれない。これまで褒められた行いなど、一度もした事がない。ただ自分が優位に立つ事だけを考え、他人を踏み躙り、突き落とす事だけを考えて生きて来た。それはそうしなければ生きて来られなかったからだ。それを他人にとやかく言われたくない。人非人、人でなし、外道、鬼畜……なんとでも好きなように呼べばいい。誰も、自分と同じ立場に立った事などないのだ。誰にもわかりはしない。同じ、極道の娘息子として生まれた者も、決して同じではない。みんな自分の地位に奢り、溺れ、快楽だけを追いかける。それこそ生きる価値などないクズばかりだった。




――だが蓮は違う。

　なにが違う？

――蓮は知ってる。

　知ってる？　なにを？

――蓮は、お前と同じだ。

　同じ？　なにが同じだ？




　蓮は違う、お前はそれをわかっている筈だ。蓮は唯一、お前と同じ魂を持つ人間だ。お前にしか理解出来ない。蓮にしか理解出来ない。本当にわかり合う事が出来るのは、蓮しかいない。なぜなら、蓮はお前と同じ宿命に生まれた者だからだ。




「は……なにをバカな」

　浮岳は自分の中に浮かびあがった、なんとも言えない感覚に戸惑い、首を振った。

　あり得ない。自分をわかる者などどこにもいない。誰にもわかりはしない。蓮も同じだ。彼に自分と同じ部分があるとしたら、それは逆らう事の出来ない運命の下に生まれたという事だけだ。そしてそれすらも甘い。

　蓮はたかだが関東で五番目くらいの組の組長の息子で、自分は関東どころか本州一の組織の跡継ぎだ。比べ物にならない。

　これは気の迷いだ。蓮が思いのほか可愛い玩具だったので、錯覚しただけだ。あれはただの玩具。魂などどこにも存在しない、木偶人形だ。だが同じ木偶でも、今まで見てきたガラクタと同じではない。なかなかの逸品だ、ただ壊すのは惜しい。少しでも長く楽しませてもらわなければ此方としてもわりに合わない。今日は少し虐め過ぎた。あれでは肝心のところで楽しめない。次はもう少し、口が利ける程度に加減して遊ぶんだ。存分に甚振り、泣き顔を堪能する。悶え苦しみ、泣き叫び、許しを請う姿を嘲笑い、蓮の中にある人間性と尊厳を欠片も残さず叩き潰す。そしていつか、ただ啼く事しか出来ない本物の人形になればいい。
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　その日帰宅させた蓮は、いっこうに回復の兆しを見せなかった。何度呼び出しをかけても、高塔の家からは、まだ無理だとの返事ばかりが返ってくる。嘘ではあるまいなと様子見にやらせた者からは、自宅に床をとり、ほとんど寝たきりだとの報告が来た。だがそれも一ヵ月以上ともなると、いかにも長過ぎる。さすがに苛々してきた。

　痺れを切らせた浮岳は、再度、側近に様子を見に行かせた。今度は直接彼の家に押しかけるのではなく、主治医と周りの者からそれとなく探らせたのだが、その報告はたしかに芳しくなかった。

　最初、医者の診立てでは、全治三週間という事だったらしい。だがその三週間が過ぎても、蓮の傷は癒えなかった。身体の表面、見た目に残る傷はだいたい塞がり、痕は消えないまでも治ったと言えるレベルにはなった。しかし内面の傷が完治しない。

　あの日、須崎らの手で運ばれてきた蓮は、外傷性ショックと傷から来る感染症、それに心因性外傷で生死さえ危ぶまれたらしい。「ミミズ」を注入した直腸は酷く脆くなり、流動物の刺激でさえ赤く腫れ出血した。さらに感染症を引き起こし、四十度を越す高熱が二週間以上も続いた。元々食の細かった蓮は見る影もなく痩せ細り、すっかり面変わりしてしまったという。高熱に魘され、悪夢に怯え、話が出来るようになるまでに、三週間近くかかったらしい。

　その話は俄かには信じがたかった。だが事実として受け止めざるを得ない。あの日蓮に与えた傷は、限度を超していたのだ。




　まさか壊れたのか？

　あれきりの事で？

　あの高慢そうな、気の強そうな蓮が？

　二度と手に入らない貴重品、特別な玩具と信じたのは間違いだったのか？




　だが浮岳がそう失望しかけた頃、蓮はいきなり復調した。

　前の週まで起き上がる事も出来ず、そのまま廃人になるのではないかと思われた蓮は、あの日から丁度十週間目、唐突に登校したという。それでなくてはと思う反面、なぜという思いが過ぎる。それまで起き上がる力もなかった彼が、いきなり復調するにはなにか理由がある筈だ。当然その理由も調べさせた。そして蓮が登校を果たしたその数日前、級友の一人が彼の家を訪ねて来た事を知る。

　まさか、友人が見舞いに来ただけで立ち直ったとでもいうのか？　あり得ない、そいつは蓮のなんだというのだ。

「そいつ、何者だ？」

「名は柳原薙やなぎはらなぎ、高塔蓮と同じクラスに所属する学友のようです」

「バックは？」

「なにもありません、ごく普通の家庭に生まれ育った、ただの学生です」

「まさか！　蓮の家は鷲尾会会長宅だぞ、一般人がおいそれと近寄れる訳ないだろ」

「しかし本当に、裏はないようです」

　あり得ないと思った。しかし本当になにもないらしい。

　柳原の家は、祖母の代から続く駄菓子屋をしていて、現在は彼の母親がその店を経営している。父親はサラリーマンで、歳の離れた兄も一般会社員、妹が一人いてまだ中学生だ。さらに、猫三匹に犬一匹を飼い、母方の祖母も健在で三世帯同居の大家族だった。友人はそう多くはないが、中学の頃からの付き合いになるガールフレンドもいるらしい。念のため、女のほうも調べさせたが、両親共にごく普通のサラリーマンと専業主婦で、一人いる弟も何の問題もない中学生だ。天下泰平という言葉がぴったり来るような、下町情緒溢れた柳原の環境設定を聞き、浮岳は酷く不愉快な気分になった。そいつらはきっと、明日自分が撃ち殺されるかもしれないなどと考えた事もないのだろう。そんな呑気な奴らがこの世に存在している事自体が許せない。そしてそれ以上に、そんな奴が蓮の関心をかう事が許せない。蓮の復調の理由がそいつであるなら、何らかの制裁が必要だと思った。

　しかし、チンピラが素人にいちゃもんつけて強請るのとは訳が違う、渡世人でもない一般市民へ、極道が直接手を出す事は出来ない。それに、たかが高校生風情に自分がいちいち動くというのも癪だ。気にはなるが表立っては動けない。仕方がないのでその動向を見張らせるだけに留めた。

　見張りに立たせた者の報告によると、久しぶりに登校した蓮は、それまでまるで興味を持たなかった学園統一に乗り出し、数日のうちに自分の通う湘南台高校を制圧してしまったらしい。そしてそれからすぐ他校制圧にまで乗り出したという話だ。一見女性と見紛うような美貌とは裏腹に、一度暴走を始めたら誰が何を言っても止まらない彼の爆発力と破壊力は他を圧し、程なく蓮の率いる湘南台高校は関東のＴＯＰにのし上っていった。

　なにが蓮をそうさせたのか？　回りの者はみな首を傾げたらしいが、浮岳には聞かずともわかるような気がした。

　彼は、成り上がる気なのだ。

　上へ、上へ……。

　他を圧し、上昇し、上り詰め、いつか白峰連合の横に立つ気でいる。

　白峰に並んだ時、浮岳と同じ場所に立った時、彼がどうするつもりなのか……それには少し興味があった。もしかしたら、自分がそうと感じたように、彼にとってもあの逢瀬は特別だったのかもしれない。上り詰め、いつか肩を並べた時、二人は主従、玩具と持ち主という関係を乗り越え、向き合う事が、あるいは出来るのかもしれない。だがそれまでの人生で、友というものを持った覚えのない浮岳には、自分の横に誰かが並ぶ様を、想像する事が出来なかった。兄弟もなく、母親は早くに死に、父親もまた浮岳が幼い頃に目の前で殺された。本当に心許せる相手が皆無の世界で、ただ一人、生きて来た。自分を理解し、傍らに立つ事の出来る誰かがいるなどと、考えた事は一度もない。だから不意に浮かんだ、蓮と自分の間に何かがあるという思いは、到底信じる事が出来なかった。
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　真夜中、ふと目を覚まし、あたりを見回すと、自分一人しかしない筈の部屋の四隅や天井に、恨みがましい目をした亡者がいる。

　あるものは蹲り、あるものは這い蹲り、みなそれぞれに呪いの言葉を呟きながら此方を見ている。彼ら、彼女らは、それまで浮岳が死なせて来た者たちだ。玩具として入手し、遊ぶだけ遊んで壊れたモノ。自分に逆らった、それだけの理由で追い詰め弄り、切り刻んで捨てたモノ。ただ目障りだっただけもモノもいる。直接的に殺さなくとも、経済的に、体力的に、精神的に追い詰めるだけ追い詰め、自滅していったモノもいる。死なずとも、精神を破壊され、狂人、廃人になったモノも多い。あたりかまわず湧いて出る亡者たち。腐臭漂う沼の淵から這い出して来た、すでにこの世にないモノたちが、お前を許さないと呟き続ける。大声で喚き散らす根性も執念もないくせに、いじましく、未練がましく、ただブツブツと呪いの言葉を呟き続ける。その声を浮岳は、恐れる事もなく聞いていた。

　文句だけは並べても、所詮出来るのはそこまでだ。どいつもこいつも直接手を下す事も出来ないくせに口ばかり……怨み言を囁く事しか出来ない屑の群れ、それに連なるような二流品に興味はない。クズは死んでもクズだなと皮肉に嗤った。暗闇の中でしか文句も言えない粗悪な魂など、そこに存在する意味すらない。どうせ、明かりをつければ消えてしまうクセに……。

　哀れでみすぼらしい亡霊たちを眺めながら、浮岳は部屋の明かりを点した。たちまち亡霊たちの姿は消え去り、誰もいない一人の部屋が映る。今度は虫の音さえ聞こえなくなった。まるでこの世界に自分しか存在していないかのようだ。いや、もしかしたら自分すら存在していないのかもしれない。これは自分ではない誰かが見ている夢で、自分はその誰かの夢に出てくる人物なのかもしれない。だとすれば、今見えているように感じるこの手も、実は幻かもしれない。浮岳は、機械的な明かりに照らされる己が掌を呆然と見つめた。本当に、この手はここにあるのか？　現実と、虚構の区別はどこでつけるのだろう？　この手が存在していると、どうすれば証明できる？　実感のないモノに無理矢理実感を持たせるにはどうすればいい？　暫く掌を眺めていた浮岳の脳裏に、蓮の姿が浮かぶ。暗闇の中の光明のように、その姿は気高く輝いて見えた。

　不思議なモノだ、玩具なら他にもたくさん持ってる。使い捨ての玩具も、高級品も、金を出せば手に入る粗悪品も、いくらでも持ってるが、どれも面白くない。見かけは多少違っても、中味はみな同じ、高級そうに見えるのも外見だけで、使ってみればそこらの安物と変わりない。そもそもなんでそんな薄っぺらな品が高級品なのだと首を傾げたくなる。ただ生まれた場所が違うだけではないか。そんな物、そいつの本質とは関わりない。どこに生まれようと、どんな世界に生きていようと、ガラクタはガラクタだ。

　だが蓮は違う。なにが違うのかは、自分でも上手く説明出来ない。だが違う。あれが手に入ればこの違和感は消える。あれに触れられれば、この掌が確かに存在していると確信できる。不思議とそんな気がした。

　自分は待ち過ぎたかもしれない。なんど呼びつけても適当な理由をつけて出向いて来ない蓮を、歯噛みしながらも、なぜか待ち続けた。待つ時間さえも、なぜか楽しかった。待てば待つだけ、触れた時の喜びが増すような気がしていた。だがそれももう一年近い。そろそろ彼の傷も癒え、またあの傲慢な顔を見せてくれるだろう。

　また一から始めよう。

　彼の美麗を見つめ、甚振り、どこが他の品と違うのか、じっくり観察しよう。彼があの高慢な美貌を歪ませて堪える姿を見下ろし、形のいい唇から、普段は到底言う事のないだろう卑猥で汚らしい言葉を吐き出さよう。そしてそれを嘲笑いながら、さらに鞭打つのは、きっと楽しいに違いない。

　自分で考えたシナリオと場面に満足し、浮岳は朝を待った。さすがに真夜中に呼びつけるという訳にはいかない。朝だ。朝になるまで待って、高塔の家に使いを出す。今度こそ、絶対に断れないような条件をつけて、蓮を引きずり出してやる。




――そして、再三の呼び出しに応じ、蓮が浮岳の別邸を訪れたのは、最初の日から一年近くたった、その年の暮れだった。




「久しぶりだな」

「ご無沙汰しております」

　あの日と同じく、玉砂利を踏みしめ、二人の男を従えた蓮は、その美貌に沿わない地味で飾り気のないダークスーツに身を包み、慇懃無礼な無表情で頭を下げた。その耳たぶには、あのピアスが嵌っている。

　後ろに控える二人、須崎と跡部も、蓮に劣らず無表情だが、若い跡部は感情を抑えるのがまだ上手くないらしい、鋭い視線にはあからさまな敵意が見えた。跡部にとって、蓮がどれだけ大切な人間であるか、それがその視線だけでわかる。彼はきっと、蓮のためなら命を捨てる事も厭わないに違いない。だが当の蓮が、それを許さない。命を捨てるくらいなら意地のほうを捨てろと言うだろう。おそらく、なにがあろうとも浮岳には逆らうな、黙ってそこに控えていろと言いつけられているに違いない。言いつけは守らなければならない。だが我慢ならない。その葛藤が手に取るようにわかって面白い。

「ずいぶん待たしてくれたな、退屈で死ぬかと思ったぜ？」

「申し訳ありません、こちらもいろいろと手が離せない状況でしたので」

　眉一つ動かさずに蓮は答える。それすらも可愛い。動揺して見せれば無用な興味を持たれ、より厄介な状況を生む。長々と弄ばれるのは困る。だからそうならないように、極力反応を抑えているのだ。だが元来火の性質を持つ蓮の魂は、そのオーラを隠せない。静かな面に反して、内面の熱さは計り知れず、どんなに押さえつけても中身の熱さと激しさが窺い知れてしまう。その滲み出た熱が、彼の周りにいる人間をも熱く燃え立たせるのかもしれない。背後に控える須崎も、跡部も、それに浮かされ、蓮の歩く道のどこへでも、彼と同じ歩幅でついて行く。彼が走るなら走り、彼が止まるならとまる。彼が堪えるのであれば、自分らも堪えると決めているのだろう。その決意はいっそ健気で美しい。そしてその彼らが傅く蓮を甚振り犯す。それを考えるだけで愉快になる。

　浮岳はその時間を思い、愉楽に浸りながら話した。

「知ってるぜ？　あれから半年もしないうちに関東制圧したそうじゃねえか、凄いねえ」

「いえ、所詮は子どもの遊びです」

「謙遜すんな、南湘の阿修羅って、有名だぜ？　ずいぶん派手に名を売ったもんだ」

「恐れ入ります」

　話しかければかけるほど、蓮は無口になった。かえってくる言葉はどんどん減っていく。たぶん、この話にあまり突っ込まれたくないのだろう。無表情な面の端に、困惑が見える。彼が聞かれたくないというならもっと聞いてやってもいいが、それよりもまずは悲鳴と血だ。

「まあいい、話は中でゆっくり聞こうじゃねえか」

　浮岳は彼を切り刻み、鞭打つ様相を思い浮かべながら、細い肩に手を回した。より親密に、より親しげに、まるで心を分けた親友同士のように、離れがたい恋人同士のように。にこやかに寄り添う。

「行こうか蓮」

「はい、浮岳さん」




　薄暗い死法堂へ入ると、中では浮岳の側近たちの手で、イベントの準備が進められていた。

　部屋の中央には鉄製の枠に革張りのシートを貼り付けた椅子が据えてある。肘掛の位置と足元に金属製の枷が取り付けてあるものだ。背面に丸い取っ手がついていて、手動でリクライニングできるようにしてある。ちょっと見たところ、趣味の悪い歯医者の椅子のような感じだ。だが普通のものとはまるで違う。足元は固定されると、百八十度まで左右に分かれる仕組みになっていて、座ったまま大開脚の格好がとれる。さらに、リクライニングさせると、尻のあたる座面は背もたれとは反対の方向へ折れるようになっているので、局部がよく見える。当然座面は取り外しも出来る。歯医者の椅子というよりは、産科の分娩台に近いと言ったほうがわかり易いかもしれない。そこで蓮は、誰にも見せた事のない秘所を曝け出し、触れられた事のない場所を弄ばれるのだ。

　前回は少し締め付け過ぎた。傷をつけるのは楽しいが、それだけで死なせてはつまらない。だから今日は少し優しくしてやるつもりだ。素人でもそれが何に使われるのか、想像くらいは出来るのだろう。隣にいる蓮は、その椅子を見つめ、ほんの少しだけ不愉快そうに眉をよせていた。これから我が身におきるだろう恥辱を思い、それに堪えられるだけの覚悟をしようとしているのがわかる。

　寸前まで表情を崩さない彼の防備は面白い。その無表情が責め苦に負けて歪み、固く閉ざされた唇から漏れる悲鳴と嗚咽を聞くのがより楽しみになる。

「いいだろ蓮？　他のカスは座らせない、お前だけのために作られた椅子だ、ありがたく思え？」

　肩を寄せ、耳元で囁くと、蓮は一拍おいてから顔をあげ、静かな瞳でありがとうございますと答えた。なんの感情もこもらない、強いて言えば軽蔑交じりの冷たい声だ。

　だがそれもなかなか心地よい。この冷たい面が、自分の指先一つで脆くも崩れる。涙を流し、悲鳴をあげながら、苦痛と快楽にのたうつのだと思うと、そのとりすました顔さえも愛おしく見えてくる。あくまでも表情を変えない蓮の肩を離し、浮岳は、壁際に置いてある豪華なベッドへと腰を下ろした。そこからは中央にある椅子がよく見える。そこに拘束された蓮のあらゆる反応を楽しめる特等席だ。そこへ座り、足を組み、膝の上に肘をおいて頬杖をつく。そして部屋の中でイベントの準備をしていた男たちに視線を送る。それが合図だった。

　大人しく、なんの抵抗も示さない蓮を、男らは争って拘束する。そして美しく着付けられている上着を剥ぎ取り、清潔な白いシャツを引き千切らんばかりに脱がしにかかった。誰もが自分の手柄を認めてもらおうとして、ことさらに手酷く当たる。それは滑稽で、いつもなら見ているだけでも面白い。だが相手が蓮となると、少し勝手は違った。蓮をそこらの粗悪品と同じように、乱暴に扱うのが気に喰わない。浮岳は必要以上に強い力で蓮を引き摺っていく男たちを牽制した。

「おい」

「は……」

「そいつは誰のモノだ？」

「浮岳様のモノです」

　男たちは慌てて即答する。当然だ、答えを間違えたり答えるのが遅くなれば罰則だ。必死にもなる。だがそれだけでは不十分。言わなければわからないような馬鹿には躾が必要だ。浮岳は静かに、しかし思いっきり不機嫌さを振りまいた声で話した。

「それにしちゃあずいぶん乱暴な扱いをするじゃねえか、お前ら、俺のもんを壊す気か？」

　ジロリと睨んでそう告げると、男らは慌てて蓮を拘束していた手から力を抜いた。うろたえ、次の反応を待って戸惑う馬鹿どもを一舐めし、浮岳は皮肉に笑う。逆らう根性もないくせに、媚びることだけは忘れない、クズだなと思うと、笑うことしか出来ない。

　お前らと蓮は違う。

　蓮はお前らが束になっても天秤にもかけられない。その差を少しは思い知ればいいのだ。

　少し不愉快な気分になった浮岳は、シャツのボタンが外されたまま、動かない蓮の顔を見つめた。相変わらず静かで、人を見下し軽蔑した、高慢な視線だ。だがそれすらも、男らの態度よりは心地よかった。

　自分を不愉快にさせたモノには罰が必要だ。

「蓮、そいつらを殴れ」

「え……？」

　いきなりの命令に、蓮の瞳が見開かれる。誰かを護るために身を捧げに来た蓮にとって、その命令も拷問になるらしいと、言ってから気付いた。それならそれで好都合だ。気に喰わない奴に制裁を加え、尚且つ蓮を苦しめる事が出来る。そう結論した浮岳は、噛んで含めるように指図した。

「お前、半年で関東制圧したんだろ？　その拳を俺にも見せろ、そいつらを叩き伏せてみな、そしたら今日は無傷で帰らせてやってもいいぜ？」

「本当に、いいんですか？」

「ん？」

　殴れと促すと、蓮は少し間をおいてから、俯き加減に呟いた。

　最初、浮岳はその質問を、蓮の躊躇いととった。だがそうではなかったらしい。どういう意味だと聞き返す浮岳に、蓮は面を上げ、冷たい目をして答える。

「自身では制御出来ないかもしれません、浮岳さんのお身内に怪我をさせる事になると思います、それでもよろしいんでしょうか？」

　細身で美麗。一見女と見紛う華奢な姿態の蓮がそう言うと、どうにも腑に落ちない。ただの己惚れか、強がりとしか見えないが、そう思うには、彼の瞳が冷た過ぎた。浮岳は蓮の迫力に気圧されながらも、平静を装って答える。

「怪我をさせるくらいやれるのか？　まあそれならそれでいいさ、そいつらがそれだけのものって事になる、やれよ」

「わかりました、しかし、出来るなら外でお願いします」

「なぜだ？」

「部屋を壊すかもしれないからです」

　淡々と、蓮は答える。まるでそれが自然の摂理でもあるかのように、ごく当然の事として言っているらしい。浮岳にはその言葉に真意は計りかねた。だがもし言っている事が正しいなら、それもそれで見物だ。

「そうだな、室内を荒らされても困る、いいぜ、外でやろう」

「ありがとうございます」

　蓮は静かに頭を垂れ、身を屈める。伸ばされた手の先には、さっき男らに奪い取られたシャツがあり、蓮はゆっくりとそれを拾い上げた。そして、少し汚れがつき、切れ掛かっているシャツを羽織り、まるで挑発するように自分を取り囲む連中をジロリと見回して、スローモーションの残像のように、不思議なリズムで身を翻す。その背を見つめながら、浮岳は男たちについて行けと命じた。男らは小さく頷いて蓮の後を追う。

　薄暗い死法堂から出ると、外の明るさは別世界のようだ。自分に似つかわしくない眩しい光に目を眩ませた浮岳は、母屋の縁側へ腰を下ろす。そこからは中庭の様子がよく見える。蓮が勝つにしろ、負けるにしろ、その戦いを特等席で見物できる位置だ。

　数分もしないうちに外へ出て来た蓮を、外で待っていた須崎らが訝しげに見つめる。だが解放された訳ではない事は、すぐ後から出て来た男たちと、浮岳の様子から察したのだろう。黙って少し下がった。蓮は下がった須崎に近寄って、その肩にひたいを預けるようにして、何事か囁く。表情の薄い須崎の眉がピクリと動き、微かに頷いたのが確認できた。それを認め、蓮は静かにふうと軽く息を吐き出す。浮岳の位置からその表情は見えないが、どこか憂鬱そうに、形のよい眉尻を上げている様子が想像できた。なにを考えているのか、蓮はゆっくりと振り返る。その表情は冷たく、まるで能面のようだ。感情は捨てたらしい。

「どうした、いいぜ、早く始めろよ」

　声をかけても蓮は動かない。少し焦れた浮岳は、蓮を取り巻く男らに、やれと命じた。すると男らは自分こそが手柄を立てようと我先に飛び掛っていく。あっという間に蓮は屈強な男たちに包囲された。

　そして最初の一人が殴りかかる。

　蓮はスイと身を沈めてそれをかわし、かわしたとほぼ同時にスクリューをかけた左拳でそいつの顎を殴り上げた。まるでボクサーのような重く鋭い拳は、男の顎を砕き、脳震盪を起こしたらしい男は、その場に倒れかかる。だが男が倒れる前に、蓮の右拳がそいつのこめかみにめり込んでいた。おそらく油断していたのだろう一番手は、あっさりとその場に沈む。そうなると、続こうとしていた連中も迂闊には近づかなくなる。みな様子を窺うようにお互いを牽制し合っていた。

　一人目は油断していたからやれた、だが次はどう出る？

　成り行きを見つめる浮岳は、頭の中で蓮が倒される図を想像した。大男たちに嬲られ、血反吐を吐きながら倒れる様は、飛び散る血さえ芸術的に思えた。もう少し寒くなって、雪でも降っていてくれれば、白いキャンバスに散らせた赤が美しく映える事だろう。残念だな……自分の想像に満足し、勝手に勝敗を決めて首を振った浮岳は、薄目を明けて蓮が倒されるところを見ようとした。蓮は意外に健闘している。しかし多勢に無勢、しかも片や華奢な高校生、片や筋肉質の猛者だ、勝敗はすぐだろうと思った。

　前方の男に掴みかかられ、気を逸らした蓮の背後から、もう一人が殴りかかる。それに気づいて身を捻るが、今一歩のところで反応が遅れ、男の拳は蓮の横っ面を掠って行った。その一撃は中途半端だったが、蓮の頬をほんの少し歪ませた。蓮はよろめき、前方の男に飛び込むように倒れかかる。それを待ち構えていた前方の男は、容赦なく、重い拳を彼の腹へとめり込ませた。ふと、助けを求めるように両手を突き出したまま、白い玉砂利の上へ蓮は倒れる。倒れた蓮は暫く起き上がらなかった、だからそこで終わりだと思った。

　彼の言葉どおり、かすり傷とはいえ、多少の怪我人も出た、まあまあ健闘したほうだ。そう納得し、浮岳はストップをかけようと縁側から立ち上がりかける。だがそこで止まった。倒れていた蓮の目が、まるで獣のように赤く光って見えたからだ。その光に、男たちも気づいたらしい、止めを刺すべく近づきかけた男は、息を呑んで立ち止まった。

　蹲っていた蓮は、異様に光る目をしてゆらりと立ち上がる。そして少し首を傾げながら、怖気づいた男らを見回した。唇の端からは赤い舌先が覗いて見える。その空気はもはや大人しく華奢な高校生ではなく、幾人もの首を圧し折り、人を殺す事を快感とする殺人鬼のように禍々しい。

「ぉい……」

　逃げろ。

　本能がそう叫ぶ。

　だが身体は動かず、口も開かない。

　浮岳より蓮の近くにいる男たちは、その異様に気圧され、誰一人動かない。地面から見えない手が伸びてきて、彼らの足を握り締めているかのようだ。それは浮岳も同様で、両の足は影を縫われたように地面から離れようとしない。その場から動けなくなった浮岳は、縁側の前で佇んだまま、自分の側近たちが叩き伏せられて行くのを、呆然と見ていた。あたりには血飛沫が飛び交い、白い玉砂利に赤い染みが出来る。同じ白でも、雪原でなく玉砂利の上、そして想像していた蓮の血ではなく、下品でむさくるしい大男のものだ。それも、一人や二人ではない。十人からいた浮岳の側近兼、ボディガードは、あっという間に悉く倒されてしまった。全てを薙ぎ倒し、血塗れになって倒れている男たちを蹴飛ばすように乗り越えた蓮は、ただ一人そこに佇む浮岳へと振り向いた。血生臭く赤い瞳に射抜かれた浮岳の血液は、冷たく沸騰し、ザワリと音を立てて全身の毛が逆立つ。蓮は人ならぬモノの冷気を纏い、ゆったりと歩いてくる。その口元には牙さえ見える気がした。

　まるで鬼だ……人食いの鬼。

　人は危険が迫った時、たとえば通り魔や暴走車に遭遇した時、瞬きする事も出来ず、その場に張り付き、動けなくなる。なぜすぐに逃げないのだろうとずっと疑問に思っていた。目にも止まらぬ速さという訳でもあるまいに、逃げ出す事は可能の筈だ。それなのに、大抵の人間はぼんやりとそいつを見つめ、自らその向こうにある死をうけいれてしまう。それがなぜなのか、いくら考えてもわからなかった。

　だが今ならわかる。

　人は決定的な死を目前にした時、逃れられないと気づく前に、すでに魅入られ、そこに囚われる事すら望むのだ。浮岳も、赤い瞳でゆっくりと近づいて来る蓮を見つめ、その牙に噛み砕かれ、彼の糧になる事を夢想した。あの牙に砕かれるならきっと心地よいに違いないと、なぜか思える。浮岳と蓮の間に、白く儚く、きらきらと輝く命の糸が繋がる。糸が光って見えるのは、それが濡れているからだ。浮岳の情念とも言える欲情の精が、繋がれた部分から染み出て糸を濡らすのだ。

　　きらきら。

　キラキラ。

　その美麗な陰糸に魅入られ、蓮の手が伸ばされるのを、浮岳は身動き一つ出来ずに待った。




――――――その時。




　二人の間に確かにあった陰糸を断ち切り、広く分厚い壁が立ち塞がった。目の前は突然にして灰色に染まり、光り輝いていた糸は燃え尽きて崩れ、塵灰のように消えていく。

　その壁は黒い人型をして、浮岳に迫ろうとしていた蓮の襟元を掴んでいた。

　巨人？　鬼か？

　だが鬼神と見紛うそいつは、鷲尾会の修羅、須崎賢だった。

　須崎は捕まえた蓮の襟元を引き、正面からその赤く滲んだ瞳を見据える。そして一瞬怯んだ彼の頬を、破壊力抜群の平手で殴りつけた。

　ビキッ……と、空気さえ割れるような鋭い音がして、蓮の頬が歪む。衝撃で首の骨が折れるのではないかと思えるくらい重く強烈な平手は、蓮の狂気を煽り、さっきまで冷たく光っていた彼の瞳が熱く燃え上がっていく。

「ぅ、あぁあぁああぁあぁぁ……っ！」

　追い詰められた手負いの獣のように、蓮は咆哮を上げる。そして、目の前の敵、須崎へ殴りかかろうとした。その鋭い一撃を寸差で避け、須崎は蓮の細い手首を握る。一瞬、蓮の動きが止まり、二人は睨み合っていた。須崎の掴んでいる華奢な手首がぶるぶると震える。そこからポキリと折れそうだ。

「そこまでです、坊ちゃん」

　怒鳴るでもなく、威嚇するでもなく、厳しい目で蓮を見据えたまま、須崎は静かにそう言った。どうなるのだろうと、暫し見入る。手首を握ったまま、須崎は蓮から瞳を逸らさない。それを見返し、蓮は低く唸る。そして鉄の男、修羅と恐れられる須崎の頬を、右拳で殴り返した。だが須崎はほんの少し首を傾げただけで、捕まえた蓮のシャツを離す事もしなかった。まるで蚊にでも刺されたかのように、軽く首を振ってまた視線を戻す。

「そこまでです」

　もう一度、同じ台詞言う須崎を見返した蓮は、唇を噛み締め、震える拳を下ろした。どうやら正気に返ったらしい、弱々しく震える身体を須崎に預ける。須崎の胸にひたいをあわせ、スーツの襟を緩く掴んだ蓮は、泣いているように見えた。須崎はその細い肩にそっと掌を乗せる。

「もう、大丈夫ですね？」

「……ぁあ、すまない、ありがとう」

　須崎の問いかけに、震える声で、蓮は静かに答えた。

　侵すべからざる神聖……。

　その光景は、美しく異質で、浮岳はその異質がなんなのか理解するのにずいぶんと時間を要した。難攻不落の砦のように、揺るぐ事のない存在として、須崎はそこに立っている。蓮はそれに縋る、小さくてか弱い子どものようだ。それは絶対的加護。つまり、見返りを求めない、ただひたすらに注がれる愛情……に見えた。

　だが絶対的加護とはなんだ？　見返りを求めない愛情とはなんだ？　そんな物はこの世のどこにも存在しない。少なくとも自分は見た事がない。

　見た事のないモノを見る時、人の脳はそれをなにか自分の知っている形に当て嵌めようと、なけなしの知識、記憶を目まぐるしく捜索する。そしてそれに近い何かを見つけ、それに当て嵌め、安心しようとするのだ。はたして浮岳の脳も同様で、その光景に合致するモノを探そうとしていた。だがそれが見つからない。しだいに不安になってくる。もしかしたらここは、いつもの日常の延長ではなく、異世界なのではないのか？

　異世界とはなんだ？

　それはこの世でない世界か？

　この世でない世界とはなんだ？

　まさか、冥府……？

　一瞬、自分が生きているのか死んでいるのかさえわからなくなった。踏みしめる地面さえ雲を踏むように頼りなく、気をつけていないと沈んでしまいそうだ。沈んで、沈んで、奈落の底へ堕ちて、いつかその沼の泥になる。奇妙な妄想に憑り付かれた浮岳は、そのビジョンをかき消すため、首をふり、拳を握り締めた。だがそのイメージはなかなか消えない。血が見られなかったからかもしれない。

　いや、血なら見た。だが自分が見たかったのはあんな薄汚い血ではない。見たかったのは、赤く紅い、ピジョンブラッド、蓮の血だ。白く穢れを知らない無垢な皮膚に流れるルビーレッドの血が見たかったのだ。

　それを邪魔したのは誰だ？

　思考を廻らせ、暫し脳内が空白になる。そこは白い世界だ。白過ぎて眩しい……世界全体が光っているようなその眩さは、原子爆弾の直撃を受けた街の中心地を侵した光と、どこか似ているような気がした。今まさに、爆弾は落とされたのだ。世界は光りに侵され、ヒトもモノも、その影すら映さない。眩し過ぎる光のその中に、ふわりとなにかの像が滲み出る。美しく気高く、そして凛とした佇まいのそれは、徐々に輪郭を現し、やがて涼やかな人型になった。

「……蓮」

　思わずと、声に出た。それを聞き咎めた須崎の肩が、僅かに反応したように見える。それだけで浮岳の頭の中には、蓮と自分の楽しみを邪魔したモノは、この修羅、須崎だと擦り込みが入った。

「申し訳ありません……」

　声をかけられた蓮は、浮岳が咎めたと思ったのだろう、須崎から離れ、余所余所しく頭を下げた。それはなんの謝罪だろう？　浮岳の側近を傷つけた事か？　それとも自身を制御できず、浮岳をも攻撃しようとした事に対しての謝罪か？　そのどちらでもないような気がした。

　蓮は、このまま浮岳の相手をせずに帰る事を詫びているのだ。少なくとも、浮岳はそう感じた。

　頭を垂れ、そのまま視線を外した蓮は、ゆっくりと身を翻し、少し離れた位置にいる若い方、跡部のいる方向へと歩き出した。おそらく、心配したであろう彼に、無事な姿を見せ、動かずにいてくれた事を労おうとしているのだろう。まるで夕凪のように静かな歩みで進む蓮と、その背後に付き従う須崎、そして二人を待ち構える跡部の間に、さっき自分と蓮を繋いでいたと同じ、銀色に光る糸が渉っているように見えた。

　　きらきら。

　キラキラ。

　　　綺羅綺羅……と。

　それが許せない。

　あの糸は自分の物、いや、蓮は、自分のモノだ。

　浮岳はようやく戻った平常心で、去ろうとする蓮を呼び止めた。

「待て」

　その声に立ち止まった蓮は、振り向く事を躊躇うように、暫く固まっていた。そしてようやく観念したように、すいと振り向いた。

「なんでしょうか？」

「無傷で返すとは言ったが、すぐに帰っていいとは言ってないぜ？」

　静かに聞き返す彼の声に、毛すじほどの動揺を感じ、浮岳の血が騒ぐ。涼しい顔をして、まるでなにも感じていないかのように無感動を装った、蓮の健気が身体を熱くさせるのだ。浮岳の真意を測るように、蓮は黙っていた。だが逆らうことは出来ないのだ、ここで浮岳を振り切って帰るほど、蓮は愚かではない。やがて静かな面をあげ、心配そうに見ている須崎の横を通って浮岳の前へ戻って来た。平気そうな顔をしているが、間近で見るとよくわかる。なにが起きるのか、どんな無理難題を吹っかけられるのかと怯えている。その証拠に彼のこめかみは青く透けて見えた。本当は怖くて仕方ないくせに、なんともないふりをする。とても可愛い玩具だ。

「そうビクつくな、傷はつけない、約束は守ってやる」

「ありがとうございます」

　おそらく、答える声が震えないように気を張っているのだろう。だが恐怖は隠しきれないものだ、唇の端がぎこちなく痙攣していた。青磁の肌を持つ花嫁人形のような美麗な面に、憂いと恐れを浮かべながら、無表情を作ろうとする。その健気に感じ入った。

「次ぎ会った時は飯を奢ると約束しただろ？　これからそれを果たそうじゃないか、飯にしよう、もちろん奢りだ、いいな？」

「……はい」

　何を言われるかとビクビクしていた蓮は、浮岳の申し出に、ほっとしつつも、それを言葉どおりにとっていいものかと戸惑っているようだ。その顔色は冴えない。浮岳はわざとにこやかに笑って見せ、来いよと身を翻した。逆らう術を持たない蓮は、小さく頷いてその後に続く。浮岳は数歩行ったところで一度立ち止まり、少し離れてついてくる蓮の肩に手を伸ばした。

「え……？」

　ふいに肩を掴まれ、蓮が戸惑う。その可愛らしい表情を追いながら、浮岳はまだ成長しきっていない、少年の肩を引き、大事そうに抱きよせた。それはもちろん、後ろにいる、須崎と跡部に見せつけてやるためだ。蓮はお前らのモノではない。こいつは……これは、俺の玩具だと、充分にわからせてやる。

「お前らは帰れ、蓮はあとでうちのもんに送らせる」

　だから帰れと言ってやると、須崎と跡部の表情が変わる。大事な主をおいては帰れない。しかもこんな所に。なにをされるかわかったものではない、もしかしたら返してもらえなくなるかもしれない。そう考えているのだろう、二人の間に嘗てない緊張が見える。浮岳は緊張する男たちを心地よく見下ろし、口の端で笑った。

「なにを戸惑う？　無傷で返すと約束した、それを疑う気か？」

「……いえ、そういうわけでは」

「そういう訳じゃないなら、どういう了見なんだ？　え？　俺は蓮と仲良く飯を食おうと言ってるだけだ、すんだら返す」

「はい……しかし」

　主をおいて帰れない。

　須崎がそう答える前に、二人の間で須崎や跡部よりもさらに緊張していた蓮が口を開いた。

「須崎、跡部を連れて先に戻ってろ、俺は浮岳さんと食事に行く、夜までには戻れるだろう」

　それでいいですよねと念を押すように蓮が語りかける。浮岳はその問いに満足気に頷いた。

「ああ、いいぜ、夜までには帰してやるよ」

　太鼓判を押すと、それでもまだ心配そうな須崎は、蓮の顔色を計り、暫く考えた後、わかりましたと頷いた。

「では、お言葉に甘えさせていただく事にして、私らは帰ります、浮岳様、どうぞ、よろしくお願いします」

「ああ、心配するな、ちゃんと無傷で帰してやるさ」

「はい……」

　無傷で、と念を押すたびに、その言葉が嘘に聞こえてくる。当然だ、そんなわけはない。蓮は玩具、玩具に約束する愚か者はいない。ましてや玩具との口約束を守るモノもいない。バカだなと口の端で笑いながら、浮岳は引き寄せた蓮の肩をがっしりと抱いた。

「じゃ、行こうか蓮」

「はい、お供します」




　二人で連れ立って出かけたのは、浮岳の別邸から車で一時間もかからない場所にある、それほど大きくはない洋食レストランだった。燻した木の一枚板で作られている外装が落ち着いた雰囲気を醸し出している。中もシックで、程よく光度を落とした照明の具合まで心地良い。客席は一テーブルずつ半個室になっていて、ちょっとした大人の隠れ家的イメージだ。

　浮岳はほんのたまにだが、一人になりたい時、その店へ行った。お供は一人かせいぜい二人、隠れるように店へ向かい、ただなんとなく半日を過ごした。その日も供は一人だけ、特別に目をかけてやろうと決めた武居だけに留めていた。他の奴らは蓮がみな倒してしまったから、というのも理由の一つだ。

　店の一番奥になる行き止まりの個室が、浮岳のお気に入りの場所だった。そこに案内され、蓮と向かい合わせに座る。テーブルも重々しい燻し木の板で出来ていて、木目が美しい。大きさとしては普通の家庭で使う四人掛けテーブルの倍くらいだろう。二人きりで、向かい合わせて座るには少々遠いが、浮岳の世界ではこれくらいが普通だった。

「料理は適当にシェフに任せた、あとはアペリティフだ、なににする？」

　個室の入り口に、ボディガードとして武居を立たせ、完全に二人きりとなったところで、浮岳はドリンクとアルコールの名が書かれたメニューを広げた。蓮はそれにチラリと視線を落しただけで、水で結構ですと答えた。遠慮したつもりかもしれないが、それよりも早くここから帰りたいという思いのほうが強いように思えた。食事などさっさと終わらせて帰る、のんびり飲み物など飲んでいる時間はないと、その素っ気無い声は言っているように感じた。

　面白くない。

「いいから、なにか飲め、俺が勧めてるんだ断るなよ？」

「では、お任せします」

　蓮は困惑したように眉を寄せ、自信なさ気に答える。意外に可愛らしい顔だ。もしかしたらこういう店に来慣れていないからなのかもしれないと気づいた。浮岳はメニューをパタンと畳み、ウエイターを呼びつける。

「シェリーを二つ、ティオ・ペペがいい」

「かしこまりました」

　恭しく頭を下げて戻っていくウエイターから視線を戻すと、向かいの席に座る蓮は困りますと言った。自分は未成年で、酒はまだ飲めないというのが彼の言い分らしい。だが彼も極道の家に生まれ、それなりの居場所を持っている。飲んだ事がないという訳では、決してないだろう。そうなると、やはりこれは自分となど飲みたくないという事かと、少しムッとする。

「固いんだな、別にかまわないだろ、ここは白峰の店だ、云わばうちの庭と同じ、ここでの事は誰も他言しない、気にするな」

「しかし……」

「飲めない訳じゃねえだろ？」

「それは……しかし、ひと目もあります」

「そんなもんねえよ」

　丁度運ばれて来たシェリーを手に、いいから飲めと言うと、蓮は渋々と受け取った。足の長い細身のグラスに淡い金色の液体が光り、彼の細い指によく映えた。その美を見つめながら、浮岳はグラスを掲げる。蓮のグラスと浮岳のグラスがカチリと合わされ、一瞬瞳さえ絡む。不思議な気持ちがした。

　目の前にあるのは、ただの玩具だ。自分の意思一つでどうする事も自由になる、人形と同じモノだ。それがこうして対等にテーブルに着き、グラスを合わせていると、まるで戦友のような気がしてくる。友だちとか、親友とか、そんな甘い関係ではない、戦友だ。同じ方向を見て、同じ何かと戦っている、本来は敵だとしても、見ている方向と望むものは同じ、そんな関係に思えた。それは当然錯覚だが、それも悪くないと思った。今だけ、彼を「人」にしてやろう。玩具ではなく、意思と立場のある、自分と同じ「人」として扱ってやる。それは彼が勝ち得た無傷で返すという褒美の延長のような感覚だった。それに、酒のせいか場所のせいか、気分はそう悪くない。あれだけの力を見せてくれたのだ、少しくらいいい目をみせてもいいと思った。

　やがて運ばれて来た料理に手をつけながら、わりとどうでもいい話をする。そうすると、どんどん彼が人間に見えてくる。いつもならそれは不愉快な錯覚だったが、その日はなぜか違った。後から思えば、それは浮岳にとって、歳の近い者と交わす、初めての、生身の言葉だったのかもしれない。気分は悪くなかった。

　考えてみれば、規模は違えど、蓮も自分と同じく極道の家に生まれ、否応なくその道を歩かざるをえないのだ。おそらく、彼が本当に望む道はここではないだろう。だが他の道に進むことは許されない。その歯車からだけは、抜け出す事が出来ない。そしてそれは浮岳も同じだった。浮岳とて、それだけは自由にならない。この地位も権力も、別に自ら望んで欲しがった訳ではない。本人の意思など関係なく、それは最初からそこにあり、そしていらないからと突き返す事も出来ないのだ。

　生まれる場所は選べない。金持ちも貧乏人も、極道も聖人も、それはただ偶然と運命の悪戯、それを望んで生まれた訳ではない。だが、もし仮に選べるとしたら、どこに生まれたいのか、なにになりたかったのかと聞かれたら、それは思い浮かばなかった。ここ以外の場所が想像出来ないほど、浮岳の世界は狭く限定され、そこから抜け出すことは不可能なのだ。

　逃げ出す事は出来ない。それなら今の場所で、自分が自分らしく生きる道を探すしかない。では今している事が自分の望む事か、それが自分らしく生きるという道なのか？　それは浮岳自身にもわからなかった。ただそれしか道がなかったのだ。

「どうした、食欲がないのか？　ぜんぜん減ってねえじゃねえか」

　何気ない会話を交わしながらも、彼の手元を見ていると、フォークとナイフは持っているものの、それはほとんど動く事がなく、出された料理は形を変えていない。彼の口に入ったものは、シェリーと、ほんの少しのコンソメゼリーだけだ。蓮は幾分か抑えた声で、すみませんとだけ答えた。

　謝って欲しい訳ではない、だがいつもならいざ知らず、まさか無理矢理口を開かせ、押し込む訳にもいかない。今は彼が普通に食事をする様を見たいのだ、押し付けは出来ない。そういえば、前回彼の中を覗いた時、彼には食事をした様子がまるでなかった。まさか今も食べてないんじゃないだろうなと一瞬ギョッとした。だがそれはありえないだろう。人間一年以上も何も食わずには生きられない。食事はしているはずだ。ではなぜ食べないのだろう？

　浮岳には、それが自分のせいという考えは浮かばなかった。蓮が自分との接触に神経をすり減らし、食事もろくに取れないほど張り詰めているとは考え及ばなかった。傲慢で気の強そうな彼が、そんな事でダメになるとはまるで思わなかったのだ。だがそうなると食べられない理由が思いつかない。浮岳はふと、顔を上げた。

「口に合わないのか？」

「え……？」

「好き嫌いがあるとか？」

　思いがけない問いかけに、蓮の表情が緩む、その顔が意外に可愛い。考えてみれば彼はまだ十八、高校生なのだ。自分が高校の頃、何を考え、なにをしていただろうかと、頭の隅で考えながら、浮岳は話し続けた。

「普段なにを食ってんだ？」

「普段……」

「ああ、家で……まさか家でも食わない訳じゃねえだろ」

　高校生らしい素顔を晒す蓮を見ているうちに、浮岳もまるで弟を見ているような気分になっていた。浮岳には兄弟もいない。もしも弟がいたらどんなだっただろうかと、ありえない想像を巡らせ、少しだけ、優しい気分になった。蓮は不思議そうに目を細めながら言葉を選んで答える。

「うちでは、こんな気の利いたものは出ません、和食が主ですし、質素なものです」

「質素ね、たとえば？　なにが好きなんだ？」

　なにが好きかと聞くと案の定、彼は戸惑ったようだが、少しだけ微笑んで答えた。

「そうですね、卵焼きとか……」

「卵焼き？　あの寿司屋に出てくるようなヤツか？　それとも出汁巻きのほうか？」

「どちらも好きですけど、どちらかと言えば厚焼きのほうですね、甘いのが……好きです、子どもですね」

「ふうん……」

　普通に訊ねると、普通に答えてくるのが面白くなった。玩具と主でいる時は、他人行儀な冷たい顔しか見せない彼も、普通に話せばこんなに可愛いのかと感心する。

　浮岳はいつになく静かな気持ちで蓮を見つめた。こんなに普通に話せる相手はもしかしたら初めてかもしれないと、不思議な気分にさえなった。だがその時、不意に聞こえてきた蓮の質問に、気分は急降下していく。

「浮岳さんは？　どんなものが好きなんですか？」

「俺か？」

「ええ」

「……ねえな、そんなもん」

「え……？」

　好きなモノなどない。

　浮岳は不思議そうな顔で手を止めた蓮を真っ直ぐに見返し、静かにゆっくりと、低い声で答えた。

「食い物なんて、どれを食っても同じだ、みんなクソみたいな味しかしねえ、美味いと思って食ったものなんか一つもねえな」

　テーブルの上の皿には子羊の骨付き肉が乗っている。腕のいいシェフで、味は折り紙つきだ。その肉にナイフを突き立て、すっと引けば、半生の肉片からは、透明な肉汁と濁った血が染み出してくる。絵面的に言えば、食欲をそそる美味そうな肉汁となるのだろうが、浮岳の目には血と体液にしか見えない。

　細身のナイフを右手に持ち、生温かい肉の表面を撫でる。そこには赤い筋が現れ、小さな押し殺した悲鳴が漏れる。ナイフを持つ手にもう少しだけ力を入れる。表面の皮が切れ、中の赤身が顔を覗かせる。小さかった悲鳴は呻き声になる。その赤身に切っ先を食い込ませ、ぐりぐりと抉ってやれば、悲鳴は高々と上がり、傷口からは鮮血が流れ出る。泣き喚くガラクタ人形を眺めながら、そいつの悲鳴が聞こえなくなるまで切り刻み続け、やがて部屋もそいつも自分も、世界中が真っ赤に染まっていく。それが、浮岳の知る血であり、ナイフの使い方だ。

　だが調理され皿に乗せられた肉からは、濁った血が僅かに滲むだけで、悲鳴は上がらない。同じ肉でも食されるために皿に乗せられた途端、興味も色気も失せてしまう。それでも旨ければまだ舌を喜ばせるという役には立つのだろうが、生憎まるで旨くない。シェフの腕は超一流だ、浮岳以外の人間が食べれば美味いと答えるだろう。食道楽と称し、美食家を気取る連中は絶賛するかもしれない。だがどんなに美味い料理でも、それを食う人間が旨いと感じなければクソと同じだ。浮岳は機械的に肉片を切り、フォークで口に放り込みながら、当たり前の事実を述べた。

「別に味覚音痴ってんじゃねえ、味はちゃんとするさ、甘いだの辛いだの、苦い、酸っぱい、なんでもわかる、だがそれを旨いと思えねえんだから仕方ねえだろ」

「旨いと思えない……」

「……ああ」

　蓮はその言葉を反復した。彼の口から出た言葉は、さっきまでと違う意味を持ち、その空間に漂う。それを聞き、「旨いとは思えない」のは、蓮も同じなのかもしれないとようやく気づいた。

　彼がモノを食べないのは、食べたくないからとか、食欲がないとかではなく、食べても味がしないからではないのか？　なにを食べても血と砂の味しかしない。それでも食わなければ餓えるし、身体が持たない。だから自分は不味かろうが、クソだろうが食う事にしている。だが蓮にはそれが出来ないのかもしれない。だとしたら、それは致命的な弱点だ。蓮は長生きできないだろう、破滅は、すぐそこだ。

　奇妙な胸騒ぎを覚え、浮岳は俯く蓮をジッと見つめた。

「蓮……」

「はい」

「不味かろうが、味がなかろうが、飯は食え」

「え……？」

　まさか浮岳に労われるとは思っていなかったのだろう蓮が、丸い目を向ける。その少年らしい表情を追いながら、浮岳は切り刻んだ羊肉を自分の口の中へ放り込んだ。

「お前も、ガキの遊びとはいえ、関東仕切ってんだろ？　ちゃんと食っとかねえと、いざって時にもたねえぜ」

　噛んでも噛んでも気持ちの悪い脳髄の味しかしない肉片を、浮岳はクチャクチャと噛み砕く。蓮は言われた言葉を反復するように何度も瞳を上げ下げし、浮岳の様子を覗き見ている。おそらく、彼の中では白峰浮岳という男は、そんな人間らしい台詞を言わないという設定になっていたのだろう。戸惑いながらその言葉の意味を考えているようだった。そしてふっと顔を上げる。

「なんだ？」

「ぁ、いえ……いただきます」

　小さな声でそう答えた蓮は、ぎこちない手つきで羊肉にナイフを入れて細く切り、ほんの一口だが、それを食べた。口に入れ、租借しようとしている彼の顔を見つめ、浮岳は旨いかと訊ねた。蓮はしばし肉片を噛むことに集中し、それを飲み下してから、申し訳なさそうによくわかりませんと答えた。だが表情は柔らかい。それは浮岳の見たかった顔だった。

「正直だな、まあいいさ、俺にも味なんざわかんねえんだ、とりあえず食えばいいのさ」

「はい」

　カチャカチャとナイフとフォークの行き交う音が部屋に響き、二人とも暫くは無言でその肉を食べた。やがて時間が来て次の皿が出される。メインは済んだのでチーズとフルーツが出された。フルーツは当たり障りなく、盛り合わせにし、チーズもあまりマニアックでない、誰でも食べられそうな物を選んだつもりだ。食べろと勧めると、蓮は林檎の欠片を選んだ。フルーツ類は軽そうに見えて意外に胃を荒らす物も多い、利口な選択だと思った。

　その後デザートと食後酒のウイスキーまで合わせ、たっぷり二時間半ほど会食を楽しんだ。酒の効果もあってか最初緊張していたのだろう蓮も、時が経つにつれ自然な表情を見せるようになった。人の好意を踏み躙り、冷たく踵を返した生意気な奴としか思っていなかった蓮の、物慣れない可愛らしさを見つめ、浮岳もそれなりに満足していた。口に含んだバランタインも、いつもより少しだけ旨く感じた。

　やがて最後の皿も片付けられ、あたりも夕闇に包まれる。店の壁はセピアに染まり、浮岳はその壁に違和感なく溶け込んでいる蓮を感慨深く見つめた。ひどく透明で、どこか苔むした香りのするその空間が、とても懐かしく、とても美しく見えた。

　この世界は赤一色だと思っていた。だがもしかしたら赤以外の色も存在しているのかもしれない。そこにその色は確かにあり、生きている。ただ自分の目が曇っていて、それに気づかないだけなのかも、しれない。

　だがそこにあろうとなかろうと、気づかなければその存在はないと同じだ。その一瞬、たしかにあるように見えた透明なイメージは、日没とともに消えた。

　夢の時間が終わる……。




　夜の帳も下りた頃、二人は武居に運転させ、帰路についた。ゆっくりたっぷりと取った食事のおかげで、腹は満たされている、気分もそう悪くはない。だが何かが足りなかった。なにが足りないのだろうかとぼんやり考えながら、車の窓に映るネオンと人波をぼんやりと見ていた。瞬きするのを忘れていたのか、瞳が乾き、ジンと痛みだす。反射的に目を閉じ、首を振った浮岳の目の奥に、赤く滲み出すモノが映し出される。赤い染みはじわじわと広がり、忽ち脳内は真っ赤に染まった。

　血だ。

　血が足りないのだ。

　もっと色鮮やかな血を。

　もっと鮮やかな悲鳴を。

　もっと、身体が震え、ぞくぞくするような悲痛な声を。

　血と、涙と、悲鳴。

　それが足りてない。

　それに気付いた浮岳は、ふと瞼を開き、隣に座る蓮の横顔を見た。馴染みの店の中で見た、透明で無邪気な表情はもうそこにはなく、冷たく、少し緊張した顔をしている。街の明かりに照らされる彼の面は、山の天辺から見上げる月のように、どこか恐ろしささえ感じさせ、冷たく、儚く、澄んでいた。

　そこに滲む赤が見たい……。

　俄かに沸き出でる抑え切れない欲望に、浮岳は小さく呟いた。

「武居、家に着く前に、前川のジジイに連絡しとけ」

「はい」

　その会話を怪訝な表情で聞いていた蓮の丸い目が、小さく哀れに見えた。本来なら、この渇きは蓮で癒す。極上の退屈のあとに、まるで揺り返しのように訪れた強烈な渇きは、それと同等の極上の玩具でなければ癒せない。だが今日は無傷で返すと約束した。だから別の人形を用意する。蓮には劣るが、それでもちょっと気に入って、最近手に入れた人形だった。前川組という、小さな組の組長の孫娘だ。高校二年というから蓮とほとんど同い年になる。今時の女子高生だ、生娘かどうかはわからないが、甚振ればそれなりに楽しめるだろう。

「蓮」

「はい」

「家へ送る前に、うちでちょっと余興を用意した、もう少し付き合え、いいな？」

　付き合えと言うと、蓮はその真意を量るように一瞬沈黙し、その理由に気づけないまま、承知しましたと答えた。蓮の頭では想像もつくまい。前川の孫娘を甚振る。その先方は蓮にやらせようと決めていた。もちろん最初は拒むだろう、だが責めなければお前を責めるぞと言ってやれば、慄いて言う事を聞くだろう。無傷で返すと約束したのだから、身体には傷をつけないでやる。その代わり楽しむのは、蓮の精神が焼き切れるほどの葛藤だ。苦悩の末、自分も同じ鬼畜だと悟り、嘆く姿だ。絶望し、そして堕ちてくればいい。もしも、同じこの場所まで来る事が出来るなら、玩具から昇格させてやってもいい。




　屋敷に着き、客間を通り過ぎていつもの拷問部屋、死法堂へ向かう。後ろからついてくる蓮の顔色は悪かった。今日は傷付けないとの約束だ。だが玩具との約束を本気で守るものなどいない。約束は反故にされるのだと思ったらしい。その考えはあながち間違いではないが、今回は違う。浮岳は怯える蓮の様子に小気味よさを覚えながら、死法堂の扉を開けた。

「え……？」

　中の光景に蓮が動揺の声を上げる。薄暗くなんとも言えない干乾びた匂いの篭る部屋の中には、大男に両脇から支えられ、ベッドに座らされている少女がいた。ツインテールの気の強そうなその娘は、学校帰りを引き立てられて来たのだろう、白いセーラー姿だ。清楚な制服に似合わず、濃い化粧をした顔は、怒りに震えている。

「ちょっとあんた！　アタシにこんな事して、ただで済むと思わないでよ！　あんたなんかお爺ちゃんに言って半殺しにしてやるんだからね！」

　そいつはまあ見られる部類の可愛い顔をして、笑えるほど汚らしい口を利いた。どんなに見てくれが綺麗でもガラクタはガラクタ、下品で馬鹿だ。自分の祖父がヤクザの組長をしている事を笠に着て、やりたい放題。ここへ来るまでは自分の方こそ加害者側に立ち、気に入らないクラスメイトや目障りな人間に、謂れなき悪意を振りまいていたに違いない。そういう人間ほど、汚らしい汚物を吐き散らし、垂れ流しながら身悶える。醜悪で愉快な憂さ晴らしだ。

「そのお爺ちゃんが、お前を売ったんだよ、どうぞお好きになさってくださいと言ってたぜ」

　喚き散らす娘の顎を取り、笑いながら身の程を教えてやると、娘は顔色を変えた。甘やかされて育った子どもには、その事態が理解出来ないらしい。嘘だ、黙れと喚きながら自分を支えている両脇の男たちを蹴りつける。しかし男たちは浮岳の命令以外では動かない。殴られようが蹴られようが、唾を吐きかけられようが微動だにしなかった。活きのいい玩具ほど、壊すのも楽しい、浮岳も娘の無礼を黙って眺めていた。その異様に、娘も次第に慄き始める。どうやら自分のおかれた立場を理解し始めたようだ。やがて娘は勢いをなくし、静かになった。抵抗もそこまでらしいと区切りをつけ、浮岳は娘を捕まえている男たちに合図を出した。男たちは小さく頷き、表情も変えず娘の衣装を脱がしにかかる。

「嫌っ……っ、やめてよ！」

　逃げようとする娘を片手で押さえ、男たちは黙々と衣服を剥いでいく。白く清潔そうなセーラーを無造作に引き裂き、ボロ布になった制服は床に投げ捨てる。セーラーの下は直接下着で、白地に赤いレース模様のついたキャミソールを着ていた。当然それも引き千切る。娘の肌は引き裂かれた布に擦れ、赤く血が滲みだす。

　玩具の包装紙は綺麗にはがし、大事に取っておくというモノもいるようだが、浮岳はそうではなかった。包装紙やパッケージなど、どうせ捨てるものだ。そんなモノ後生大事に取っておく奴の気が知れない。ましてやこんなガラクタ同然の玩具、使い捨てだ。丁寧に扱ってやる謂れはない。切り裂こうが破こうがやりたいようにやればいい。そうしてなんの感慨もなく裸に剥かれていく娘を眺めていると、背後にいた蓮が走り出し、それを止めた。

「やめろ！」

　娘に纏わりつく布があと少しになったところで、男と娘の間へと割って入り、男たちを殴り倒す。蓮の不意打ちに男たちは呆気なく倒れた。だがそこで手を止めては自分らが浮岳に罰せられる。すぐに立ち上がって蓮を退かせ、娘の衣服を剥ぎ取ろうとする。娘を背後に隠し、護ろうとする蓮と揉み合いになった。そのままどちらが勝つのか眺め、負けたほうに罰を与えるというのも面白そうだが、今回は蓮に傷をつけないと約束した。浮岳は娘を取り戻そうとする男たちに待てと声をかけ、止めた。浮岳の命令は絶対だ。男たちはスイッチを切ったリモコン人形のようにピタリと止まった。それを払い除けて娘の前に立つ蓮へ話しかける。

「なぜ止める？　そいつを知ってるのか？」

「いえ、存じません」

「じゃあなんで止めたんだ？　これからが面白い所じゃねえか」

「私には面白いとは思えません、やめてください」

　人間らしい食事をし、上辺だけでも親しそうに言葉を交わした事で、蓮も少々勘違いしたらしい。自分の要求が通ると思ったのか、娘を解放してやってくれと言う。だが元々蓮は玩具だ。玩具にはなにを要求する権利もない。身の程を思い出させる必要があるようだ。

「なんでやめなきゃならないんだ、せっかくお前も混ぜてやろうかと思ったのに、こういう遊びは好きじゃなかったか？」

「申し訳ありません、どうか……」

　おそらく、行動を起こしてしまってから、自分のしている事の重大さに気づいたのだろう、発せられる言葉の語尾は震えていた。今頃気づいても遅いが、初めて反抗らしき行動をとった蓮に免じて、もう少し遊んでやろうと思った。

「そんなにやめて欲しいか？　娘を無事返せと？」

「……はい」

　震える声で小さく頷く蓮は、たぶんこの次来る言葉を予想しているのだろう、怯えた目をしていた。それでも娘の前から退かない。その健気に感じ入った。それならその期待通りにしてやらなければならないだろう。浮岳は腕組みしながら、冷たく光る目で蓮を見据える。

「いいぜ、お前がどうしてもと言うなら娘は帰してやる」

「あ、ありがとうございます」

　対峙する緊張からか、青い顔で蓮は頭を下げる。浮岳はその素直で可憐な身体を舐めるように見つめ、ゆっくりと言葉を続けた。

「当然、その代わりはお前がするんだろ？　蓮？」

「……はい」

　頭を下げたままの蓮が静かに答える。俯いているので表情は読み取れないが、その声は震え、絶望に満ちていた。また蓮の悲鳴が聞ける。浮岳の冷たい血は、熱く滾り始めた。

　やはり足りなかったのは血と悲鳴だ。クソ女のそれで憂さ晴らしをしようと思っていたが、なにをやってもクソはクソ、到底満足し得ないだろう。蓮でなければ、この渇きは癒えない。しかしそれでも玩具の要求を素直に聞いたとあっては示しもつかない。娘のほうにもそれなりの罰は必要だ。少し考えた末、浮岳は蓮と娘の立場を逆転させる事を思いついた。

「女、蓮がこう言ってる、よかったな、お前にはもっと楽な役をやらしてやるよ」

「え……？」

　娘の名前など覚えていない、ガラクタに名前などない。蓮以外の玩具は名無しの愚品、そこいらに落ちているゴミ屑と同じだ。だが蓮を甚振る道具にはなる。どうせクソの役にも立たないガラクタなら、そこを楽しみたい。

「そいつ（蓮）脱がせろ、破っても裂いてもいいぞ、だが傷はつけるな？　血が流れたらその分お前を切り裂いてやるからな」

「え、ぁ、はい」

　脱がせろというと、娘は慌てて蓮の前に回った。抵抗しても無駄だとわかったのだろう、素直に丁寧に蓮の上着のボタンを外しだす。蓮は自分が庇った少女がする事を、哀しそうな瞳で見ていた。あくまでも上品に出来ているらしい。自分が抵抗して見せれば変わりに彼女が罰せられる。そうとわかっているので動けないのだ。蓮がどこまで堪えるのか、浮岳は一縷の好奇心を持って見つめた。

　やがて、一矢纏わぬ全裸にされた蓮は、唇を固く結び、表情を抑えようとしていた。だが根が素直なのだろう、動揺は手に取るようにわかる。無表情を装うとしても、瞳が泣いているように潤んで見えた。それでも動かないのが可愛い。もっと歪んだ顔が見たい。泣いて身悶え、悲鳴を上げて反り返る背中を見たい。浮岳はさっきまで娘を拘束していた男らに、蓮を運べと命じる。本当はそれも娘にやらせたいところだが、細くとも男、さすがに女一人では持ち運べないだろうから仕方がない。その代わり逸らさず見ていろと告げた。男は蓮を持ち上げ、部屋の隅にある奇妙な形をした椅子へと座らせる。それは浮岳が蓮のために誂えた特別製の椅子だ。抵抗と傷を最小限に抑え、思うままの恥辱を与え事の出来る性具とも言える。

　そこへ座らせ、椅子の座面から伸びた足受けへ両足を乗せさせる。パチンと小さく冷たい金属音がして、蓮の足首はそこで固定された。続けて肘掛部分に両手を預けさせ、手首にも金属の枷が嵌められる。背もたれのヘッドレスト部分にも金属の枷があり、それは蓮のひたいを固定する。これで蓮は自分では身動きどころか、顔を逸らせる事も出来なくなった訳だ。

「ああ、思った通りだ、お前はそういう格好が似合うな、甚振られるために生まれてきたみたいじゃねえか」

　声をかけても蓮は答えない。それではつまらないので返事をしろと言うと、蓮ははいと小さな声で答えた。素直でいい玩具だ。

「似合うと褒めてるんだぜ？」

「ありがとうございます」

「ありがたいか、そうだろ、こいつはお前の為だけの特注だからな」

「光栄です」

「ふん……」

　白々しい会話も、相手が蓮であるだけで面白い。無表情の裏にある彼の恐怖と哀しみを思えば楽しくて仕方がない。思う存分引き裂いて、鮮血の流れる所を見てやりたいところだが、今日は傷付けない約束だ。それは守ろうと決めていた。

「女、こいつをその気にさせてやんな」

「え？」

「どうせ処女じゃないんだろ？　さっさとやれよ、咥えても扱いてもいいぜ、ようはこいつのもんを勃たせりゃいいんだ、簡単だろ？」

　やれと言うと少女は少し困惑した。蓮は沈黙している。自分が口出しする事で浮岳の怒りが少女に向かう事を恐れたからだろう。だが少女にはその気遣いなど無用の物だったらしい、早くしないと代わりにお前を甚振るぞと言ってやると、躊躇わず前へ出た。

「勃たせりゃいいのね」

「ああ」

　ゴクリと喉を鳴らし、少女が近付いていくと、蓮を固定している椅子の足受け部分が軽いモーター音と供に動き出す。キッチリ閉じられていた足は大きく開き、蓮の雄は否応なく外気に触れた。怯えのためか胎児のように蹲っている雄を、少女はこともなげに手で摘んだ。触れられた瞬間、蓮の背がビクンと震えた。口紅の塗りたくられた真っ赤な唇が近付いていくにつれ、蓮が緊張するのがわかる。

「どうだ、美人にしてもらう気分は？　悪くないだろ？」

「……」

「蓮？」

　返事を返さない蓮を問い詰めると、泣きそうな顔をした蓮は小さくはいと答えた。少女は思った通り、男が初めてではないらしい、巧みな舌使いで蓮を刺激する。蓮の反応が良くなってくると、硬度を持ちはじめた雄から口を離し、今度は掌全体で扱きだす。半勃ちになった雄の先端がひくひくと震え、尿道が物欲しげに収縮していた。

　少女は雄を手放さず、くにくにと刺激し続ける。蓮の口元が緩み、小さな息が漏れた。まだ薄桃色をした雄の先端は、赤子の肌のように痛々しくつるんとしていて、その口が収縮するたび半透明の粘液が滲み出す。

「気持ちいいだろ？　蓮？」

「……はい、いいです」

　蓮は泣きそうな声でいいと答える。いい声だ、いい顔だ、ぞくぞくする。その震える声を聞きながら、浮岳は自分の身体がむず痒い疼きを伴って、芯の芯まで熱くなるのを感じていた。だがもっとだ。もっともっと、恥辱に塗れた声が聞きたい、その時の顔が見たい。

　少女は滲み出した粘液を指先に受け、人差し指と親指で摘むようにして鈴口を刺激し続ける。その瞳にはサディスティックな光さえ宿って見えた。蓮には見るモノを凶行に走らせるなにかがあるらしい。

　それを見ているうちにだんだん面白くなくなってきた。蓮は自分のモノだ。白峰浮岳の玩具だ。それを勝手に使い、快楽に浸るのは許せない。浮岳は自分でやれと言いながら、少女の恍惚とした表情に怒りを覚え、後ろから襟首を捉まえて引き倒した。

「きゃっ……っ」

　床に倒れた少女はなにをするんだという顔で浮岳を見返す。その顔に腹が立ち、睨みつけた。だが、こんな女はもっと苦しめばいいと男たちへ合図を出そうとすると、椅子に固定された蓮がやめてくださいと叫んだ。

「私が変わりになります、その責めは私に……だからその娘はもう帰してやってください、お願いします」

「蓮……」

　お前は本当にわかっているのか？　この女はお前が庇ってやる必要などない、汚く小ずるい女だぞ？　ついさっきまで被害者面して震えていたくせに、立場が逆転した途端、もう搾取する側になろうとする。最低のクズだ。それでも庇うのか？　なぜだ？

　当然の顔をして蓮を甚振る女と、同じくらい当然の顔をして彼女を家に帰してやってくださいと言う蓮。そのために人身御供になる事も厭わないと彼は言う。それが無性に腹立たしい。理不尽さに苛々して、誰かを思い切り殴りたくなる。だが浮岳は人を殴った事がなかった。人を傷付けるのも甚振るのも、回りに侍る男たちにやらせ、自分で直接やる場合でも鞭や棍棒など、道具越しだ。素手で立ち向かい、打った事など一度もない。殴りたくても殴り方がわからない。苛々した。そして、この苛々は蓮の悲鳴でなければ消せないと気づいた。

「いいだろう、お前がそう言うなら、女は帰す」

　その言葉に、取り巻きの男たちは一瞬目を瞠った。なにか思惑があるにせよ、浮岳が他人の要求を聞いてやるなど考えられなかったからだ。当然裏はあるだろう、だがそれでも玩具の申し出に折れる浮岳を初めて見た。だがその驚愕は表に出せない。無表情を装い黙って控えていた。浮岳はざわめく男らに一瞥し、座り込んでいる少女に帰っていいぞと告げる。そうなると男らも動かなければならない。浮岳の命令は絶対で、さらに命令される前に、彼の思惑を察知し、先回りして動くのも努めのうちなのだ。座り込んだ少女の腕を引き、立ち上がらせると、有無を言わさず外へ放りだした。引き裂かれた衣服と取り落とした携帯、鞄も一緒に外へ放り出される。そしてようやく部屋の中にいるのが蓮と浮岳だけになる。取り巻きのボディガードたちは浮岳所有の道具のような物なので、数には数えない。二人きりだ。

　その時浮岳は、自分以外に、蓮を人間と数え、自分と二人と考えた事の重大性に、自ら気づく事はなかった。玩具に人間性などない。それを一人と数える事もない。それを一人と数え、二人きりだと感じた事自体おかしい。だがそれに気づかないまま、ただ欲望の赴くまま、自分が見たいと望むそれを見ようとした。

「さて、じゃあお前の希望通り、あの女でする筈だった遊びを始めようか」

　浮岳が楽しげに話しかけると、蓮は静かに、無感動な瞳ではいと答えた。その瞳の静けさに、どういう意味がこめられているのかはわからない。ただ蓮が、微塵も後悔していない事だけはわかった。

　蓮の真意が知れないまま、浮岳は前川の孫娘にする筈だった遊びの道具を取り出した。それは禍々しく黒々と光る巨大なバイブレーターだ。常人の男根よりもかなり大振りに作ってある。女性の膣は出産をする事もあり、慣らせば人の頭くらいは入るものらしいが、それでも普通はこのサイズを入れれば苦痛を伴うだろう。いきなり挿入すれば、傷つく事もあり得る。その苦痛に歪む顔を見て、いつかそれが快楽に変わり、身悶える姿を眺めるつもりだった。それを蓮で代用する。

　蓮には女性器はないので、当然使うのは尻だ。しかし尻孔は、本来排泄に使うモノであり、何かを入れるようには出来ていない。きちんと解さなければかなりの苦痛を伴う。それどころか、無理をすれば括約筋が切れ、始終排泄物を垂れ流すような、無様な身体になるかもしれない。そうなればそうなったで、その無様を思いきり嘲笑ってやるのも面白いが、蓮ではもう少し遊ぶつもりもあり、そう簡単に壊す訳にはいかない。このサイズのバイブレーターを突っ込むには少しは慣らして解す必要が生じる。浮岳はその役目を横に控えている武居に命じた。

「武居、解してやれ」

「……はい」

「少々無理をしてもイケるように、念入りにしてやれ、いいな？」

　念を押すと、武居は神妙な目ではいと答えた。蓮の蕾を、巨大バイブに堪えられるように慣らすには、念入りな愛撫が入用になる。前回、蓮を痛めつけた時から、蓮に同情的な感情を持つようになったらしい武居が、どうするのか見てみたかった。自分が所有する玩具に、特別な感情を持つ事は、許さない。だがあくまでもそ知らぬフリで尽くすというなら、その健気を見てやろうと思った。

　浮岳の監視を背に受け、武居は蓮の前に膝をついた。蓮が椅子に座る形で固定されているのだから、そうするのは当たり前だが、それはまるで姫君に傅く騎士のようだ。美しい衣を纏った蓮が、傅く武居を優雅に見下ろし、その足元に跪いた武居は禁忌を犯すまいと理性を振り絞りながら、その掌に口づけをする。そういう図を思い起こさせ、少しだけ不愉快になった。だが現実には、蓮は全裸で拷問用椅子に座らされ、みっともなく足を広げている。姫君ではなく玩具だ。奴隷ですらない。生き物としての権利を一切持たぬモノだ。それを愛でる事が出来るのは、玩具の持ち主である自分だけだ。それ以外のモノには感情を持って蓮を見る事すら許さない。

「どうした、早くしてやれ、遅くなると蓮の組の連中が心配して乗り込んでくるだろ」

「はい、今」

　意を決したように頷いた武居は、跪いた姿勢のまま、大きく広げさせられている蓮の両足内股へと手をかけた。開かされた足をさらに開くように少し押し、突き出された硬直に舌を這わせる。

「う……」

　その舌先が触れた時、蓮は小さな声を上げ、身を逸らした。武居は反射的に漏れた蓮の声を聞き、一瞬目線だけ上げて蓮を見つめる。そしてすぐに目を伏せ、愛液に濡れた括れ部分に舌を移動させた。まるで別の生き物のように器用に動く武居の舌は、括れを舐め、突き、そして徐々に全体を愛し始めた。足を窄められない蓮は、快感を逃がす事が出来ず、感じるままに息を洩らす。鈴口の先端は呼吸をするようにひくひくと孔を収縮させ、その度、透明な粘液が流れ出した。やがて蓮の雄は自身の排出する粘液でべっとりと濡れ、粘液は股間を通ってその後ろ、蕾部分まで濡らす。散々蓮の雄を舐めていた武居は、蕾が粘液で濡れる頃、ようやく顔を離した。

　そこで椅子の角度を調節するスイッチが入れられ、ゆっくりと背もたれが倒される。それと同時に座面も背もたれと反対の方向に折れていき、背面から座面までが簡易ベッドのように平らになる。足受け部分は背もたれに直角の角度を保ったままだったので、自然と大きく広げた足を上に掲げるような形になる。それは赤ん坊のオムツをかえる時に、仰向けに寝かせ、足を持ち上げた、あの格好によく似ていた。正面からは粘液塗れになり、てらてらと光る男性器と、その下にある蕾だけが見える形になる。

　一瞬息を詰めた武居は、流れ落ちる粘液を指に馴染ませてから、怯えて固くなっている蓮の蕾に触れた。その受け入れ具合を試すように指の腹でそっと押すと、蕾はそれを拒絶するように緊張する。そのまま押し入れれば痛みを伴う。傷をつける恐れもある。武居は蓮の緊張を解す為、左手の指で濡れている鈴口を緩々と撫で、それに乗じるように右手の中指で蕾の口を刺激し始めた。

「あ……ぁ」

　雄と蕾入り口を同時に攻められた蓮が喘ぐ。前回甚振った時は、蓮の内部が余りに酷く爛れていた為、中を弄る事はしなかったので、後ろを攻められるのは初めての筈だ。だからどうやってその感覚を逃がしていいのかわからないのだろう。襲い来る快感に戸惑いながら、堪えきれない吐息を洩らす。その健気で可愛らしい声を聞きながら、武居は作業に没頭していた。緩い刺激に耐え切れなくなった蕾が柔らかく収縮をする。その呼吸するような動きに合わせ、武居は細心の注意をはらい、中指を押し込んだ。

　つぷんと指が侵入した時、蓮はギクリと震え、硬直した。異質な物が入り込んで来た気持ちの悪さに固く緊張する。たぶん収縮して指を締め付けたのだろう、武居は口元を固く結び、ほんの少し眉を顰めた。だがそこでやめてはここまでの苦労が泡になる。蓮の緊張を宥めるように、内股を擦り、その締め付けが緩まるのを待った。

　やがて力が抜けてきたところで挿入させていた指を奥まで差しいれ、蓮の感じる所、前立腺部分を探す。しばらく彷徨った指先がその部分に当たると、蓮の身体が大きく跳ねた。そこに狙いを定め、刺激し続ける。擦られるたび、蓮は喘ぎ声をあげ、ビクビクと跳ねた。

　武居は努めて無表情を装いながらも、時々視線をあげ、チラチラと喘ぐ蓮の顔を見ていた。どうせ逃げられない運命なら、せめて苦痛ではなく快楽をとでも考えているのか、跳ねる蓮の胸と、逸らされた顔を確認するように何度も見つめ、熱心に中を解す。

「や……ぁ、ぁあっ！」

　諤々と震えた蓮が悲鳴にも似た声をあげる。だがその快感が絶調に達する一歩手前で、武居は指の動きを止め、出入り口付近まで引き抜いた。

「ぁ……ぁ、や」

　突然失われた快楽を惜しんで、蓮が落胆の声を上げる。それを見ながら武居は、快楽に慣れ、緩んでいた蕾へ、二本目の指を埋めた。先に挿入していた中指に沿わせるように埋め込まれた薬指で、さっきと同じ部分を擦る。忽ち襲って来た快楽に、蓮は身を捩った。二本の指で得られる快感は一本の時よりも大きいらしく、蓮はさっきよりもさらに大きく跳ね、啼き声を上げる。だがそれもまた、先ほどと同じで、快感に酔い、昇りつめ、達しそうになった瞬間、武居は刺激を止める。そしてまた同じように刺激を欲しがる蕾の中へ三本目の指を入れた。

　何度もそれを繰り返し、四本の指を受け入れた蓮の蕾、入り口へと最後の指、親指の腹を当てる。それが差し入れられる恐怖と期待で蓮の身体は大きく逸らされ、天井に向け突き上げられていた硬直がビクビクと震えた。しばらく様子を見るように入り口部分を撫でていた親指は、やがてゆっくりと進入していく。

「く……ぁ、あ」

　苦痛と快感の入り混じった声を上げ、蓮が硬直する。その背には脂汗が流れだし、緊張が頂点に達したのか、固く張り詰めていた雄の先端が震える。そして関を切ったように勢いよく、白濁が溢れ出した。

「はっ……ぁあ、ん」

　涙交じりの濡れた声が虚しく空中に投げ出され、蓮の雄が萎んでいく。だが武居の指を全部飲み込んだ蕾のほうは、まだ収縮を止めなかった。呼吸をするように、ひくひくと蠢いているのが見ていてもわかる。

　快感に負け果てた蓮は、目尻に薄っすらと涙を浮かべ、ほんのり上気した頬で呆然と天井を見ていた。その痛々しい顔を見つめる武居の顔にも、どこか苦悩の色が浮かんで見える。これは愛ある逢瀬ではなく、遊びだ。そして遊ぶのは自分ではない。思い切るように唇を固く結び、武居は蓮の中に埋めていた手を引き抜いた。

　これでだいぶ緩まった、もういけるだろう。ゆっくり立ち上がった武居は、浮岳に向き直り、済みましたと頭を下げる。

「ずいぶん時間をかけたな武居？」

「念入りにとの仰せでしたので、お遊びの最中に万が一にも壊れる事のないようにと、万全を尽くしました」

「そうか……まあいいだろう、じゃあここからが楽しい遊びだな」

「はい、どうぞ存分に……」

　感情を隠し、頭を下げる武居を、浮岳は忌々しく見つめた。

　白々しい、お前は蓮を独り占めしたかったんだ。誰にも渡したくないと願い、少しでも長く自分のモノにしておきたかったのだろう？　蓮に絆され、欲情して我を忘れた。そうじゃないのか？　浮岳は湧き上がる怒りのまま、手にしていた巨大バイブレーターで武居の顔を殴った。殴られた武居が床に倒れる。それを蹴飛ばして一瞥し、浮岳はようやく蓮の前に立つ。昇りつめ、果てた後の気だるく濡れた瞳が妖艶に映る。前回打ち据えた傷痕が消えたばかりの肌は、汗ばんでほんのりと赤く上気し、白濁を放った雄は、すでに項垂れ頭を垂れているが、自らの放った粘液に塗れ、厭らしく濡れていた。扇情的という言葉がぴったりだと思った。

「ずいぶんいい思いをしたな、武居は良かったか？」

　話しかけても、放心したように呆然としていた蓮は、すぐには返事を返さなかった。それがさらに苛立たしい。

「聞いてるのか蓮！　返事も出来ないくらい良かったのかって言ってんだぜ？」

「あ……はい、申し訳ありません」

「謝れとは言ってない、良かったのかと聞いてるんだ」

　はっとしたように瞳を上げ、慌てて答える蓮を睨んで、浮岳が問い詰める。蓮は泣きそうな声ではいと答えた。

「そうか、それはよかったな、喜べよ、これからもっと気持ちよくさせてやる」

「ありがとうございます」

　無感動な声で答える蓮の目には薄っすらと涙が浮かび、その痛々しさは哀れを誘う。浮岳は自分の自由に出来るその美しく健気な玩具を、情愛を持って見つめた。これほど心惹かれる玩具は他にはない。壊さぬように大事に扱ってやってもいい。そう思った。

　椅子によって固定され強制された蓮の剥き出しになった蕾と雄を見つめ、それが破壊され切り裂かれる様を思い描きながら、ゆっくりと近づく。武居に慣らされた蕾は潤んだまま僅かに口を開けている。そこに指を捻じ込みたい衝動を抑え、握り締めたバイブレーターでその口を擽る。蓮は僅かに身動ぎしながら息を飲む。それが突き入れられる事を覚悟し、堪えようと身構える顔を見つめながら、その望みのまま、巨根バイブを捻じ込んだ。

「ッ……ぁあっ！」

　覚悟していても、予想外のモノだったのだろう。バイブが突き立てられた瞬間、蓮は身体を大きく跳ねさせ、呻いた。その悲鳴を聞きながら、突き立てたバイブをさらに奥へと捻じ込んで行く。

　直腸の長さは通常時の膣より長く、奥行き的には余裕がある筈だが、幅はそうもいかない。その気になれば赤ん坊の頭ほどの大きさを通過させられる膣壁と違い、拡張するにしても限度はある。このサイズだとギリギリかもしれないなと頭の隅で考えながら、浮岳は突き入れたバイブのスイッチを入れた。

「う、ぁ、ああっ……っ！」

　内臓を抉り、削られるような振動に、蓮が悲鳴をあげる。だがそのおぞましさとは別に、武居に慣らされた蕾の奥は、それを快楽と捉えたらしい、本人の苦痛とは裏腹に、雄の証は蠢き張り詰めていく。

「そんなにいいのか？　こんなに濡らして……もっと欲しいんだろ、蓮？」

「は……やっ、ぁ」

　問いかけた言葉に返事はなかった。予想外の苦痛に頭が働かないのかもしれない。涙を滲ませた瞳を空中に投げ出すように見開き、ただ呻く。だが苦しそうな表情と正反対に張り詰め硬直した雄は、薄く血管を浮き上がらせて波打ち、湧き水のように溢れ出した粘液でべっとりと濡れた。

　さっきまでの気丈はどこへやら、涙を飛び散らせながら喘ぐ蓮は、これ以上なく淫らで艶やかだった。瞳に浮かぶ涙がいっそ滑稽に見えるくらい、厭らしく生々しい。赤々と煌く唇が大きく震え、形のいい眉が歪む。その悲鳴を聞きながら、浮岳も暫し見入った。しかしこれは玩具、自分の持ち物だ。所有者の問いに答えないというのは躾けが出来ていないという事になり、面白くない。そう思ってもう一度声をかけてみたが、やはり返事はかえって来なかった。だがそれでは自分の独り相撲のようで、腹が立つ。浮岳はただ呻く事しか出来ない蓮になんとか返事をさせようと、突き入れてある巨根バイブで、ぐりぐりと内壁を抉るように揺さぶった。

「ぅぁああっ……っ」

　内蔵を貫く勢いで掻き混ぜられた蓮は、その苦痛に身体を硬直させ、泣き叫ぶ。返事をするどころかそのまま気を失いそうだ。

「チッ」

　これでは話も出来ない。浮岳は仕方なくバイブのスイッチを切った。振動が途絶えた事で悲鳴は止んだが、まだすすり泣くような呻き声が消えない。挿入前に、散々慣らしてやったので、そんなに鋭い痛みはない筈だが、蓮の身体はその痛みに震え、流れる涙は止まらない。意識さえも戻りそうもない。ほとんどパニック状態のようだ。

　人の痛覚というのは面白い物だ。実際の痛みより、恐怖による痛みのほうが遥かに痛いと感じる事があるらしい。おそらく初めてなのだろう蓮には、異物の侵入だけでもパニックを起こすほどの激痛に感じるのだろう。壊すつもりならそれでもその崩壊を楽しめるのだろうが、まだ壊したくない。あの生意気な声が聞きたい。

　ほとんど無意識に、浮岳は蓮の内部に食い込む禍々しい異物を引き抜いていた。

　ずるりと、粘つく体液を引き摺りながら、黒光りするバイブが抜き出される。異物を吐き出した蕾は、赤く爛れ、気のせいか薄く血が滲んで見えた。

　血の華だ。

　白い肌に点々と散る血痕の華を想像し、浮岳は身体が熱くなるのを感じていた。

　この綺麗な人形を壊したい。自らの流した血で、その胸に入墨をしてやりたい。二度と消えない染みをつけてやりたい。両刃のナイフで腹を裂き、グチャグチャに掻き混ぜてやりたい。

　壊したい。

　凶暴な衝動が浮岳を攻める。だがそれを実行に移す気はさらさらなかった。

　この玩具は壊さない。

　それは理由の思いつかない根強い感情だった。




「蓮……」

　異物が取り除かれた事で、ようやく落ち着いてきた呼吸を、ぼんやりと見つめながら、浮岳は小さく、呟くように声をかけた。しかし蓮の動揺は激しく、すぐには返事が返ってこない。はあはあと荒い呼吸が繰り返され、それが徐々に浅い呼吸に変わってくる様子を、浮岳はただ見ていた。

　波打つ胸に滲む汗の粒が、死法堂の小さな窓から差し込む月明かりに光る。その胸に捺された小さな印章は最初の日に浮岳が付けた所有の証だ。その印すら蓮を彩るアクセサリーのようで、放心したように瞳を見開いたままの蓮は、その無様な姿を押しても、美しかった。

「……蓮」

　まるで恋しい人の名を呼ぶように、この世でただ一人の愛する者の名を呼ぶように、浮岳は蓮が返事を返せるようになるまで、その名を呼び続けた。

「蓮、俺の声が聞こえないのか？　さっさと返事をしろ」

「……ぁ」

　何度目かの問いかけに、蓮はようやく答えた。まだ瞳には霞がかかったままだが、それでもぼんやりとながら、浮岳を見返してきた。その視線を肌に感じ、胸が震える。泣きだしそうな衝動に戸惑いながら、浮岳は拳を握り締める。ほんの一瞬、心が逸った。

「ようやく正気にかえったか？　どうだ、気分は？　楽しめたか？」

「はい、いいえ、申し訳ありません……よく、覚えていません……」

　力なく、それでも気丈に、蓮は答えた。だが自らの身に起きた事実を把握し、消化するにはまだ時間がかかるのだろう、瞳は虚空を見つめたままだった。

「覚えてないか、それだけ良かったって事か、仕方ねえな」

　自分の心臓の音が、自分でも聞こえるほど激しく脈打っているのを感じながら、浮岳はその奇妙な鼓動の乱れを、あえて無視した。こんな事は初めてだ。この奇妙な胸騒ぎはなんだろう？　ふと頭の隅に浮かんだその疑問も黙殺した。ただ声が聞きたい。悲鳴はもちろんだが、自分の問いかけに蓮が答えないなどというのは我慢できない。いついかなる時でも、自分が話しかければ答える。そうでなければならない。それでこそ、大事に出来る玩具という物だ。

「しかし、あんまり良過ぎてこっちの話も聞けないようじゃ困るな、蓮？」

「申し訳ありません……」

　心にもない謝罪を無表情の面で返す蓮を見つめ、浮岳の心もようやく落ち着いてきた。この健気がいいのだ。これでなければ面白くない。

「まあいいさ、少し楽にしてやるよ、ありがたく思え？」

　急いてはいけない。この玩具で長く楽しむには、順序がいるのだ。少しずつ、慣らしていこう。引き裂き壊すのは最後の最後、飽きて捨てる時だ。

　浮岳は、蓮を拘束していた金具を外すように男たちに言いつけ、自分は再びベッドの上に座り込んだ。枷を外された蓮は、はたしてそのまま椅子を降りていいものかと戸惑いながら浮岳を見返す。いちいちお伺いをたてるところが可愛いなと悦に入り、浮岳も機嫌よく頷いた。

「ありがとうございます」

「ありがたいか？　そうか、よかったな」

「はい」

　これで解放されると思ったのか、蓮の表情が緩む。だがそれは甘いというモノだ。浮岳は面白くて仕方がないというように笑った。その笑い声を蓮が訝しげに見つめる。そして、そう言われた蓮がどう反応するのかを想像しながら、床に落ちている巨根バイブを指差す。

「そいつをとれ」

「……え？」

「他人にしてもらうのもいいが、行き届かない所もあって面白くないだろ？　今度は自分で入れてみな」

　さすがにそんな事を言われるとは想像していなかったのだろう、蓮は絶句し、恐れを抱いた瞳でその凶器を見つめていた。

「どうした？　早くやれよ、遠慮はいらないぜ？」

　促す声にも反応を示さず、言葉は右から左のようだ。その動揺は面白いが、返事をしないのは困る。ベッドから立ち上がった浮岳は、蓮の近くまで歩み寄り、呆然とする瞳を覗き込んだ。それまでそんな汚らしい世界を見た事がなかったのだろう瞳は、さっきまで流れていた涙に洗われ、蒼玉のように美しい。穢れをしらない無垢というものが、生まれたての赤ん坊以外にも持ち得ると、思わざるを得なかった。

「俺の言う事が聞けないか？　まあどうしてもやりたくないというなら、やらないでもいいぜ？」

「……ぇ？」

　やらなくていいと言うと、蓮は信じられないというように救いを求めた瞳を上げた。彼にしてみれば、浮岳に温情をかけてもらえるとは思えないのだろう。当たり前だ、実際浮岳も、温情でそう言った訳ではない。それはよりいっそう蓮を苦しめる為だ。

「お前がやらないというならそれでいい、元々お前にさせる気じゃなかったんだ、させるべき奴にやらせるさ、そのほうが面白い、お前も見たいだろ？」

「それは……」

　親しげに肩を抱き、耳元で囁くと、蓮はその意味をすぐに察したらしい。顔色を変えた。

　利口な奴……いや、バカな奴だ。知らぬふりをすれば自分は楽が出来るというのに、気付いてしまう。自分が拒否すれば、さっき解放された筈の少女が再び囚われ、自分の代わりに責められるとわかってしまう。それがわかったとしても、知らん顔をする事は出来る。今からでも浮岳に許しを乞い、共に少女を責める側に回る事が出来る。女を弄る事が好きでなくとも、それで自分は助かる。それは利口な蓮ならわかる筈だ。そうすればいい。

　いつまでも綺麗なままでいられると思ったら大間違いだ。自分だって薄汚い世界に生まれたのだ、身も心も、性根も腐り果てている。今更綺麗な世界を求めても、その身に染み付いた汚れた血は拭えない。お前も極道の家に生まれ、そこに生きるしかないのなら、腹をくくれ。それが出来るなら横に立たせてやってもいい。浮岳は半ば本気でそう思っていた。蓮が自分と同じ場所まで這いずって来るなら、共に……。

「着ていいぜ、自分で引き連れて来いよ、あの女を探し出して連れ戻して来な、そうすりゃお前は自由だ、いい話だろ？」

　床に落ちている衣服を示し、それを着て女を連れ戻して来いと唆す。ここまでくれば、大抵の者は陥落する。誰だって自分が可愛い、どんなに善人面していても、最後の最後で自分を庇う。身を守るのは人間の本能であり、決して恥ではない。当たり前の反応だ。だから当然蓮もそうすると思っていた。お前は充分堪えた、もういいだろう。今寝返ったとしても、誰もお前を責めはしない。だからそうすればいい。そして俺の隣に来いと願った。

　だが蓮は、蒼白の顔で息を呑み、床に投げ捨ててある衣服ではなく、その横に投げ出されてあるバイブのほうを手に取った。そして殆ど無意識のように、片方の手で左耳に輝くルビーのピアスに触れる。そのまま暫く沈黙していた蓮は、やがておもむろに口を開いた。

「これを、入れればいいのですね……」

「蓮……」

　決意を秘めた瞳でそう呟いた蓮を、浮岳は唖然と見つめた。その顔からは、さっきまでの怯えは消え、無風の湖面のように静かで冷たい目をしていた。

「おっしゃる通りにします、その代わりお願いします……もう、あの少女には手を出さないでください、浮岳さんの玩具は私だけにしてください」

　黒光りする卑猥な凶器を握り締めたまま、蓮はお願いしますと頭を下げた。その姿を見つめ、頭の中が真っ白になる。

　なぜだ？

　なぜそれほどまでにして、あの女を庇う？　あの女はお前が庇ってやるような価値のある人間じゃないぞ？　ここを離れれば、自分こそが他人を貶める加害者にだってなるような、そんな下賎でくだらない女だ。それをなぜ庇うのだ？

　それが浮岳にはどうしても理解出来なかった。自分を貶め辱める凶器を握り、全裸で佇む蓮が、なぜかとても気高く神々しくさえ見える。

――この犠牲を見よ。

　その時浮かんだフレーズは、荒れ続ける浮岳を改心させようと、中学時代の担任が見せた、ピエタ像に添えられていた言葉だった。蓮にはあのピエタ像のように、キリストを支えてくれていたマリアもいない。ただ一人だ。それでもそうと見えたのは、蓮の中にマリアもキリストも混在しているからかもしれない。別に宗教の話しではない。マリアが菩薩でもいいのだ。つまりは彼の意識の中に、全ての人を救い護りたいという思いだけがあるという事だ。

　だがそれを認める訳にはいかない。そんな事を認めれば自分の生きてきた二十五年が嘘になってしまう。この世に絶対的正義など存在しない。神もいなければ愛も存在しない。あるのは欲と妄執だけだ。人は自分のために行動し、自分のために近しい人すら簡単に裏切る。正義漢ぶってみせるのも、正論を振り翳すのも、すべては自分が正しいと鼓舞する為、自分を優位な場所へ持っていくためだ。無償の愛情などどこにも存在しない。たとえ親でも、子でも、全ての人間は自分のためにだけ生きているのだ。蓮の行動にだってきっとそういう裏がある。必ずだ。そう信じた浮岳は、冷たく蔑んだ瞳で蓮を見つめ、また背後のベッドへと腰掛けた。

「そうか、お前はそういうオモチャが好きなのか、どうしようもない変態だな、呆れるぜ」

「恐れ入ります……」

　哀しみを秘めた瞳を伏せ、蓮は小さく呟いた。そんなしおらしい素振りさえ、苛立たしく見えた。あくまで自分は違うと言うのなら、それを証明して見せろ。お前が認めるまで、いくらでも苛んでやる。いつか堪え切れず、狂うとしても、絶対にやめてやらない。

　それは、いつものくだらない退屈な遊びではなく、執念だった。浮岳の中に初めて生まれた妄執の名を、もしかしたら人は嫉妬と呼ぶのかもしれない。だがその感情の持っていく先もわからず、それが嫉妬である事さえも、気づく事は出来なかった。

「いいさ、さっさとやれよ、ここで見ててやる」

「はい」

「お前の晴れ姿は綺麗にビデオに収めてやるよ、こっちによく見えるように尻を開いて見せるんだぞ」

　思い切り侮蔑をこめてそう告げても、蓮は動じることなく、はいと小さく頷くだけだった。そしてはやくやれと促す浮岳と、そこに連なる男たちの前で足を開き、禍々しく低俗な性具、巨根バイブレーターを自ら受け入れて見せた。

　バイブレーターを深く挿入したまま、自らを扱いてみせ、淫らに喘ぎながら白濁を放った蓮は、力尽きたのか、そのまま死法堂の床に倒れた。気を失った蓮の蕾に突き入れられている性具は、それでも無機質な振動を続ける。その姿は、壊れてなお動こうとするリモコン人形のようで、背中が寒くなった。

　なぜやったのだ？　お前には逃げ道があった筈だ。それなのに、なぜ逃げなかった？　本当にそれが好きな変態だというなら話はわかる。だがお前はそんなモノではない筈だ。ではなぜしてみせる？　あの女のためか？　自分のためか？　それともまさか俺のために……？

　そんな事はあり得ないと頭で思いながら、心が期待した。もしかしたら蓮は、自分のために、自分を喜ばせるために、自ら堕ちてみせたのかもしれない。自分が彼を特別と思ったように、彼も自分を特別と思い、尽くそうとしているのかもしれない。立場上、お互いに思いを打ち明け合う事は出来ない。だからこんな形で自分に愛情を示そうとしているのではないのか？

　他人から言わせれば、それは自分勝手で、あり得ないほど甘ったるい妄想だ。だがそれが真実なのかもしれない。なぜなら、浮岳が別の玩具で遊ぼうとするたび、蓮がその身代わりを申し出るようになったからだ。それは自分以外の誰にも触れないでくださいと言われているようで、蓮が自分を愛している証拠に思えた。




――蓮は、自分を愛している。




　浮岳の中に、拭えない刷り込みが入り込んだ。











　＊＊＊




　それから数日後、蓮の父親、鷲尾会会長、高塔力が脳溢血で倒れた。そしてさらにその二ヵ月後、意識の戻らぬまま他界、蓮は十八にして鷲尾会の会長を襲名する事となった。




　十八歳という、若いというには本当に若過ぎる子どもが会長に就任するという事態を、古参の構成員が良しとする筈もなく、古株の男たちは悉く組を抜けていった。蓮はその男らに僅かながらも、退職金という名の土産を持たせ、次の居場所への橋渡しまでしたらしい。普通、いかなる理由があろうとも、いったん盃をうけた組から抜けるという場合、私刑が通説だ。なんの咎めもうけず、それどころか退職金まで受け取って移籍するなど聞いた事がない、あり得ない。だが蓮はそのあり得ない事を平然とやった。金がもらえる上、先の見込めない組から抜ける事が出来る。そう知って揺らがない者は少ないだろう。案の定、蓮の率いる鷲尾会は構成員の六割近くを失い、大打撃を受けた。

　馬鹿な奴だとつくづく思った。同時に失望もした。あの日見たあの輝きはなんだったのか？　精神の内側を擽る歴然とした輝きと、圧倒的な存在感、それを特別と信じた自分さえ大馬鹿に思えて腹立たしくなった。すべては錯覚だったのだ。所詮子ども、そんな大それた存在ではなかったのだ。馬鹿馬鹿しい、もっと早く壊しておけばよかった。そうとさえ思った。

　だが関連組織の長代理として蓮の会長襲名式へ赴いた浮岳は、その考えが間違いだったと悟った。構成員の六割強を失った鷲尾会は、十八歳の会長の元に居残る事を選んだ比較的若い兵と、蓮が自ら引き抜いて来た若者たちが揃い踏み、まったく新しい組になっていた。

　上は四十八歳、最年少は十六歳、構成員の半数以上が十代から二十代前半という、まるで子どもの遊びのような組だと回りは揶揄したが、実際会ってみればわかる。その兵たちはただの子どもではない。一人ひとりが名だたる組織の長であっても不思議ではないなにかを、その眼光に秘めていた。

　蓮はこれを狙っていたのだ。

　所詮子どもの遊びですと言い放った学園制覇は、その中から真に使える人材を見出すためだったに違いない。それに気づいた時浮岳は、蓮の傍に侍る男たちに嫉妬した。なんの疑いもなく、蓮を支え護り、そして彼の望む世界を作る為、命をも捨てる覚悟のある男たち。そこに自分がいない事を悔しいと思った。なぜそんな事を考えたのかわからない。蓮は奴隷ですらないただの玩具だ。その玩具の横に立ち、同じ方向を見る事を夢見た。それが信じられない。浮岳は、自分にそんな事を考えさせた蓮を憎らしく思い、そしてそれ以上に、彼の周りにいる男たちを憎んだ。




　苛々しながら参列した襲名式の会場で、初めて見たその連中は異様に若く、他の親分衆も一様に驚いていた。それぞれに小さくはない組織の長であり、常日頃簡単に動揺するような柔な神経ではない老人たちが、ざわめく。

　正面には黒い和服姿の蓮が座し、その背後にいつも彼に付き添ってくる須崎がいた。その横に跡部、そしてもう一人、初めて見る強面がいた。ボサボサ頭で眠そうな目をしていたが、その面構えには迫力があり、初見ながら只者ではないと感じさせる。そいつは今回の目玉、並居るベテラン極道を乗り越え、いきなり鷲尾会会長補佐に就任した男、蓮の親友、柳原薙やなぎはらなぎだった。

　柳原は時々、須崎をも通り越し、蓮の横に来ては耳元でなにか囁く。その度蓮は戸惑い、時には頬を染めた。そいつが蓮のピアスに触れると、蓮はビクリと震え、まるで少女のように可愛らしく俯く。そいつが近寄る度、うろたえたり赤面したりと、まるで思春期の少女のようだった。蓮のそんな顔は、初めて見た。それがとても新鮮で意外な気がしたが、同時に腹が立つ。あれは自分の玩具だ。自由意志など許した覚えはない。ましてあんな顔を他人に見せるなど許可してない。

　おそらく、あの男は、蓮のピアスの送り主だ。

　それは確信を持った閃きだった。

　蓮が頼るモノ、蓮が縋るモノ。なにがあっても受け入れようとする彼の、最後の砦があのピアスなのだ。唯一心を許した友に貰ったピアス。それをより所に、蓮は全てを堪える気でいる……そうと気づいた時、浮岳は蓮が自分を裏切ったのだと思った。

　お前は俺のモノだ、俺だけを見て、俺だけに縋る、俺だけの玩具だ。お前が愛し、心を捧げていいのは白峰浮岳ただ一人の筈だ。他を見るのは許さない。

　時に、偶像崇拝が人の精神に大きな影響を及ぼす事は知られている。だが所詮は偶像、気のせいでしかない。その偶像だけで、どこまで堪えられる気だろう？　いつくじけるのか、いつ堪え切れなくなるのか。それを見極めたい。化けの皮を剥いでやる。それは浮岳の新たなる原動力になった。




　だが構成員の平均年齢が一気に下がった蓮の組は内外のあちこちから侮られ、突き上げられていた。風あたりはきついどころではなく、舐められないようにするのが精一杯なのだろう。当然その間、さすがの蓮もなかなか浮岳の呼び出しに応じはしなかった。なんやかやと理由をつけては三度に一度は断る。それも浮岳が文句を言えないような正当な理由を突き出しての拒否で、どうにもならない。

　そして、蓮の率いる鷲尾会が、元居た地位を取り戻し、それ以上の地位を手に入れたのは、蓮の会長襲名から二年後、浮岳は二十七歳、蓮は二十歳になっていた。




　ようやく遊べる。心置きなく甚振る事が出来る。浮岳は待ちに待ったその時間を思う存分楽しんだ。蓮がもう嫌だと放り出すまで、あんな熊のような男が捧げたピアスなど、なんの役にもたたないとわかるまで、何度も責め続ける。だがそれだけ耐え難い日々の中でも、蓮は自分の知る限り、見える限りの者を救おうと、手を差し伸べ続けた。その者の変わりに自分をと、何度も頭を下げ、自ら恥辱の海に沈む。それまでの戸惑いと恐怖の入り混じった怯えた視線は陰を潜め、冷たく凍てついた瞳で、ただ淡々と浮岳の要求を呑み、どんな暴力にも恥辱にも、臆する事なく無抵抗を貫いた。あの襲名式の時に見たさえない男にもらったピアスだけをより所に、進んで汚物の中へ沈む。

　蓮がなぜ、自分とは無関係のロクデナシどもを庇い、救おうとするのか、その理由がどうしても思い当たらなかった浮岳は、ムキになって蓮を責めた。他人を助けるために自ら苦痛を望む、そんな人間はいない。もしいるとしたら、その行動には必ず裏がある。その裏を見つけようと、執拗に痛めつけた。だが何度繰り返しても、どう責めても、その裏が見えてこない。冷えた面のまま、あらゆる仕打ちに、蓮はただ堪え続けた。それを見続けるうち、徐々に浮岳の信念も揺らぎ始める。

　もしかしたら、こいつは本当に違うのではないのか？

　違う……？

　何と違う？

　なにも違わない。

　人はみな自分のためだけに動くのだ。例外はない。

　例外はない。

　ある筈がない。











　＊＊＊




待ち焦がれた楽しい時間は、そう長くは続かなかった。蓮の会長襲名から数えて四年後、今度は白峰会を統率し、実質上関東以北の極道を束ねていた浮岳の祖父が頓死したのだ。

　父はとうになく、身内以外は信用していなかった祖父は、後継者に浮岳を指名していた。つまり浮岳は若干二十九にして、東日本全土の極道を仕切る組織のトップに立たなければならなくなったのだ。

　本来なら、それは望ましく待ち望んだ地位の筈だった。小煩くあれこれと命令するジジイがいなくなる。それだけ考えれば大歓迎だ。しかし、それと巨大組織を仕切る事はまるで違う。そんな自信はなかった。それでもやらなければならない。その重責に押し潰されそうな気がした。




「だめだ……ダメだ、誰も信用出来ない、誰もっ！」

　広い屋敷の大きな部屋の隅に蹲り、浮岳は喚き散らした。

　忌々しいジジイではあったが、ジジイがいたからこそ今まで好き勝手が出来たのだ。反乱分子も不心得者も、ジジイがいたからこそ恐れをなし、黙っていた。ジジイがいなくなれば自分などただの青二才、敬いも恐れもしないだろう。奴らの天下だ。今はまだ大人しくしている連中も、ジジイの四十九日が過ぎれば正体を現す。役に立たない形だけの後継者など蹴散らしてやると、乗り込んでくるかもしれない。

　白い玉砂利の敷き詰められた中庭に引きずり出され、裸の銃を突きつけられ、臆病者の役立たずと罵られながら血反吐を吐くのだ。鉛玉が全身を貫き、脳髄を破壊し、自らの脳漿が撒き散らされた冷たい石の上に、血塗れの身体を横たえるのだ。

　それが報いか？　今まで好き勝手してきた自分の、それが最後なのか？

　嫌だ。

　嫌だ、嫌だ、嫌だ。

　死にたくない。

　部屋の隅で震えていた浮岳は、恐怖に怯えながら、脳裏に浮かぶ、美しく気高い横顔に見蕩れていた。辱め、痛めつけるほどに光り輝いていく彼。地獄の鬼を飼い慣らし、毅然と修羅の道を歩く、美しき黄金龍。

　高塔蓮。

　なぜ、彼は立っていられるのだろう？　彼が組を継いだのは自分よりもずっと若い、たった十八歳の子どもと呼べる歳だった。彼は怯えなかったのだろうか？　怖くはなかったのか？　それまで自分に傅いてきた連中だって、本当に従っているのは父親のほうだと知っていた筈だ。そいつらを率いる軍団のトップに立つという事が、どういうことなのか、わからないほど馬鹿ではないだろう。それでもなお、やろうとしたのはなぜだ？　あの襲名劇の裏でひと騒動あったのは周知の事実。歳若い、少年の域を出ていない子どもが組を仕切る事を認めない古参幹部の中には蓮を殺そうと本気で企むモノもいたくらいだ。だが蓮はその全てを悉く退け、切り捨てるかと思いきや、そいつらに持参金まで持たせてお咎めなしで組み抜けさせた。あとを追うモノが出ることはわかりきっていただろう。それでもその道を選んだのはなぜだ？　いつしか組を纏め上げ、元の地位を取り戻した蓮と、蓮の率いる鷲尾会は、若いながらも、今やどこからも一目置かれる組へと成長した。客観的にみても、父親の代より大きくなっただろう。この短期間に、それを成し遂げた彼の原動力はどこにある？　自分にはない、何かが、彼にはあるというのか？　ではその何かとはなんだ？

　部屋の隅で震えながら考え続けた浮岳は、ある結論に達した。




――全部蓮にやらせればいいんだ。




　自分にない何かを、蓮が持っているとして、それが何だというのだろう？　蓮は自分の玩具、生かすも殺すも自分次第の所有物なのだ。所有物が優れているという事は、すなわちその持ち主が優れているという事だ。

「クッ、クッ」

　自分の思いつきに浮かれ、浮岳は笑った。面倒な事は全て蓮にやらせよう。もしもその過程で蓮が壊れたとしても、それはそいつがクズだっただけだ。自分は傷つかない。手を下したのが蓮なら、憎まれるのも追われるのも蓮という事になる。ますます好都合ではないか。大きく高笑いをした浮岳は、その思いつきのまま、蓮のいる鷲尾会へと連絡を入れた。




――白峰浮岳に反目するモノ、その全てを処分せよ。




「遅い！」




　すぐに来いと連絡を入れ、はいわかりましたと答えたはずの蓮が、浮岳の待つ屋敷についたのは、その日の夕刻近くになってからだった。縁側に胡坐を組んで座り込み、苛々しながら待っていた浮岳は、ようやくやって来た蓮に怒鳴った。蓮は表情一つ動かさず、申し訳ありませんと頭を下げる。

　この四年で、蓮はあきらかに変わった。以前は多少の動揺も見せたが、今やなにがあっても眉一つ動かさない。全裸で這い蹲らせ、排泄口に玩具を突き立てられても、有刺鉄線で死ぬほどに打ち据えられても、仮面のように凍りついた表情を変える事なく、まるで機械人形のように従った。抵抗しない相手を甚振っても面白くない。だから啼けと命じれば、存分に善がって見せたが、それもそれきりの事だ。その時間が過ぎれば、何事もなかったように、凛とした高潔な表情で屋敷を後にした。その顔を見るたびに、胸が焼け付いた。

　蓮は自分を見ていない。

　そう思い知らされているようで、さらに酷く弄りたくなる。焼け付く衝動に任せ、年々酷くなる浮岳の責めに、蓮は異常なほど素直に従った。命じられるまま傷つき、啼き続け、その従順さは、なお更浮岳を苛立たせた。

――俺を見ろ！

――ちゃんと目を明けて俺だけを見ろ！

　心の叫びと得体の知れない焦りに追い立てられ、その不安を取り除こうと、浮岳は夢中になって蓮を責めた。それでも蓮の瞳が自分を映す事はなく、ただ虚しさと焦燥感だけが雪のように降り積もる。責めれば責めるほど、蓮との距離は遠くなる。その変わらない表情を見るたびに、まるで責められているのは自分のような気さえした。




「遅くなりました、申し訳ありません」




　すぐに来いと申し付けた電話口では、うろたえ、声を震わせていたという蓮は、苦悩の気配など露ほども見せず、鉄仮面のように動かぬ表情で、頭を下げた。その後ろには、三人の男が控えている。一人はいつも蓮についてくる若い方、跡部だ。だが後の二人は初めて見る。誰だろう、まだ若そうだなと視線を送ると、それに気付いたらしい蓮は、早々に二人を紹介した。

「これはうちの若中頭、土屋芳雄つちやよしおと、舎弟頭補佐の京極真咲きょうごくまさきです、見知りおきください」

　紹介された二人が改めて名を名乗り、よろしくお願いしますと頭を下げる。その動作を見ながら、浮岳はようやくに思い当たった。蓮の会長襲名式の時、鷲尾会へ出向いた時に見かけた幾人かの若集のなかにいた連中だ。鷲尾会の構成員の三分の一は、蓮が高校時代に制覇したそれぞれの学園の、長と副長だと聞いている。つまり、この土屋と京極も蓮とたいして変わらぬ年齢なのだろう。

　土屋と紹介された男は、広い額に見事な剃り込みが入っていて、顔も身体もなかなか迫力がある。長ランでも着せれば似合いそうな風体だ。これで蓮と同年齢だなどと言われると嘘をつけと言いたくなる。それでもたかだか二十二歳、所詮は学生上がりだ、真一文字に閉じた唇に経験不足が出ている。だがこの年齢とすればなかなかのモノだろう。そこらの俄か極道ではなさそうだった。

　そしてもう一人、京極と呼ばれた男のほうは、細身でなかなかの美形だった。蓮とはまた少し違う、神経質でプライドの高そうな雰囲気で、いかにも頭脳派といった風情が面白い。弄ってやったらいい声で啼きそうだなと思うとさらに愉快になる。しかし今はまず蓮だ。

　三人の若い男を従えた蓮をジロジロと眺め、浮岳はゆっくり縁側から下りた。

「来い」

　顎をしゃくるようにして付いて来いと命じると、連は僅かに目を細め、いい加減にしろとでも言いたげに顔を顰めた。だがすぐに無表情に戻り、後ろの三人へ自分が戻るまで適当にしていろと言い残して歩き出す。跡部は去っていく蓮の背に一礼し、土屋と京極を連れていつも通される控え室へ向かった。それを目の端で確認しながら死法堂へ入る。

「脱げよ」

　ここ暫く蓮を甚振っていなかったので、浮岳としても少々急いていた。しなければならない事は山積みだが、それよりも先に血が見たい。とりすました蓮の白い肌に綺麗な模様を浮かび上がらせる血の筋が見たい。

　脱げと言われた蓮は、不愉快そうに一瞬だけピクリと眉を動かしたが、反論はなく、無表情に上着を脱ぎ始める。その日はボディガードを連れて来なかったので、死法堂に二人きりだ。その秘密の空間で、浮岳は存分に蓮の肌を眺めた。胸に、背中に、無数に奔る鞭の痕は、治りかけ、だいぶ薄くなってきている。遠目にはわからない程度までは綺麗になったようだ。これなら鞭打つのも楽しいだろう。やはり血は白く美しい肌にこそよく映える。さて、どこを打ってやろうかと考えながら、ふと、胸の中心部分にある焼印に目が留まった。その痕をそっと撫でる。 

「だいぶ薄くなったな」

　直径一センチ強のその焼印は、白峰の家紋、分銅を模してあり、連合の、即ち白峰浮岳の所有物である印だ。捺してやったのは蓮が十七歳の時だった。五年の年月でだいぶ薄くなったようだ。どうやら新陳代謝はいい方らしい。浮岳は焼印の捺してある蓮の胸から身体全体を舐めるように眺め、またその印に指先を押し当てる。

「この印のように、お前の忠誠心も薄くなると困るな、もう一度捺しておこうか？　今度はもう少し目立つヤツを……」

　獲物を見つけた蛇のような目で囁きかけても、蓮は返事をしなかった。どうぞとも、嫌だとも言わない。なにか言えばそれだけ浮岳の可虐心を煽るだけとわかっているからだろう。反応を極力抑え、余計な刺激はしない。本当に利口な玩具だ。

　だが、ただ黙って言いなりになっているかのように見せて、なにか企んでいるのに違いない。どうせ自分の事など馬鹿にし、早く死ねばいいのにとでも思っているのだろうが、そうはいかない。自分は死なないし、蓮を自由にもさせない。絶対にだ。

　こんな美しい玩具は世界に一つしかない。蓮を甚振り続けた五年の間、蓮以上の品は見出せなかったし、それどころか蓮を手に入れる前の他の玩具がどんな顔をしていたのかさえ覚えていない。新しい玩具を求めるたび、蓮はその者の変わりにぜひ自分をと言ってきた。どんな惨い仕打ちがその後に待っていると知っても、どうぞ私を変わりにと頭を下げた。変態と罵り、マゾで淫乱な肉便器と馬鹿にしてやっても、その通りですと答え、甚振るたび、ありがとうございますと頭を下げる。だがその表情はあくまでも冷たいまま、殆ど声すら震わせなかった。それが酷く健気に見えて、浮岳はまるで中毒患者のように蓮だけを甚振り、犯して来た。そして気づけば浮岳の傍には蓮しかいなくなっていた。

　蓮だけが自分のモノだ。

　自分だけが蓮を所有する権利を持っている。

　それだけを考え、それに固執した。

　信じられるモノは蓮しかいないと、思いこみ、蓮がいなくなれば自分すら消えてしまうかのような、強迫観念さえ覚えた。そしてその渇きは、全て、蓮の血と悲鳴で癒した。蓮は自分のモノだ。自分の問いかけに返事をしないというのは許さない。ふと苛立ちを覚えた浮岳は、唇を寄せ、蓮の左乳首に噛み付いた。

「ッ……っ！」

　顔を顰める蓮と、微かに滲んだ血を見て、機嫌が浮上してくる。やはりこうでなくてはいけないと、浮岳は笑った。

　しかし、夢見るように唇を歪める浮岳に、やはり蓮は一言も返さない。あまり無反応だと馬鹿にされているような気がしてくる。もっと苦痛に歪む顔が見たい。屈辱に震える声が聞きたい。何をすれば、なんと言えば彼は動揺するだろう？　暫く無言で考え、そして思いついた。蓮は、自分が痛めつけられるより、他人が傷付くのを見るのを嫌がる。それがなんの罪もない人間や、親しい者ならなお更だ。つまり……。

「なあ、蓮？　さっきの奴、京極と言ったか？　あいつ、なかなか美形だな」

　そう話すと、蓮は初めて顔色を変えた。効果覿面、なりふり構わないとはこの事だろう。さっきまでの無表情はどこへやら、一転して浮岳に縋る。

「あいつ等には手を出さないでください」

　自分の手を握り、懇願するように縋りついてくる蓮を見つめ、浮岳はようやく満足した。いくら苛めても啼かない玩具では面白みがない、存分に啼いてみせろとベッドへ誘う。蓮は蒼白の顔で黙って従い、全裸でベッドの上へ四つ這いになった。その背中に軽く鞭を当て、浮岳は恍惚と語る。

「だったら、その分もお前が楽しませろよ……蓮？」

　先端に熊の顔ような造形を模した性具にハス芋のエキスを塗りたくりながら囁きかけると、賢い蓮は静かに頷いた。

「はい、存分に……」

　素直な返事に満足し、その行為に似合わぬ神妙な顔で、浮岳は醜く卑猥な性具を握り締める。そして剥き出しにされた蕾へと突き刺した。それが突き入れられる瞬間、蓮は、僅かに身を震わせ呻く。だがそれ以上の反応は見せない。健気に堪える白い背中を見つめ、その無様を笑いながら、鞭を振り下ろす。ビシッと鋭い音がして、雪面のような綺麗な背に亀裂が入る。ぱっくり開いた傷口から、玉のような血が滲み出し、無垢な肌を赤く染めた。もう一度、今度はその傷と交差させるように打つと、背中に大きなバツ印が出来る。赤い印がとても美しい。その血に興奮した浮岳は、そのまま、嵐のように鞭を振り下ろし続けた。視界が赤く霞んで見えるほどに、死法堂の中は、蓮の血で真っ赤に染まる。それはまるでハラハラと舞い落ちる赤い雪のようだ。

「立て」

　やがて背面に打つ場所がなくなり、浮岳はハアハアと息をあげながら、蓮に立てと命じた。すると蕾に性具を差し込まれたままの蓮は、力なく振り返り、小さくはいと返事をした。命じられれば聞かねばならない。ふらふらしながらもベッドを下りて床に立つ。鞭を握り、息を上げる浮岳と、夕凪のように静かな面を見せる蓮が向き合う。全裸で、性具を差し込まれたまま立つ蓮が、その無様に似合わず、あまりに静かで、気高くさえ見えた。無表情に努めるその顔を見ていると、妙に神聖な気持ちになる。ただのモノである蓮が、自分と同じ人間に思えてほんの少し戸惑った。

「無様だな、蓮」

「はい」

「裸で鞭打たれて、そんなに気持ちいいのか？」

　背中を血塗れにしながらも、性具の刺激か、ハス芋の効果か、蓮の雄は硬く張詰め、厭らしく粘液を滴らせていた。それを指して笑うと、蓮は少しだけ表情を曇らせながら、はい気持ちいいですと答える。素直過ぎて面白みがないくらいだ。

　少しは感情を見せろ。

　苛々した浮岳は、無防備に佇む蓮の雄に鞭を振り下ろした。どんなに強靭な精神や肉体を持つ超人でも、そこだけは鍛えられない。さすがの蓮も悲鳴をあげ蹲った。

「何をしている、座っていいとは言ってないぜ、立て」

「……はい」

　苦痛に顔を歪ませながら、蓮が立ち上がる。ハス芋の効果でそそり立つ雄には、斜めに亀裂が入り、綺麗な血の筋が出来ていた。痛いだろうなと思いながら鞭の先端で尿道口を突く。

「変態……お前は真性のマゾだ、ほら、これも気持ちいいんだろ？」

「はい、いいです……とても、いいです」

　眉をよせ、身を捩りながら、蓮は答える。その可愛い顔を見つめ、浮岳はさらに鞭を振り上げた。その胸に、そして腕にも足にも鞭を当てる。そのまま、全身満遍なく打ち続け、呻きのたうつ様を見ていた。無様である筈のその姿は、この世のモノとは思われないほど美しい。それに見蕩れ、際限なく打ち続けた。

　だがやがて啼く事もできなくなったのか、蓮は声もなく倒れた。気を失ったようだ。啼かなくなった玩具など面白くない。それに、自分も少し疲れた。息を上げながら小さなブランデーの瓶を取り出した浮岳は、ベッドサイドの椅子へ腰掛けて、それを飲み干す。血塗れで傷だらけの蓮はまだ動かない。動かない蓮をジッと見つめ、ゆっくり腰をあげた。

「蓮……」

　誰にも聞こえないような小さな声で、その名を呼んだ。打っている時には上気していた頬は、色も褪せ、瞼まで青白く見える。目を開けている時は気丈で硬い瞳も、閉じてしまえば幼く儚い。疲れきった顔に涙の痕がこびり付き、形のいい唇からは水分が失せ、薄茶色に霞んでいた。ひび割れ捨てられたビスクドールのように、無造作に転がる細い身体に、浮岳はそっと手を伸ばす。

――誰がお前を壊した？ 

――誰がお前を苛めたんだ？　蓮。

　心の中で無意識にそう呟きながら、乾いた唇を撫でる。そこにあるモノが、かけがえのない、大切なものに思えた。

　お前は何者だ？　そして俺は何者だ？　なぜ、お前を打つのだろう？　ぼんやりと、そんな事を考えながら、床に散る髪に触れる。美しく光って見えた黒髪は、汗と血でしっとりと濡れ、一部は頬や首筋に張り付いている。それを丁寧に剥がし、湿った髪に口づけをした。

　今がいい。物言わず、こちらを見る事もない蓮を、ただ眺める事が出来る。蔑むような冷たい目をした蓮を見ずにすむ。そう思うと、不思議と穏やかな気持ちになった。

「……蓮」

　お前はなぜ、逃げない？　俺が怖くはないのか？　なぜそうしていつも堪えるんだ？

　答えがないとわかっていて訊ねると、蓮はその声を聞いたかのように、ふっと目を開けた。ギクリとして一瞬硬直する。だがまだ意識は薄いらしい、焦点の定まらない瞳でただぼんやり見返してくるだけだった。

　浮岳は気を取り直して立ち上がり、蓮の血で赤く染まった鞭を握り締めた。

「いつまで寝てる気だ、俺を退屈させるな」

　鞭の先で胸の傷を抉ると、さすがに痛んだのだろう、蓮はビクリと震えて顔をあげた。その顎に鞭先をあて、顔を上げさせる。

「どうした？　言う事があるだろ？」

「ぁ……申し訳、ありません」

「それだけか？」

「ありがとうございます」

　完全に正気に返ったのだろう。蓮は淀みなくそう答え、ゆっくり起き上がった。その顔は能面のように無表情だ。そんな顔を見たいんじゃない。少し気分が悪くなった。

「着ていいぞ」

「え……？」

　意外な言葉を聞いたかのように、蓮が瞠目する。驚いたらしい瞳が愛らしく見えて少しホッとした。

「服を着ろ、オモチャも抜いていい、今日はここまでだ、話さなきゃなんない事があるからな」

「ぁ、はい……ありがとうございます」

　心からホッとしたように、蓮は表情を緩ませた。泣き出しそうな瞳が濡れて光る。

　さんざん打ち据えられた傷が痛むのだろう。蓮はぎこちない手つきで自ら性具を引き抜き、衣服をつける。全身血だらけなので、服を着ると布地にも血が染み付き、擦られた肌はさらに痛むのだろう、時々顔を顰めていた。そしてようやくなんとか調えたところで息をつく。ほんの一瞬垣間見える、安堵の表情が可愛らしかった。その表情を目で追いながら、そこへ座れと促す。蓮は素直に従った。その正面に、木造の椅子を引き摺ってきて、浮岳はそこへ座る。

「いいか、お前のやる事は一つだ、俺を護れ」

「はい」

「俺を護るためにはなにをしたらいいかわかるな？」

「はい」

「襲名披露は二ヵ月後だ、それまでに俺に盾突きそうな奴等を炙り出して、黙らせろ、手段は選ばなくていい、逆らう奴は皆殺しだ」

「はい、わかりました」

　殺せと命じても、蓮は静かにはいと頷くだけだった。もちろん、蓮だって極道の男だ、汚い世界を知らない訳ではない。組のために消した命だってあるはずだ。だからそれは意外でもないんでもない筈だった。しかし心が納得しない。蓮は本当にヤル気なんだろうか？　蓮に、人殺しの命令が出せるのか？　ふと、疑問になる。

「わかってるのか？　手抜きは許さないぞ、もしも手を抜いたら……」

　自分の目を盗み、手抜きをしたらお前の組を潰してやるからな。そう言おうとした浮岳に、蓮は静かに冷たい目を向け、その言葉を遮ってまで、ご心配なくと答えた。

「浮岳さんは私の大事な人です、命に代えても、必ず護ります、誓います」

　その言葉に固まった。そんな事を言われたのは初めてだ。蓮でも、それ以外でも、自分にそんな口を利くものはいなかった。だいたい大事に思われるような人間ではない。それは自分でもわかっていた。しかも蓮にはことさら酷く当たった。それなのに、なぜそんな事が言えるのかがわからない。

　だがどういう意味だと聞き返す訳にも行かず、浮岳はただそうかと頷いた。その言葉に、蓮も静かにはいと答える。蓮がそんな事を考える筈がない。そう思ったが、あまりに当たり前の会話過ぎて、ついに彼の真意を確かめる事は出来なかった。











　＊＊＊




　それから蓮の大車輪の生活が始まった。昼は叛乱軍の炙り出しと説得、場合によっては実力行使。そして夜は浮岳の要求に応え続ける。そんな生活に無理があるという事は、浮岳にもわかっていたが、今にも鬼の集団が自分を殺しに来るのではないかと思うと、じっとしていられない。蓮を叩き、犯し、甚振って、自分は加害者であると思いこまなければ安心出来なかった。常軌を逸した責めは毎晩のように続けられ、二週間後、いつものように浮岳が呼んでも、蓮が来ないという事態になった。

　昨日まではやって来た。

　青白い顔で、身体を引き摺るようにして、この死法堂へ現れた。それがとうとう起き上がれなくなったらしい。使いに出した武居が、彼の容態を伝え、今夜は休ませたほうがいいのではないかと言い出した。




　武居が襖を開けた時、蓮は床に伏していた。浮岳が呼んでいると伝えても、ぼんやりと武居を見返しただけで、動こうしない。動けなかったと言ったほうが正しいかもしれない。さすがにこれは無理だと判断し、彼に付き従っている若い男、跡部が進み出た。

「高塔さんは動けない、今日は無理です、申し訳ありませんが、浮岳様にご容赦いただくよう伝えてください」

「それは出来ない、そちらに拒む自由は与えていない」

　武居も表面は冷たくそう答えた。だが彼の目にも、蓮の消耗ははっきりと映る。これは絶対に無理だと感じた。この二週間、浮岳の拷問に耐えながら働いていた事が驚異的なのだ。あんな責めを毎日受け続けたら死んでしまう。もう限界だと思った。しかし自分からはそうと言えない。言えば自分が殺される。

　死んでもいい……。

　顔色さえ失った蓮を見つめる武居の脳裏に、ふとそんな言葉が浮かぶ。

　この少年は痛めつけられ過ぎた、堪え過ぎた。もう許してやるべきだ。彼を休ませてやりたい。そう申し出る事で、自分が殺されるかもしれないとしても、そう言ってやりたいとさえ感じた。だがそれは理想だ。実際にはやはり我が身が可愛い。迂闊な事は言えないと押し黙る。その時、その迷いを見透かすように、真正面から武居を見据えた跡部が、低い声で話し出した。

「これ以上無体な真似をすれば高塔さんは死んでしまいます、そうなったらそちらも困るのではないですか？」

　現在、実質上、関東連合を動かしているのは蓮だった。白峰会に反抗しそうな人間を炙り出して叩き潰し、無能な浮岳にも采配が出来るよう手筈を整えながら、その実権は殆ど蓮が握っていた。つまり、蓮が倒れれば、白峰会は機能しなくなってしまう。巨大組織の運営に、反逆者狩り、おまけに浮岳の悪趣味にまで付き合っていては身体がいくつあっても足りない。最初から無理な話だったのだ。そこを強調され、元々同じ考えだった武居も頷かざるを得なくなった。仕方なく手ぶらで浮岳の元へ戻り、出来るだけ事を荒立てないように細心の注意を払って報告したというのが顛末のようだ。




「お前まさかそのままはいと言って来たのか？」

「しかし本当に起き上がれないようで、引き摺って来る訳にもいきませんので」

「ふざけるな！　さっさとつれて来い、でなきゃお前が代わりになるか？」

「いえ、それは……っ」

　代わりにお前を責めてやるぞと言われ、武居もさすがに顔色を変える。しかしその先は続かなかった。自分の目で見てきた蓮の様子を思い出し、黙り込む。額には汗が滲み、顔色は最悪だ。浮岳は武居の顔を睨みながら、蓮の様子を想像した。

　数年前、初めて蓮を鞭打ったあと、彼は一ヶ月以上もの間、立ち上がる事すら出来なかった。その時の彼を、実際に見た訳ではないが、医者の話では本当に酷い状態だったらしい。傷付いた彼の身体は、僅かな流動物さえ拒否し、衰弱する一方だった。表面についた傷は、まるで治る事を拒否するように赤く逆剥けたまま血を滲ませ、薬剤で焼かれた内部は爛れて壊死寸前だったと聞く。長い時間をかけ、ようやく傷は癒えても、精神に負った傷は残り、食物はすべて吐き戻されてしまう。元々細かった身体は枯れ枝のようになり、傍にいた誰もが、彼はもうダメだと思ったという。

　その時と比べれば、彼もずいぶん強くなった。しかし、いつもなら、一週間から一月くらいは間を空ける逢瀬が、ここのところ毎晩だ、さすがに限界なのかもしれない。夕べも、いくらも経たないうちに気を失った。

　目を閉じたきり、動かなくなった蓮を、浮岳はただじっと見ていた。いつも冷え切った言葉しか紡がない唇が閉ざされ、人を人とも思っていない、なんの感情も篭らない冷たい目も、固く閉じる。無防備で素直な素顔を晒す蓮は、とても愛らしかった。傷つき、疲れ果て、母に縋る幼い子どものような顔。無条件で抱きしめたいと感じる愛おしい顔だ。

「蓮……」

　何度も何度も、静かにゆっくりその名を呼んで、冷えた頬に残る涙の痕を撫でる。そうしているうちに、それがとても大切な儀式のように思えてくる。蓮と、自分の間には確かな愛があり、今、その愛が試されている。そんな奇妙な幻想を抱く。そんなモノありはしないと、頭では理解している。だが心がそれを認めない。

「……蓮」

　お前は俺を好きだろう？　だから打たれるとわかっていてここへ来るのだろう？　そうして自分の献身を捧げて、いつか俺に言うつもりでいるんだろ？　好きですと……。

「は……」

　馬鹿馬鹿しい。なんて間抜けな幻想だ。

　蓮が自分を愛す？　あり得ない、打たれても踏み躙られても慕う、そんな奴はいない。いる訳がない。

――もしもいたら？

　いる訳ない。

――いるかもしれない。

　いない。

――蓮は違うかもしれない。

　違わない。

――愛してると、いつか言うかもしれない。

　やめろ、それは幻想だ！

　だいたいなんだ？　愛してる？　奴がそう言うと本気で思うのか？　そう言われたいのか？　冗談じゃない、そんな事考えたこともない。これは玩具だ、人じゃない。玩具に愛は語れない！　そうだ、玩具に愛は語れない。

　心の中でそう呟いた浮岳は、赤いシーツの上に倒れている蓮を再び見つめた。死法堂に一つしかない小さな窓から差し込んだ月明かりに照らされ、その面は、とても美しく見えた。いくら侵しても、どんなに蹂躙しても、この神聖は冒されない。自分だけが知っている可愛らしい顔も、自分だけが知ろうとしない輝きも、すべてがこの神聖に集められている。蓮が人間であろうと奴隷であろうと、たとえ玩具だとしても、世界に二つとない宝石だという事だけは、理解できた。これ以上痛めつけたら、砕けてしまうかもしれない。それは嫌だ、この宝石は壊せない。 




　長らく黙り込んだ浮岳は、ようやく自分の感情に治まりをつけた。この宝石は失くせない。

「いいだろう、今夜は免除してやる」

　浮岳がそう呟くと、武居は意外そうな表情で顔をあげた。その表情には安堵と戸惑いが混じって見える。おそらく、彼の中の白峰浮岳は、そんな優しい言葉を言わないと記録されているのだろう。たしかにその通りだ。別に優しさから容赦してやると言った訳ではない。まだ壊すのが惜しいと思っただけだ。それに、蓮にはまずは自分と関東連合に盾突く輩を、叩き潰してもらわなければならない。白峰と関東連合の安泰が確立するまでは、仕事をしてもらわなければ困るのだ。そのために、一晩の休息が必要だと言うなら仕方がない、聞いてやろう。だが、ただでは聞かない。玩具の要求を黙って呑んでは示しがつかない。

「その代わり、京極真咲を差し出せと言ってやれ」

「え……？」

　武居が驚きの声をあげる。京極真咲とは、今回蓮が引き連れてきた、彼の部下の一人だ。聞いた話では頭がよく、理論派で、鷲尾会を関東のトップクラスまで押し上げた力の半分は京極の頭脳にあったと言う。迷った時は京極の判断に任せろと蓮は言ったらしい。今回の反逆者焙り出しも、仕掛けを考えているのは殆ど京極だろう。頭脳派で理性的で、プライドも高い。しかも、ちょっとそこらでは見ない美形とくれば、甚振り甲斐がある。きっと愉快なショーになるに違いない。それに、自分が臥せていたせいで、自分の部下が痛めつけられたとなれば、蓮の慟哭はどれほどか、その嘆きが目に見えるようでゾクゾクする。武居に早く行けと命じ、浮岳は新しい玩具の到着を待った。

「クッ……クク」

　暗闇の中、浮岳の捻た笑い声が響いた。部下の悲劇を知った蓮が、嘆き震える姿を想像すると、己のモノが熱く滾るのを感じる。彼が嘆けば嘆くだけ、苦しめば苦しむだけ、快感は高まっていく。本当ならこの快楽の頂上は、蓮の血と不本意に吐き出される精液だ。痛みと苦しみの極限で、仰け反りながら果てる蓮を見るのが、何よりの快感。京極がそれに迫る楽しみを与えてくれる事を期待したい。浮岳は、その代替品の到着を心待ちにした。

　やがて、長い渡り廊下を、足を引き摺るように進んでくる音が聞こえてくる。そして死法堂の前に敷き詰められている玉砂利を踏む音がして、重く硬い木の扉がゆっくりと開いた。




「遅くなりました」

　扉が開き、そこに現れたのは、京極ではなく蓮だった。蓮は、青白い顔で、申し訳ありませんと頭を下げる。それを見つめた浮岳の胸に、熱い何かが込み上げた。

　蓮が来た。

　もう来ないだろうと思っていた彼が来た。

　遅くなりましたと頭を下げ、自分に許しを乞うている。

　形のいい背中のラインと行儀よく下げられた頭を見つめ、早くなる鼓動を意識した。今夜は見られないと思っていた姿に見入り、浮岳は泣きそうな感動を覚える。京極ではない。どんなに美麗でも、他の玩具など塵と同じだ。この宝石でなければ、我慢できない。無限地獄のような渇きを癒す事が出来るのは、蓮だけだ。その確信を胸に、昂る感情を抑え、浮岳はことさら残酷に、意地悪く声をかけた。

「よくよく待たすじゃねえか蓮、とうとう嫌気がさしたか？」

　浮岳のイラついた声に顔色一つ変えず、蓮は静かに頭を下げた。

「申し訳ありません……実は今夜は浮岳さんにお願いがあってきました」

「お願い……？　珍しいな、なんだ、言ってみろ」

　思ってもいなかったその言葉に、浮岳は興味を持った。長い付き合いになるが、正面きって蓮から何かをお願いされるなど初めてだ。どんな仕打ちも黙って堪え続けた蓮の、初めての願いが何なのか、気になる。もちろんそれを叶えてやるかは別の話だが、聞いてやるくらいはしてやろう。浮岳はいつも蓮を甚振る時に使っているベッドの上に座ったまま、少しだけ身をのり出した。蓮は神妙に頭を垂れてから、異様なほど真剣な眼差しを向ける。

「その前に、一つお聞きしたいのですが、私は浮岳さんにとってなんなのでしょうか？」

「オモチャだろ？　それ以外のなんだって言うんだ、え？」

　蓮の質問の意味が掴めず、浮岳は怪訝な顔で答えた。すると蓮は蒼白の顔で、恐る恐ると聞き返してくる。その表情には悲壮感すら漂っていた。

「いえ、私がお聞きしたいのは、壊れたら取り替えの利く、どこにでもある玩具なのか、それとも少しは気に入っていただけているのかという事です」

　蓮は浮岳の目前で跪き、浮岳の真意を探るかのように上目遣いで問う。しかし真意がわからないのは、こちらのほうだ。なぜ急にそんな事を聞くのかが理解できない。自分の価値を確かめてどうしようというのだ、捨てられようが大事にされようが玩具は玩具、意味に違いなどない。いや、玩具として考えれば、捨てられたほうが楽だろう。もう二度と酷い目にあわずに済む。逆に、気に入れば気に入るほど、長く酷く甚振られる事になる。

　捨てられたいのか？

　ふとそう思ったが、どうやらそうではないらしい。蓮は見捨てないでくれとでもいうように、必死の面持ちでこちらを見ている。固く握り締められた拳は震え、入ってきた時から悪かった顔色はさらに悪い。苦しそうに眉をよせ、こめかみには薄っすらと汗すら浮かんでいた。なにが言いたいのだ？　まさかもっと苛められたいという訳ではないだろう？　部屋には空調がいれてあるとはいえ、雪でも降りそうな寒さだ。冷たい床に跪いた蓮の必死さが解せない。

「……どういう意味だ？」

　思わず聞き返した。すると蓮は、それまで一度も見た事がないほど取り乱した様子で、床に手を付き、叫ぶように訴えた。

「私は貴方を失くしたくないんです、浮岳さん！」

「は……？」

　一瞬、なにを言われているのかわからなかった。浮岳は蓮の叫びを頭の中で何度も反復する。

　失くしたくない。何を？　誰を？　俺を？　誰が？　蓮が？　なんだって……？

「なに……言ってんだ？」

　何度言葉の意味を考えても、何度反復しても、同じ答えしか出ない。蓮は、自分に、貴方を失いたくないと言ったのだ。それはどういう意味だろう？　甚振られすぎて、本当にそれが快感になったのか、だからもっと苛めて欲しいと言う気だろうかと考えた。だがそうではないだろう。彼は決してあの時間を楽しんではいない。ではなぜだ？　甚振られても、痛めつけられてもなお、離れられないほどの思いが、彼にあると言うのだろうか？　あるとしたら、それはなんだ。まさか愛とでも？

　ＳＭ関係やＤＶで、被害を受けるほうが、自分を保とうとするあまり、加害者に依存するようになり、その思いがいつしか愛情に取って代わる。そういう話はよく聞く。誘拐犯と被害者、犯人と人質などの場合など、それが顕著に現れる場合があると言う。ストックホルム症候群というヤツだ。しかしまさかそれとも思えない。ではなんなのだ、本気でおかしいのか？

「お前……とうとう狂ったか？」

　混乱した浮岳が目を剥いて呟く。すると蓮は泣きそうな表情で浮岳の膝に縋り、震えがちな声で切々と訴えた。

「貴方を失いたくないという思いが、狂うという意味になるなら……狂っているのかもしれません」

「お前……」

　その真剣な瞳を見ているうちに、浮岳の中で何かが動いた。決して揺らめく筈のない根本が、蓮の一言で大きく揺れる。それに気づいた途端、怖くなった。あれが壊れたら終わりだ。自分はもう自分でいられなくなる。世界が崩れる。その恐怖に怯えた浮岳は、横に置かれてある、針金を束ねた鞭を握り締め、跪く蓮を殴った。

「クッ……ァ」

　二度三度と振り下ろされる鞭で、たちまち着ていた服は裂け、赤い血が飛び散る。蓮は目を閉じて浮岳の狂気を黙って受け止めていた。まるでそれが至上の愛撫とでもいうように、一夜限りの逢瀬に酔う恋人のように、自ら進み出るようにして棘の鞭を受ける。

　次第に苛々して来た。一瞬でも自分を動揺させた罪は重い。蓮の献身にカッと来た浮岳は、ボロボロになった彼の襟首を掴み、床へ引き倒す。そしてそれでもまだ飽き足らず、さらに打ち据えた。

「こんな目にあってもか？　貴様はマゾか？　それとも本当に狂ったのか？」

　蓮はブチ切れた浮岳の右手を、血の伝う手で掴み、切な気に目を細めて訴え続ける。

「私は貴方を死なせたくないんです！　失くす訳にはいかないんです……浮岳さん！」

「……蓮」

　その真剣な声に、固く閉ざされていた扉の鍵が緩む。何度打ち据えても、蓮は貴方を失くしたくないといい続ける。泣きそうな目をして、ただただそれだけを訴え続ける。まさかと思った。しかしそれ以外に、蓮がそんな事を言い出す理由がわからない。浮岳はその時、自分がなにか大きな間違いを犯して来たような、訳のわからない後悔に襲われた。

　蓮は、本当に違ったのかもしれない。

　彼は本当に、そうなのかもしれない。

　あり得ない、起き得る筈のない光景を前にして混乱し、黙ったまま蓮を睨んでいた。そこで蓮はお願いですと口を開いた。

「今、白峰は、連合は最大の危機にあります、私はこれを治めない事には落ち着けません、浮岳さんに反目する者を全員消すまで安心できないのです」

　そして呆気にとられている浮岳の目の前で再び跪き、床に頭をこすり付けるほどに下げて訴えた。

「けれどこのままでは、それも満足に果たせません、お願いします！　暫く、せめて浮岳さんの襲名披露が無事終わるまで、私をそれに専念させてください、それが果たせるまで、お相手をご容赦願いたいのです、お願いします！」

　床にひたいをこすり付け、全身全霊をかけるように叫んだ蓮は、そのまま動かなくなった。その姿を見つめ、胸の奥で何かが弾ける。弾けたそれは、キラキラと光りながら、浮岳の中を駆け巡る。そしてそこから顔を覗かせた柔らかく温かい何かが、全身を包み込んだ。

「蓮……」

　長い沈黙のあと、持っていた離した浮岳は、ゆっくりと、目の前にひれ伏す蓮に近く。蓮は涙を溜めた赤い瞳で自分を見ている。少し癖のある長い髪を掴んで、その顔を上向かせると、息が詰まり、堪らなくなった。潤んで赤く滲んだ瞳も、薄く開かれた唇も、切なげに寄せられた形のいい眉も、そのすべてが浮岳の胸を揺さぶる。ただ苦しい。だがなぜ苦しいのかわからない。思い余った浮岳は、弱々しく首を振り、泣きそうな顔で、蓮の唇を塞いだ。それは、玩具と主としてでなく、ただ人対人として、切なさに押され、感情のまま求めた初めての口づけだった。

　頭の中も身体の中も、全身が蓮を欲しがり、熱く切なく浮岳を追い立てる。その激流に流され、執拗に求めた。何度も何度も、蓮の息が上がるまで舌を絡める。

「ァ……あ、ん」

　口づけに溺れた蓮は、切なげに睫を揺らして小さく喘いだ。甘い吐息を吐き散らし、自分に縋ろうとする蓮を、浮岳は神妙な面持ちで見つめる。自分がこんな気持ちになるとは思いもしなかった。お前が俺に気づかせたんだ。妙に落ち着けない苛々を抱えながら、脱力している蓮を床に投げ捨て、浮岳は忌々しくベッドへ座り込んだ。

「……わかった」

　静かな、諦めにも似た声が、ひれ伏す蓮を驚かせる。まさか本当に許してもらえるとは、思ってなかったのかもしれない。蓮は呆然と顔を上げた。

「浮岳さん……」

　小さく名を呼んだ蓮の瞳から、美しく光る涙が落ちた。許された感動と、思いが通じた喜びで、声が出なくなったかのように、蓮はぽろぽろと涙を流し、ただ呆然と浮岳を見ていた。自然と愛おしさが込み上げる。温かく、甘い疼きが身体中に広がり、浮岳はその疼きを誤魔化そうとして、口を固く結んだ。胸が熱い。

「何を企んでいるのか知らないが、お前の言い分をきいてやろうじゃないか」

「あ、ありがとうございます！」

　自分自身がどうかなってしまったかのような、奇妙な感覚を意識して気が焦る。違う、自分は変わっていない。奴に絆された訳じゃない。今壊れたら困るから許すのだ。蓮には反逆者を一掃してもらわなければならない。この俺に、白峰浮岳に盾突く馬鹿を、全て消し去ってもらわねば困る。だからだ。遊び過ぎて目的を遂げられないのは本末転倒。とにかく事が無事なるまで、蓮を自由にしてやればいい。それが済めばなにをしようとこちらの勝手だ。主に要求を突きつけた罪も加えて、存分に甚振ってやればいい。いや、それだけでは飽き足らない。玩具が図々しくも主に願い出たのだ。そして一瞬でも主を悩ませた。これは厳罰だろう。それに、よく考えてみれば、蓮がなんの裏もなく、そんな事を言い出す筈がない。言い分ももっともではあるが、完全に自由にさせる訳にはいかない。

　浮岳は、安堵の涙を流しありがとうございますと頭を下げる蓮を見つめ、彼を縛り、罰する方法を考えた。仕事の妨げにならない程度でありながら、彼に大きなダメージを与えるものがいい。様々に考えを巡らせながら何気なく、ベッド脇の飾り棚に目をやる。性具や媚薬、それに感覚を鋭敏にさせる薬や攻め具など、今は使えないものばかりだ。仕事に支障が出ては困る。ではどうするかと考え、面白い事に気づいた。

　ずいぶん前の話だが、長く使うつもりもなく、すぐに壊すつもりで手に入れた男がいた。その男を甚振り続け、そいつが力尽きて死のうとしていた時、どんな反応を見せるか見てみたくて、試した薬がある。そいつを使う。結局その男は薬に負け、死んだが、あれは元々瀕死だったのだ。蓮はまだ瀕死というほどではないし、死ぬほどの量は使わない。ちょいと頭が冴える程度にしておけばいい。思えば今まで自分は、蓮に優し過ぎたかもしれない。蓮の願いを聞き、他の玩具をすべて手放してやるなど、優しさが過ぎるくらいだ。だからこんな大それた願いを口にするようになるのだ。ここらで少し思い知らせてやらなければ付け上がる。今までの貸しだと思えば当然、安いくらいだと自分を納得させ、浮岳は飾り棚の引き出しから、液状にした薬を取り出した。同じ引き出しに入れておいた真新しい注射器の封を切って中身を吸い上げ、中の濁った液体を見つめる。

　この液体が蓮の運命を変える。

　薄い意識の裏の裏、殆ど無意識のうちに、浮岳はその哀れを思った。

　誰も逆らう事は出来ない、これの前では人など虫けら同然、打たれたその日から、そいつはこれの虜となり、逃げ出せなくなる。それこそ、一人の例外もない。薬に溺れ、快楽に溺れ、理性を失い、ただ欲しがるモノになる。あの冷たい目も、無感動な声も、毅然とした表情も、凛とした佇まいも、全てが崩壊する。蓮は、崩れる。それを哀れと思い、そうなる蓮を見たくないという思いが過ぎる。だがもう手にしてしまった。注射器を用意し、薬を吸い上げ、後は蓮に注射するだけになっている。ここまで来てやめるのはおかしい。やめる理由はない。やめたら自分ではない。なにかに急かされるように、浮岳は注射器を握り締め、ゆっくり振り返った。蓮は、まだ気づかず、ありがとうございますとひれ伏したままだ。その姿になぜか胸が痛んだ。

　自分は、なにをしているのだろう？　なにがしたいのだろう？　これが望む事か？　本当にそれでいいのか？　自分自身に問うても、答えは出ない。自分が自分でないような、妙な感覚を引き摺ったまま、どこか夢の世界にいるような気分で、浮岳は口を開く。

「蓮……」

　突然名を呼ばれ、蓮が慌てて顔を上げる。浮岳はベッドの上に座り込んだまま、こっちへ来いと手招きをした。おそらく、傷が痛むのだろう、蓮はノロノロと、近づいてくる。その手を取ってベッドへ引き倒した。呆気なく倒れた蓮が、オズオズと振り向く。そして浮岳の手にある注射器を見つけ、驚愕の瞳を開かせる。

「浮岳さん……それは？」

「手を出せ」

「それはなんですか！」

「いいからサッサと手を出せ！」

　浮岳の顔色から察したのか、それとも何らかの予感があったのか、蓮は珍しく動揺し、抵抗しようとした。だがここまできたらもう逃げられないと悟ったのか、やがて覚悟を決め、手を出す。浮岳は蓮の細い腕を引き、注射器の中の液体、白い悪魔を注ぎ込んでいった。

「う……ぁ」

　その途端、蓮は瞳を大きく見開き、呻きながら天を仰いだ。彼の全身は、浮岳から見てもわかるほどに粟立ち、瞳は次第に血走っていく。細い身体が諤々と震える。今にも心臓破裂を起こして死ぬのではないかと思える覚醒状態に陥った蓮は、必死に自身を支えながら、浮岳へと手を伸べた。その瞳には信じられないという思いが溢れて見える。彼の中に、浮岳が本気で自分を壊そうとするという考えはなかったのだ。それに気づいた時、浮岳は瞬時に後悔した。

　なぜやったのだ？　それだけはダメだとわかっていたのに、なぜ止められなかった？　やはり蓮は自分を愛し、信じていたのだ。自分と主の間には、他の玩具にはない絆があり、結ばれていると思っていた。主と玩具という枠を超えて愛し合っていると信じていた。それなのにこの仕打ち……これは彼が壊れる事も厭わない、壊す事を前提とした行為でしかない。主に捨てられるのだと、彼は絶望したに違いない。

　自分は蓮を裏切った。

　その思いが、浮岳を責める。だがいつまでも道化のように呆けてはいられない、自分は支配者、蓮の信じる大いなる者なのだ。彼の望むままに毅然と、そして冷たい愛情で満たしてやらなければならない。それが主の務めだ。だがせめて彼に、見捨てはしないと伝えたい。虚ろになった目で、自分を見ている蓮に、浮岳は皮肉な笑みを浮かべながら話しかけた。

「心配するな、そんなにすぐ中毒になるわけじゃない」

「……な、んで？」

　ようやく紡ぎ出す蓮の言葉に、浮岳は揺るぎない確信をもって答える。蓮は利口だ、捨てる気はないとわかるだろう。

「これはペナルティだ、お前を信用していない訳ではないが、玩具が勝手を言うのだ、これくらいの罰は必要だろ？　いいか、三日措きにここへ来い、その時にこいつを打つ、直ぐに中毒になる訳ではないが、長引けば命取りだ……そうなる前にカタをつけろ、いいな？」

「は……ぃ」

　これは、自分の目を逃れ、一人で動く事になるお前を縛る鎖だと告げると、蓮は再び涙を流した。瞳に切なさを湛え、唇は熱に浮かされたように震える。薬の効果か彼の情念か、蓮の身体は桜色に火照り、震えを抑えようと歪められた眉が狂おしいほど艶めいて見えた。どんな責めにあっても、決して芯から揺らぐ事のなかった彼の艶やかな情愛が、浮岳の心をも震わせる。

「……蓮」

「は、い」

「れん……」

　なにが言いたいのかわからないままその名を呼び、健気に顔を上げる彼を見つめる。彼を危機に落とし入れ、彼に傷をつけた事が苦しい。言ってしまった自分が恨めしい。言ったからには実行しなければ格好が付かない。自分はこれからずっと、彼に薬を打ち続け、彼の自滅へのカウントダウンをするのだ。そのまま彼が壊れるとしても、自由への条件にそれをつけたからには撤回できない。

　願うのは、彼の無事だ。中毒になる前に、身体に支障が出る前に、それなしでいられなくなる前に、カタをつけろ。俺に断りなく、勝手に壊れるのは許さない。

「蓮」

「はい」

　なんとか自分を保ちながら、静かに返事をする彼がとても愛おしい。素直に自分を見返す蓮の顎を引き、乾いた唇を舐める。蓮は驚き、戸惑いの息を上げた。その吐息を聞き、心から彼を欲した。

「蓮、れん……っ！」

「ぁあ……浮岳さん」

　唇を求め、舐め合い、深く重ねた情念で、身体が燃え立つ。だが、その先は続けられなかった。浮岳は、それまで一度も、直に誰かを抱いた事がなかったのだ。身体は熱い、手が震えるほどに焦がれている。だがやり方がわからない。責めるのでなく、甚振るのでなく、ただ愛するには、どうしたらいいのかが、わからない。それまでの人生で、一度も本気で誰かに触れたいと思った事はなかった。愛し方も抱き方も、想像すら出来ない。ただ焦れて、唇だけを吸った。だがいつまでも悶えてはいられない。蓮はそろそろ限界だ、この上責めれば本当に壊れてしまうだろう。浮岳は逸る自分に鞭打ち、無心に蜜を求める蓮を引き剥がした。離された身体と身体が、別れを惜しみ、震える。二人の間には、濡れて蜜を滴らせる、赤い糸が光って見えた。

「早く行け、そして全てを片付けて、一刻も早くここへ戻って来い」

「はい……浮岳さん」

　極力平常心を保ち、なるべく冷たく見えるように表情を作って命令した。その命に、蓮は一途な瞳を向け、静かに頷く。暫し、ほんの一瞬見つめ合い、行けと促した。

　蓮……。

　その時、本当は、自身でも気づいていた。彼は玩具、人ではないと言い続けながら、既に自分はそう見られなくなっている。彼を彼と呼び、自分と同じ人として見ようとしている。それに気づきながら、あくまでも気づかぬふりをした。

　自分は主だ。唯一蓮を自由に出来る支配者だ。彼がそう望むように、自分は絶対的支配者、非情な主であり続ける。

　それが浮岳の呪になった。
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　その日、涙を流して浮岳に縋った蓮は、翌日から目を瞠る活躍を見せた。数多くいた反乱分子の焙り出しや処分は元より、どちらに付くか迷っていた連中を纏め上げ、全員に関東連合への忠誠を誓わせたようだ。それも形ばかりの空言ではなく、心からの忠誠だ。彼らはまず、誰も連合を裏切る事はないという。どうしたらそんな事が出来るのか、それは魔法としか思えない素早さと完璧さだったが、離れて傍観している浮岳にはまるでわからなかった。

　だが蓮は、浮岳が白峰会の会長就任を披露する襲名披露の日までに、浮岳が命じた仕事を全てやり終え、さらに働いていた。連合の仕組みを土台から切り替え、祖父の代からの古いやり方は全て改めさせた。そして若い浮岳にもわかりやすく、采配し易いように、人員も再配置され、天辺からの号令一つで、全てが動くようにまでセットされた。

「浮岳さんのご意思は、全てこの湯月ゆづきが承ります、細かい指示指令は不要です、浮岳さんがどうしたいのか、その意思を伝えるだけで、この者が全て手配いたします、後は事がなるのをどっしり構えて待っていれば良いだけです」

「よろしくお願いいたします」

　蓮に紹介された湯月太一は、自らも歩み出、頭を下げた。彼は今回の再配置にあたり、蓮が直に求め、見つけ出して来た男だ。元々は別の小さな組で、会計のような仕事をしていた男らしい。歳は四十代入りたてくらいだろうか、まだ老獪という域ではない。痩せ型で、あまり武闘派とも見えなかったが、眼光だけは鋭い。おそらく頭脳派なのだろうと理解した。これで美形なら侍らせる価値もあると言うものだが、あいにく可もなく不可もない。醜さも抜きん出れば観賞価値がある。平凡というのが一番面白くないなと思ったが、司令を伝えるだけの役回りにはこのくらいが丁度いいだろう。

　浮岳はわかったと頷き、湯月を先に下がらせた。まずは蓮に褒美が必要だと思ったからだ。

「こっちへ来い」

「はい」

　目線だけで、手も翳さずに呼びつける。蓮は僅かに頷いて浮岳の目前へと歩み出てきた。

　この二ヶ月で、あきらかに痩せた身体が痛々しい。元々細かったので枯れ木のようだ。頬も扱け、瞳に生気がない。幽鬼のごとくとはこの事だなと思った。仕事疲れというのもあるが、おそらく、この二ヶ月間、定期的に与えられて来た白い悪魔が、彼の身体を蝕んでいるのだろう。薬を絶てば少しはこの面立ちも回復しよう。やはりもう少し健康でないと、苛めるにしても楽しみが少ない。絞り粕のような躯では甚振り甲斐がないというものだ。

「今回はよくやった」

「ありがとうございます」

　形だけの労いの言葉に、蓮は目を伏せて礼を言った。どちらも本気ではないという、騙し合いのような素振りが、二人の共犯関係を表しているようで、心地よかった。しかし、蓮はともかく、浮岳としては本当に、少し褒めてやっても良い気分だった。彼の働きはそれだけの価値がある。

　そこでなんと言えば、なにを与えれば彼は喜ぶのだろうかと考えた。しかし思いつかない。今まで二人で私的な話をする事がなさ過ぎたのだ。彼の好みとか、なにを欲しがっているのかなど、まるで見当がつかない。だがなにか与えなければならない。そして彼を喜ばせたい。

　蓮の喜ぶもの、それはなんだと考えながら、細過ぎる姿態を眺める。飾り気のないスーツを着、地味に徹する彼には、派手なアクセサリー類は似つかわしくないだろう。だいたいそんな物を彼が欲しがるとも思えない。足元からずっと視線を上げ、ボディの全てを観察していくと、最後に美しい面へと行き着く。痩せてやつれていてさえ美しいというのが、少々頭にくるが、綺麗なモノは綺麗だと見つめる。そこで、彼の耳元に光るルビーに目が留まった。

　あれは蓮の学生時代からの友人である、現、会長補佐、柳原薙が贈ったものだ。調べさせた内容によると、クリスマスプレゼントという事だったらしい。神道を祭っていた高塔の家ではクリスマスという行事を祝った経験がないという。それを聞いた柳原が、蓮に人並みのクリスマスを味合わせてやろうと調えた席で渡したと聞く。二人に愛人関係があるのかと探らせたが、そこは定かではない。だがおそらくないだろう。そんな風には見えなかった。最初に甚振った時、彼がそういう行為になれていないとわかっていたし、それにやはり似合わない。柳原は冬眠前の樋熊のような男だ、天女のような蓮とはまるで絵にならない。ではなぜそいつに貰ったピアスを後生大事にしているのかと考えると、理由は思いつかない。せっかく友人がくれたのだからと義理でつけているのかもしれない。だとすれば、自分が変わりのピアスを贈れば、今度はそれを填めるだろうかとも考えた。しかし、もしそうならなかったらムッとする、褒美のつもりが、苛々して彼を打ってしまうかもしれない。

　いや、彼が自分からの贈り物を喜ばない筈はない。

　しかし本当にそうか？　もし喜ばなかったら？

　ピアスを贈っても、蓮はあのルビーを外さないかもしれない。そんな馬鹿なと思うが、もしそんな事になったらどうする？　どうなる？

　それを考えたとき、浮岳の選択肢のなかから、ピアスというのは消えた。万が一でも、あってはならないと思ったからというのが、本音だが、浮岳は言い訳をすり変える。蓮は玩具だ、家来でもなければ奴隷でもない、人でさえない。主が玩具に装飾品を贈るなどあり得ない。だから却下だ。

　ではなんにする？

　考えに考えた末、これしかないと決めた。

「この上は、一刻も早く俺を楽しませろと言いたいところだが、お前も少々くたびれろう、暫く休んでいいぞ」

「え……？」

　あまりに意外な言葉を聞いて、その言葉の意味を理解するのに時間がかかったのだろう、蓮はぽかりと口を開け、暫く瞠目していた。そしてようやくその意味を理解し、ありがとうございますと頭を垂れる。別に、蓮のためだけを考えてそう言ってやった訳ではない。醜い玩具や、脆い玩具では、自分も楽しめない。蓮には傲慢なくらいの自信と美がなくてはならない。だから、その美と体力が戻るまで、少し待ってやろうというだけだ。待つ時間というのは焦れったくて、好きではないが、あまり早くに壊してしまってはあとで後悔する。彼ではもっと長く、自分が生きている限り永遠に遊ぶつもりなのだ。温情ではないと言い聞かせ、浮岳は帰って良しと言葉を繋いだ。




　潔く身を翻し、鋭く硬く光る眼光の、痩せた背中が去っていく。その後ろには、固い絆と血で結ばれた男たち、跡部、土屋、京極が続く。この二ヶ月間で、彼らが何人を燻り出し、何人を処分してきたのか、正確には聞いていない。だがおそらく血を流した数は片手では利かないだろう。それぞれの采配の元、二桁以上の人間がこの世から消えたに違いない。直接手を下したかどうかは別にして、それぞれがその血を浴びた。誰の手も血塗れだ。跡部はもちろん、学生上がり、遊びの延長として極道に入った土屋と京極は、この一件で一端の極道へ化けたのだ。その後姿を、浮岳は戦慄して見送った。彼らは、いつか、自分の敵になる。修羅と呼ばれる男、須崎と共に、いつか自分を殺しに来る。




　その予感は浮岳をさらに凶暴にさせた。











　＊＊＊




　蓮が全てを整え、動き易いよう采配してくれた関東連合の運営も、一ヶ月しないうちに飽きた。元々巨大組織の運営など向いていなかったのだ。ＡかＢか、ただ選ぶだけでも面倒で苛々する。一言指示を出すだけでいいと言われても、その一言が重い。日々のストレスは耐えがたく、かといって、それを別の人間にやらせる訳にはいかない。最終判断は蓮が掘り出して来た湯月に任せるとしても、指示だけは出さなければならなかった。浮岳の指令を、湯月はいちいち恭しく頭を垂れ、腰を落として聞く。最初それは自分に気を使い、敬っているのだと思っていた。だが違う。彼は自分を思い切り馬鹿にしている。実力もないのに、権力の座に居座り、血筋だけで威張り散らす能無し。そう考えているに違いない。苛々する。いっそ弄り殺したい。だがそれが出来ない。湯月がいなくなれば全ては自分でやらなければならなくなる。それは困る、それは出来ない。だから簡単には切れない。そう思えば余計に苛々する。いても立ってもいられない。全身が震え、真夜中、大声で叫びたくなるような渇きとジレンマを抱え、浮岳はのたうった。どうすればこの餓えが癒やせるのか。答えは聞く前からわかっていた。蓮だ、蓮しかしない。蓮でしか、この渇きは癒せない。

　白峰会の会長となり、関東連合の長となってからの浮岳は、今までよりもさらにずっと、乾き、餓え、焦れた。誰も彼もが敵に見える。大勢いるボディガードも、自分に代わり、自分の命じるまま連合を取り仕切る湯月も、全てが自分を馬鹿にし、蔑み、疎んでいる。いつか、切欠さえあれば、奴等は簡単に裏切るだろう。一斉に反旗を翻し、自分を殺しにやってくる。うかうかしていられない。やられる前にやらなければ、自分は加害者だと証明しなければ……。

　追い詰められた浮岳は、狂気のように、何度も蓮を呼びつけた。だが蓮も今度はそう簡単に応じて来ない。彼の率いる鷲尾会は、今や白峰に並ぶ勢いの勢力を持ち、その組織を束ねるのに忙しいのだろう。それに、もしかしたら連合の実権も、蓮が握っているのかもしれない。考えてみれば、湯月は蓮が連れて来た男だ。彼と通じていないとは言い切れない。というより、通じていると考えるのが当たり前だ。自分はお飾りのトップ。形だけの号令をかけ、形だけの王座に座っている。そして、実質組織を束ね、動かしているのは高塔蓮だ。浮岳の命令を受けた湯月は、その足で高塔蓮に伝えに行き、指示を仰ぐ。そして蓮が考え、浮岳の機嫌を損ねない程度にアレンジされた方法が提示される。湯月はそれをそのまま実行している……のかもしれない。

　浮岳は、頭のどこかでそれを知りながら、深く考える事を放棄していた。考えてはいけない。考えれば、それに気づけば、蓮と湯月を罰し、処分しなければならなくなる。そんな事をしたら連合は立ち行かなくなる。崩壊だ。だから壊せない。そのジレンマはやはり蓮でしか晴らせない。彼が、自分をお飾りのトップにし、連合の実権を握るというならそうさせてやってもいい。運営など面倒なだけだ、自分はただ楽をして甘い汁だけ吸えればいい。しかし、罰は必要だ。自分を謀り、裏で実権を握ろうと言うのなら、自分は意地でも蓮を離さない。永遠に玩具として苛んでやる。それが彼への罰だ。

　その頃既に、蓮との逢瀬は二ヶ月に一度か、多くても月に一度となっていた。大きな組織を動かすには、それくらいの間合いが必要だと言う。それは仕方がない。その分会えたその日はたっぷり楽しませてもらえばいい。楽しむためにという名目で、薬も大いに使った。素のままの蓮では冷た過ぎるのだ。薬に溺れ、理性も意識も飛ばし、熱く身悶え、啼く蓮が見たい。だが浮岳の楽しみと、蓮の抵抗を嘲笑うように、白い悪魔は内側から全てを崩していった。浮岳邸を訪れる毎に、逢瀬を重ねる毎に、彼は徐々に狂っていく。苛々と落ち着きのない視線を彷徨わせる事が多くなった蓮を心配し、跡部や、樋熊のような顔をしたあの男、柳原薙らが阻むのだろう。蓮の足はますます遠のき、浮岳の苛立ちがつのる。

　苛立つから、乾くから、餓えるから、より酷く蓮を弄る。薬と暴力、その両面から責められ、蓮は傷付き、倒れる。その悪循環の中、とうとう蓮は居留守を使うようになった。いや、確実に居留守とわかっている訳ではない。ただ、浮岳が連絡を入れても、側近のものが今は留守です答えるだけになり、怒りは頂点に達した。馬鹿にしている。もともと玩具に拒む自由は与えていない。自分が来いと言っているのに、来ないなどあり得ない。つけ上がり過ぎだ。頭に来た浮岳は、蓮に連絡が取れないなら京極をよこせと怒鳴った。

　京極真咲、いつぞや生贄にし損ねた美麗な男だ。蓮の側近の一人であり、鷲尾会の頭脳と言われているらしい。京極を失えば、鷲尾会にとっても蓮にとっても大打撃だろう。だからあえてそれを言い付けた。それが嫌なら蓮がくればいい。

　無理を言っていると思いながらも、浮岳は半分以上信じていた。代わりに呼びつけた京極ではなく、蓮が来ると……前回のように大慌ててすっ飛んで来ると信じていた。しかし、その日やって来たのは、蓮ではなく、貴公子然とした軍師、京極だった。




「ふん、ようやく来たか」

「お待たせして申し訳ありませんでした、高塔はただいまどうしても抜けられぬ時用がありまして、今回は私が代わりを務めさせていただきます」

　忌々しく呟く浮岳に、京極は浅く頭を下げた。すいとあげられた顔は、冷たく高慢そうで眉目秀麗。それだけとれば蓮にも劣らないと見える。中身もそうであるか、この若い軍師が、どんな楽しみを与えてくれるか、それは手をつけてみてからのお楽しみだ。とにかく、出来るだけ手酷い仕打ちを、可能な限りの残酷と恥辱を全て与えてやろう。全ては蓮のせい、自分の呼び出しに応じなかった蓮が悪い。たとえ本当にのっぴきならない理由があったとしても、許さない。全てが終わったあとで、この美麗な軍師の、ズタズタになった姿を見て苦しむがいい。それが今回自分を無視した、彼への罰だと思った。

　まずは最初の日、蓮にした仕打ちを、そっくりそのまま京極に試した。同じように美麗で高慢なら、同じような反応を見せるかもしれないと期待したからだ。だがその期待は面白いほど簡単に裏切られた。美しいのは見掛けだけ、高貴に見えてもそう見えるだけで、中味は他のガラクタと同じだった。服を脱がせようとすれば抵抗する。どうしても逃げられないと悟れば今度は自分でやれると怒鳴り散らす。呆れるくらい馬鹿だ、玩具にそんな自由があると思うのか？

「馬鹿かテメエは？　どこの世界に自分で動く玩具がいるよ？　テメエは人形なんだよ、勝手に動く事も勝手に喋る事もしちゃいけねえんだ」

　だからジッとしてろ、許可があるまで喋るな動くなと告げると、京極は息を呑み、唇を固く噛み締めた。自分の考えが甘過ぎた事に、今更気づいたのだろう。だがそれこそ今更だ。もう遅い。京極はまだなにもされていないのに、屈辱に瞳を血走らせ、身震いしていた。今からこれではそう長くはもたないだろう。半分興味を失った浮岳は、ボディガードの男たちに、続きを始めろといいつけ、背後に置いてあるベッドへ座り込んだ。ジッとしてろと言ってもジタバタ無駄な抵抗をしようとする京極を、なんの感慨もなく見つめ、その退屈さに欠伸が出そうになる。面白くないので棚からブランデーのボトルを取り出し、グラスに注ぐ。それをちびちび舐めながら、京極が身体検査される様子を見ていた。彼は大声で喚き呻き、男たちを罵倒して暴れている。といっても両側から全身固く押さえつけられているので殆ど意味のない抵抗だ。京極の中を拡張し、さんざ覗きこんだ男がご覧になりますかと聞く。だが興味が湧かなかったので見には行かなかった。ただ退屈だ。

　検査を終え、ようやく拘束を外された京極は、怒りに震えた瞳で浮岳を睨み、やがて勢いよく立ち上がった。

「キサマッ！」

「おっ……っ？」

　立ち上がった京極は、途中で床に投げ出してある自分の衣類から、皮のベルトを抜き取り、浮岳目指して走って来た。そいつで浮岳を殴りか縛るかするつもりだろう。だが、いかに狭い死法堂とはいえ、ボディガードが山ほどいる室内だ、辿り着ける筈はなかった。突然の行動に、一瞬遅れをとった男たちは、慌てて京極を取り押さえに手を伸ばす。ここで浮岳に掠り傷ひとつでも負わせたら大変な事になる。自分らは皆殺しだ。そうまでならなくとも、手酷い罰があるに決まっている。京極の自由にはさせられない。

「やめろっ、離せっ！」

　忽ち取り押さえられ、床にうつ伏せに倒された京極は、憎しみに燃えた瞳で浮岳を睨み、無駄な抵抗を繰り返す。大勢でよってたかって押さえつけられているので身動き一つ出来ないというのに、口だけは一人前だ。少し苛々してきた。身の程を弁えないにもほどがある。なにが軍師だ、本気で馬鹿なんじゃないかと思った。自分がどれだけ馬鹿で愚かな事をしているのか、その身でわからせてやるしかなさそうだ。

　浮岳は、男らに、京極を仰向けの形にひっくり返せと告げ、床に大の字に押さえつけさせた。そして動けない彼の股間を、思い切り踏みつける。醜く下品な悲鳴が上がり、京極の身体が痙攣する。蹲ろうにも、のたうとうにも、身動き出来ないので、どうにも出来ない。激痛を逃がせない京極は口から泡のような涎を流し、目を剥いた。その無様を少し晴れた気分で見下ろし、浮岳はまたベッドへ戻った。

「おい、お前、その優男に一発抜いて貰らえ」

「ぇ……？」

　指名された男が戸惑う。浮岳は、その戸惑いを面白そうに見つめ、床に張り付かされている京極を指した。

「ほら、そこで丁度良くアホ面さげて口開けてんだろ、その中にぶち込んでやれっつってんだよ、美人の中は気持ちいいぞ」

　彼の口腔内を犯せと言うと、少し躊躇った男は、浮岳に睨まれ、すぐに態度を改めた。こんなところで犬死したくない、言うとおりにしてさえいれば、自分は助かるのだ。やるしかない。ズボンの前をあけ、萎びたモノを露出させた男が、京極の目前に迫る。だが項垂れ硬度のない雄ではやりようがない。浮岳は眠そうな瞳で、そいつを咥えて舐めろと京極に命令した。当然彼は口を開かない。さっきまで、激痛のため馬鹿みたいに開け放たれていた口を固く閉ざし、横を向こうとする。浮岳はその無駄な抵抗を見ながら立ち上がり、再び京極の正面へ回った。そしてひょいと上げた足先で、彼の股間に情けなく縮こまっている房を軽く蹴った。道端の小石さえ動かせないほどに、力を抜いてやったのだが、彼はビクリと震え、全身を緊張させた。

「いちいち命令しなきゃわかんねえのか？　口開けな、そんでそいつのモノをしゃぶれ、でなきゃ、踏み潰すぞ」

　脅しは覿面で、京極は真っ青になった。だがなかなか口が開かない。どうやら強張ってしまったらしい。世話が焼ける人形だと溜息をつき、浮岳は強張る京極の股間を、さっきよりは力を抜いて、脅し程度に踏みつけた。途端に悲鳴があがり、そのはずみで口が開く。その間抜け面を笑いながら、そのまま口を閉じるなよといいつけ、ベッドへ戻った。そこで再び舐めろと言いつけると、京極のもようやく、脅しではないとわかったのだろう、赤い目をして舌をだす。男の萎びた雄を舌先だけで舐め、奮い立たせると、男は彼の前髪を抜けるほど強く引き、顔を持ち上げる。そして痛みにぽかりと開けられた口の中へ、自身の強張りを突き入れた。いきなり突っ込まれた京極は、噎せて咳き込もうとするが、押さえつけられているのでそれも出来ない。口の端から涎を泡のように垂れ流しながら泣き、呻いた。

　彼の口の中で男が果てると、浮岳はまた別の男に、同じ事を命令した。いくらでも、何人でも、彼が気を失うまで、いや、気を失ってもたたき起こし、続けると決めていた。

　だがその残虐も、五人目あたりで退屈になる。三人目あたりで、京極も麻痺してきたのか、慣れたのか、それともただ一刻も早く解放されたいという思いからか、従順になり、やり方も上手くなってくる。ただ単調に繰り返される行為では面白くない。もう少し締めてやるかと顎をあげ、口を犯している男とはまた別にヤツに、彼のモノも咥えてやれと告げた。責めるほうでなく、奉仕のほうを命令された男は、一瞬、クジ運が悪かったなという顔をしたが、すぐに平静を装い、床に手を付いて、項垂れている京極の雄を舐め始めた。自ら咥えつつ、別の男にしゃぶられる快感に、彼のモノは忽ち硬くなり、厭らしく粘液を流し始める。京極のモノが鋼鉄の硬度を持ったところで、浮岳は男に口を離させ、その張り切ったモノへ、皮製のベルトを取り付けさせた。少しきつめに締め付ければ、即席の強制リングになる。さっき自分に歯向かおうとした代償だ。その状態で彼の前と後ろの孔へ、いつか蓮に使ったのと同じ、ミミズを注入する。思った通り、京極は身を震わせ痙攣しながらのたうつ。行き場を失い、逝くに逝けない彼の雄は、血管が浮き出し、破裂しそうな勢いで膨張した。忽ち内部を侵し始めたムズ痒さに、京極も堪らず腰をふる。

「そんなに気持ちいいか？　前も後ろも大口開けやがって、欲しくて堪らんねえってか？　腰まで振っておねだりとは呆れるな、そうとう好きらしい」

　大きな声で、罵ってやると、京極は一瞬薄目を開け、悔しそうな顔を見せた。だが強制快楽には勝てなかったらしい、再び目を固く閉じる。

「ふん」

　つまらなそうに鼻を鳴らした浮岳は、口腔内を犯していた男に、そっちはいいから、今度はケツへブチ込んでやれと命じた。散々しゃぶられて張り詰めていた男の硬直が、京極の背後へ突き入れられる。いかに媚薬で疼いているとはいえ、まるで慣らしてしない蕾は、いきなりの侵入にキリキリと軋み、どこか切れたのだろう、血が滲んだ。

　だが媚薬に侵されている京極は、痛みすら快感にすり替え、泣いて身悶える。もっと激しく掻き混ぜてくれと懇願するように、自ら腰を振る京極の無様を目の端で捉え、浮岳はまたベッドへ座り込んだ。そこからさらに彼を責めるよう告げ、喘ぎ声を上げるため、開け放たれた京極の口へ、また別の男のモノが捻じ込まれる。上と下から犯され続ける京極を、浮岳は退屈な子ども向けアニメーションでも眺めるように、ただぼんやりと見ていた。

　こんなくだらない遊びでも、昔はそれなりに面白いと思っていた。嫌がって逃げ回り、悪態ついていた人形が、快楽に流され、苦痛に苛まれ、醜く涎やその他、汚らしい体液を垂れ流しながら身悶える姿を、笑いながら見ていられた。だが、今はその遊びのどれもが色褪せる。相手なら京極で申し分ないはずだ。これもまた、見かけは蓮に劣らない美形であり、誇りも高い。いちいち反抗的な男が、泣きながらひれ伏す様を見るのも面白い筈だ。しかし全然面白くない。

　犯され続ける京極を見つめ、次第に苛々してきた浮岳は、彼を犯す男たちの顔面を蹴りつけ、そこから引き剥がした。引き離された男たちは無様に転がりながらも慌てて身を正し、整列する。それを忌々しく眺め、そいつらに彼を吊るせと命じた。犯しても面白くないなら血だ。鞭打てば少しは気が晴れるだろう。

　両手を一束にして万歳の格好で吊るされた京極の雄には、まだ痛々しく革ベルトが食い込んでいる。傍で控えている男に命じてそれを外させると、極限まで押さえつけられていた白濁が、噴水のように吐き出された。あまり勢いがよいので、外しにいった男のスーツと手と顔が濡れる。男は顔を顰めて振りかけられた精液を拭い、忌々しげな表情で後へ下がる。それは少し面白かった。

「いい思いしたな、気持ちよかったろ？」

　吊るされた京極の顎に鞭を当て、囁きかけると、彼は悔しそうに顔を顰め、赤く濡れた瞳で浮岳を睨んだ。まだ睨むくらいの余裕はあるらしい。そうでなくては面白くない。浮岳は、少し晴れてきた気分で、若々しく、まだ傷のない肌を撫でた。

「これだけ気持ちよくさせてやったんだ、今度はこっちを楽しませろよ？」

　蓮を打つ時は、教鞭を使っていた。痛みが酷いわりには傷が残り難いのと、鞭が短い事で直接打っている感じがするのがいい。しかし京極相手にそれは少しかったるい。教鞭を振るうのは、こちらも少々疲れるのだ。もっと楽に、そして簡単に血が出るヤツがいいと考え、今回は先が数本に分かれた麻縄の鞭を使う事にした。所謂、猫鞭というヤツだ。古来から、死んでもいい相手に使う、拷問用具とされている。

　しかし今はそう物騒なモノは売っていない。作れと言っても、相手もなかなか承知しない。仕方がないのでそれに一番近い形のモノを作らせた。本来は麻縄に数ヶ所の瘤を作り、鞭先に星型の鉄を取り付けておくものだが、そうすると、か弱い現代人はすぐ気絶して、ロクに楽しめないうちに死んでしまう。だから瘤は一ヶ所のみ、先端も金属の鋲を取り付けてあるだけだ。昔ならこの麻縄の鞭には、硫黄を湿らせて使ったと聞くが、それも定かでなない。面倒なので、自分は塩水で代用していた。それでもそれで打たれれば、肌は裂け、一度で無数の裂傷が出来る。蓮を打った時ほどの回数を打たずとも、赤剥けに出来るだろう。浮岳は憎々し気な瞳を向け、気丈に自分を睨んでいる京極の前に立ち、その悲鳴を想像しながら、麻縄の鞭に塩水を染み込ませた。まずは悲鳴を聞いてやろう。

　京極がどんな悲鳴をあげるのかとわくわくしながら、鞭を振り下ろす。ビシャッと湿った鈍い音がして、甲高い悲鳴が上がる。飛び散った血が、死法堂の床に跳ねた。たったの一打ちで、京極の胸に、赤く皮膚が捲れた傷が数ヶ所出来る。

「ほう……なかなかいいな」

　悲鳴と血に気を良くした浮岳は、鞭の持ち手側についている丸みのある鉄の星型で、赤剥けた傷口を突いた。京極は大きく身体を捻りながら、顔を顰めて呻く。だが、瞳は憎しみに燃えていた。その反抗的な所は気に入った。念入りに遊んでやりたくなる。

「お前、まだわかってないな、俺にそんな顔できる立場だと思うのか？　何度矯正しても直せない不良品はぶち壊してもいいんだぞ？」

「きっ……っ！」

「ん？」

　貴様こそ、ただで済むと思うなよ、とでも言おうとしたのか、京極は何か怒鳴りかけ、寸前で忌々しそうに口を閉じた。怒りと痛みと屈辱で、さしもの軍師も頭が回らなくなっているらしい。ここで反抗するなど愚の骨頂だ、浮岳は呆れ半分に再び鞭を振り上げた。今度の狙いは下腹部だ。急所に当たればさぞや痛かろう。当たるか当たらないかは運次第だと、狙いもそこそこに振り下ろす。鞭は臍の下から足の付け根付近までを撫で、先端についた鋲で、下腹部の皮膚が裂ける。まるで手術用のメスを入れたように、裂けた傷からは、濃く赤い血液が流れ出た。幾分か加減をしてやったので、股間に縮こまるモノには傷は入らなかったようだ。浮岳はふんと鼻を鳴らし、鞭先で軽く彼のモノを突いた。

「残念、こっちに当ててやるつもりだったのに、外したか……当たってればこんなチンケなモン、一発でぐちゃぐちゃだ、二度と使い物にならなったろうに、お前、運が良かったな」

「……下衆」

　鞭打たれ、傷だらけになった京極は、汗と涙でぐしゃぐしゃになった顔で、項垂れながらも浮岳を睨み、小さく、殆ど聞こえないような声で呟いた。本当に聞こえなければよかったのだが、彼には捨てられないプライドがあったのだろう、その呟きは、小さくともはっきりと、浮岳の耳に届いた。さすがにムッとする。身の程知らずもここまでくればただの愚か者だ、よほど死にたいらしい。

「下衆か、ずいぶん生意気な口を利く、やっぱり不良品だな」

　ムッとした表情のまま呟いた浮岳は、周りに侍る男たちに、京極の足を抱え上げさせ、空中で仰向けになる形に支えさせた。大男によって両側から足を持ち上げられ、彼の股間が目の前に来る。さきほど男たちに犯された蕾は、赤く爛れたように腫れ、薄く血も滲んでいた。だが散々突っ込まれたあとだ、緩んではいるだろう。

「生意気な不良品には罰が必要だな」

　ニヤリと笑いながら吊られている京極に囁きかけ、手にしていた鞭を逆手に持ち変える。そして、星型の鉄球が付いている持ち手の先で血の滲んだ蕾を突いた。京極はギクリとしたように硬直し、無理な姿勢から、浮岳の様子を覗き見ようとする。一瞬目が合い、彼の恐怖が窺えた。だがもう遅い、主を罵倒した罪は重い。怯える京極の目を見ながら、浮岳はそのまま鞭先を彼の蕾へと突き刺す。

「ぅわぁあぁああああぁぁっ！」

　大きく悲鳴が上がり、京極が仰け反る。鞭の持ち手部分を突き立てられた蕾からは、赤い粘液質の血が、だらりと流れ出した。先についている星型の鉄球で、内部が傷付いたのだろう。ひいひいと泣き叫ぶ声を聞きながら、突き入れた鞭をさらに奥へ差し込み、ぐりぐりと回す。悲鳴は一段と大きくなり、彼は情けなく失禁した。

　余りに無様な姿を見物し、気持ちが高揚してきた浮岳は、声を立てて笑いながら京極を抑えていた男らに手を離させる。彼はそのままドスンと足を床につく。あまりの痛みのためか、それとも屈辱のためか、彼はぐちゃぐちゃになった顔を俯かせ、諤々と身震いをする。その惨めな顔を存分に眺め、少し気が晴れてきた。今度は壁の飾り棚から違う鞭を取り出して、生贄の前に進み出る。

「不良品、尻に鞭を突っ込まれて気持ちいいだろ？　良い様だぜ、ほら、尻尾が生えたみたいじゃねえか」

　先端が幾本かに分かれる麻縄の鞭が京極の尻から覗き、それがまるで馬の尻尾のようだと嘲笑うと、彼は微かに頭を上げ、怒りに赤くなった瞳で浮岳を見た。その目が浮岳の気を荒立てさせる。本気でムッとした浮岳は、男らに命令し、麻縄の鞭を突き刺したままの京極を、箱型に張りつけさせる。そして、床に置いてある箱にうつぶせる形で固定され、四つ這いの形をとらせた京極の前に立ち、大いに笑った。

「どうだ、これなら完璧な馬じゃないか？　不良品から馬へ格上げだ、良かったな」

　嘲笑いながら言い聞かせると、京極は人でなし、いっそ殺せと喚いた。そう出られると、浮上しかけた気分が急降下する。浮岳は苛々した気分で鞭を握り締め、京極を睨む。

「殺せ？　死にたいのか？　馬鹿め、楽に死ねると思うのか？」

　苛々しながら冷たく答えると、さすがに京極も自分のおかれた状況を理解したのか、黙った。しかしそれは遅過ぎる判断だ。もう許す気はない。

「今からお前は馬だ、馬には鞭が必需品、せいぜい良い声で啼け！」











　＊＊＊




　それから散々に打ち据え、京極が動かなくなってから、浮岳は自らの所有の証である焼印を、彼の胸、心臓の上へと押した。既に鞭傷で赤剥けだった彼の左胸へ容赦なく押し付けられたその印は、数年前、蓮に押した印の数倍もある大きなモノで、押し付けられたその瞬間、思わず顔を背けたくなるような肉の焼ける臭いがした。




「武居、こいつを蓮のとこに送り返してやんな」




　馬のように、尻に鞭を突き入れられたまま、京極は倒れた。それを顎で示しながら、連れ帰れと命じると、武居は震える声ではいと返事をし、血塗れの京極へ手を伸ばす。

　浮岳にとってはまるで意味のない、ただ退屈しのぎの拷問を続けていた時、そこにいる誰一人、抗議する者はいなかった。だが、ただ一人、この男だけはずっと、もうやめてくれという顔をしていた。言葉に出して抗議してこなかったのは、僅かに残る保身だ。言っても浮岳はやめないとわかっているし、それどころか、やめてくれと言う事で、次は自分が標的にされるかもしれないのだ、口には出せないだろう。しかしずっと心を痛めて来た。だからこの役は武居にやらせる。ボロボロになった京極を見せ付ければ、蓮も鷲尾会幹部らも、その仕打ちをした者を憎むだろう。その憎しみの、目に見える標的が、京極を運んで行く武居だ。直接手を下したのは浮岳だとわかっていても、人はわかりやすく手っ取り早い標的を憎む。最近武居はますます厚かましい。好意を寄せる蓮の憎しみの視線を、存分に浴びてくればいい。

「俺は少しここで休む、目障りだ、さっさと運び出せ」

　出来ないというなら今すぐ外へ放り投げさせるぞと言うと、武居は慌てて今すぐと答え、血塗れの京極を抱き抱えて、床に散らばった彼の衣服も持って外へ出て行った。二人が出て行くのを確認してから、他の連中も全て下がらせる。小さな死法堂に一人きりになった浮岳は、血生臭さと、饐えた精液、体液の臭いの篭る、汚らしい空気を吸い込みながら、大きなベッドへ倒れるように転がった。目の上で手を交差させ、暫くジッと瞼を閉じていると、なぜか蓮の顔ばかりが思い浮かぶ。冷たい目をして自分を見ている蓮だ。他の表情を探そうとしても、思い浮かぶのは、蔑むでも怯えるでもない、無感動な瞳だけだ。なんの感情も篭っていないあの目を見ているだけで、切なくなる。なぜあいつは俺を見ないのだと哀しみさえ覚える。

　俺を見ろ、もっとちゃんと俺を見ろ。お前の泣く顔も、笑う顔も、嘆き哀しむ顔も、全部俺のモノだ。なんで他の奴ばかりに見せるんだ。見ていいのは俺だけだ、俺だけに見せろ。

　そう叫べば、他人はなんてムシのいいと眉を顰めるかもしれない。だが浮岳には深刻だった。それだけが望みなのだ。蓮の顔が見たい。彼が自分を見ていると確かめずにいられない。今日ここへ来なかった蓮が、どこでなにをしているのかと考えると、苦しくて息が出来なくなる。彼は、今もどこかで自分ではない誰かといる。そこで笑っている。お前を囲うのは誰だ？　誰に笑いかけている？

　その時ふと、浮岳は、自分は彼の笑顔を見た事がないと気づいた。当たり前だ、笑いかけられるような接し方はした事がない。笑顔など、見せる筈もない。それなのになぜ、こうもまざまざと、彼の笑顔が思い浮かぶのだろう？　それも自分ではなく、他人に笑いかける顔だ。

　俺を見ろ。俺を見ろ。俺を見ろ。

　呆けのように、何度も何度も心の中でそう叫び、今彼が何をしているかと考えた。彼が自分の呼び出しを、あからさまに無視したのは初めてだ。いつも何かしらの言い訳をしてきたというのに、今回はそれもない。言い訳一つなく、大事にしていた側近を一人でよこす。考えてみれば、そんな筈はない。自分さえ良ければそれでいいと割り切れる奴なら、とっくにそうしてる。他人の身代わりを申し出たり、部下の許しを乞うため駆けつけたりはしない。それが出来ないから蓮なのだ。

　ではなぜ、今回に限って蓮は現れなかった？

　それはもしかしたら、駆けつけたくても駆けつけられなかったからではないのかと、急に気づいた。最近、虐め過ぎていた。薬も一度だけのつもりが、毎回使うようになり、蓮は目に見えて痩せた。使用中は薬による興奮と高揚感から、いい顔も見せたが、それが切れると糸の切れた操り人形のように脱力し、這いずる事も出来なくなった。いつも彼に付き従ってきていた跡部か須崎か土屋が、大事そうに抱き抱えて連れ帰るのを、胸の焼ける思いで見送っていた。彼は、限界だったのだ。

　もしかしたら……。

「蓮……っ！」

　気づいた途端、浮岳はベッドから跳ね起きた。背筋が凍り、全身からサアッと血の気が引いていくのがわかる。もしかしたら蓮は、倒れたのかもしれない。最初の時に一月以上寝込んだように、動けなくなったのかもしれない。いや、今は昔と違い、薬も使っている。回復力はさらに落ちている筈だ。連日の責めで失われた体力では、身体がもたず、心臓も止まるかもしれない。そう思うと冷や汗すら出た。嫌だ、許さない。自分に断りなく、逝く事は、絶対に許さない。

　苛々と逸る心を抑えつつ、浮岳はボディガードの一人を呼び出し、蓮の様子を探って来いと命じた。直接ではなく、裏側から、気づかれぬようにそっと探ってこさせる。彼が今どうしているのか、なぜ来なかったのか、部下が責められている時、何をしていたのか、それだけを念入りに調べて来いと命じ、また横になる。

　もし彼が、倒れていたとしたら不可抗力だ。来られないのも致し方ない。特別に許してやる。だが玩具が主の求めに応じられず休むのだ、代償は必要だろう。京極の死も、当然と受け取って欲しい。




　彼は……あの遺体を見て、どう思うだろう？




　声も上げられなくなった京極を、蓮が来ない腹いせをこめて散々に打ち据えた。物言う事無く、ただ吊り下げられたズタ袋のように手応えのなくなった京極は、あの時おそらく死んでいたのだろう。赤剥けた肉から滲み出す血と体液でべとべとになった身体に触れたくなくて、生死は確かめなかった。もしあれで生きていたとしても、長くはもたない、蓮の元へ辿り着く前にこと切れる。つまり、どのみち蓮が目にするのは京極の無残な死体という事だ。

　つい昨日まで、いや、もしかしたら数時間前まで自分の傍にいた美しい部下が、見るも無残な骸となって帰って来る。蓮になら、この死法堂で、彼がどんな酷い目にあい、無様に惨めに弄り殺されたのかわかるだろう。しかもそうなったのは自分のせいだ。自分が行かなかったから、部下が死んだ。彼の怒りと哀しみは、いかばかりか……。

　その嘆きと慟哭が見たい。

　見ず知らずの他人さえ、自分を責める事に加担するような奴にさえ、同情し情けをかけ、どうか変わりに自分をと、その身を差し出すようなヤツだ。自分の身代わりに部下が責め殺されたと知った時、どんな顔をするのか見たかった。泣くのだろうか？　叫ぶのだろうか？　それとも激昂するか？　その様子を想像するだけで胸が高鳴る。

「蓮……全部お前が悪いんだ、京極を殺したのはお前だ」

　夢見るように呟き、浮岳は空中へ手を翳す。そこに蓮がいるような気がした。部下の死を悲しみ、項垂れる蓮の背を見つめ、優しい気持ちになる。

　泣くな、蓮……。

　お前を哀しませるモノは、俺が全部処分してやる。だからずっと、俺だけを見てろ。心の奥底でそう呟きながら、浮岳は目を閉じた。

　少し疲れた……少しだけ休む。暫くしたら、また遊ぼう。




　疲れ果て、蓮を思いながら一眠りしたその数日後、部下から受けた報告は、ほぼ浮岳が考えていたとおりだった。

　浮岳が来いと命じたあの日、蓮は事務所内で倒れたらしい。呼び出しには応じなければならない、当然寸前まで蓮も行く気だった。だがその寸前、突然部屋に現れた会長補佐、柳原薙と言い争いの末、昏倒。柳原はその場で蓮を抱き上げ、そのままどこかへ消えたという。事務所内に置いておけば必ず無茶をする、だから別所で休ませるのだと言って連れ去ったらしいが、その後二人がどこでなにをしていたのかは誰も見ていなかったのでわからないという事だ。

　京極の死を、蓮がどう受け止めたのか、その時の反応はまるで聞こえてこなかった。その時、彼の近くにいられたのは側近中の側近たちだけで、他の者には中の様子は一切うかがい知れなかったようだ。須崎、跡部、土屋、そして、柳原薙だけが、蓮の慟哭を見ていたと聞き、またしてもあいつらかと憤る。冷静に考えればその感情は間違っている。蓮は自分の玩具であると同時に、今や関東で二位の勢力を誇る鷲尾会会長であり、奴等はその側近だ。一緒にいるのが正しいし、会長の一番辛い時ならなお更当然だろう。だが頭ではわかっていても、感情的には許せない。蓮は自分だけの玩具だ。その感情の上げ下げも、見て良いのは自分だけに決まっている。浮岳はその後も、ムキになって蓮を来させようと呼びつけ続けた。そしてようやく蓮が浮岳の待つ死法堂へ現れたのは、京極の死亡から数えて十日目の事だった。
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　その日、再三の呼び出しに応じて顔を見せた蓮は、黒のスーツにグレーのネクタイ姿で、いつにも増して地味な格好だった。部下の喪に服しているのだという事は聞かずともわかる。だが喪服というモノは、着ている本人の思いとは無関係に、なぜか艶っぽい。死者を悼み、その追悼に服すという、神聖で厳かな思いとは裏腹に、その服装が酷く淫らで色っぽく見えるというのは、なかなか皮肉な話だが、それもまた真理だ。浮岳は心浮かれる思いで、自分の元へ歩いてくる蓮を見つめた。

「ずいぶん待たせたな」

　わざと不機嫌を装い、脅しをかける。いつもならここで申し訳ありませんでしたと頭を下げるところだ。だが、京極の死がよほど堪えたのか、蓮は無表情のまま、返事をしなかった。今までになく、硬いその顔は、冷たい仮面のようだ。仮面の下には、あからさまな憎しみが見える。その異様な顔は、そこにいる誰もが息を飲むほどだった。浮岳も、そこで初めて蓮という生き物に生で触れたような、一種歓喜とも呼べるような恐怖を感じていた。

　薄皮一枚で塞き止められた蓮の殺意が、その薄皮を通して感じられる。今突けば彼は伐れる。ようやくにして自分を抑えているのだ、その箍は、些細な事で外れそうに見えた。だがここで怯み、蓮を許していてはこの先の示しがつかない。あくまでも、主導権はこちら、責めるのも許すのも、こちらだとわからせなければならない。

「どうした？　なにか言う事があるんじゃないのか？」

「モウシワケアリマセン」

　さらに声をかけると、蓮はようやく口をひらいた。だがその言葉はあまりに冷たかった。

　棒読みの台詞にも、感情はある。本当はそんな事考えていないのに言う台詞や、言いたくない言葉を言う時、形だけの謝罪にしても、その時その時の感情が篭っているものだ。無表情のように見える顔にも、動揺の色が窺えるように、棒読みの台詞にも感情はある。それが面白いのだ。しかし、その時蓮の口から放たれた言葉は、もはや言葉ですらなかった。機械的に弾き出される「音」だ。できの悪いロボットが、一音一音、弾きだす電子音。高低の区別なく繋ぎ合せて出来上がるような、耳触りの悪い音の羅列。まるで人ではないモノに向かって話しかけているような、壁に向かって言った台詞が、壁に反射して捻じ曲がり、跳ね返って来ているだけのような、嫌な声だった。

　これが自分のした事の結果かと、浮岳すらも傷心した。どうしたらいいのかわからなくなり、蓮に向かって伸ばそうとしていた手も止まる。どうやっても取り戻せないソレに気づき、胸が苦しくなる。しかしその時、傍にいる男たちの息を飲むような僅かな音が耳に届き、浮岳は我に変える。なにを馬鹿な事を考えているのだ。自分は主、蓮は玩具ではないか、玩具に怯えたり、玩具の機嫌を伺うなど馬鹿馬鹿しい。いつもと同じだ、やりたいようにやればよいのだ。

「あんまり、申し訳ないって顔じゃあねえな、なにか文句でもあるのか、蓮？」

「……オ訊ネシタイコトガアリマス」

「なんだ、言ってみな」

　あるなら言ってみろと促すと、蓮はストレートに口を割った。冷たい仮面がずれ、その下の殺意が見え隠れする。その緊迫感に、なぜか酷く興奮を覚える。蓮の冷たい牙が、今しも自分の喉笛を噛み切りそうで、恍惚とさえした。

「デハ、浮岳サン……ナゼ、京極真咲ヲ殺シタノカヲ、オ聞カセクダサイ」

――なんで京極を死なせたんだ！

「京極ハ、鷲尾会ニハ必要ナ駒デシタ、ナゼデスカ？」

――あいつを返せ、元どおりの京極を俺に返せっ！




　耳触りの悪い雑音のような冷たい言葉の裏に、蓮の叫びが聞こえるような気がした。蓮を覆う薄皮は、荒れ狂う魂の叫びに押されて極限まで薄くなり、今にも破けそうだ。薄皮が破け、剥き出しの殺意が飛び出した時、彼がどうなるのかを見てみたくなった。だがそれを見た時、自分はこの世から消える事になるかもしれない。そう思えば不用意には突けない。だが見たい。

　浮岳は、ギリギリの欲望に突き動かされながら、身震いし、息を飲む。口の中が唾液で溢れ、窒息しそうだ。突くなやめろと理性で感じながら、本能はその先を欲してのたうった。どうしても、見たい。

「なぜ？　理由は簡単だろ、お前が来なかったからじゃないか、お前が来なかったから代わりに京極を打った、あいつもお前の組のモンも、みんなそうしてくださいといってきたぞ、俺はその要求を聞いてやったんだ、何の不満がある？」

「死なせる事はなかった筈です」

　お前のせいだと言う返事に、蓮も動揺を隠せなくなったのだろう、その声に色がついた。鮮やかな緋色だ。その心地よい声を聞きながら、浮岳は淡々と答える。

「お前の変わりになると言ったから、いつもお前にしている事をした、大人しくしていればいいものを、あの馬鹿は逆らった、だから制裁した、だがさらに反抗しようとした、だからさらに痛めつけてやった、そしたら死んだんだ、自業自得だろ」

「それなら！　私にも同じ罰を……っ！」

　当然だと答える浮岳の返事に、蓮は取り乱し、浮岳に怒鳴り返した。長い付き合いになるが、蓮が自分に大声を上げたのは初めてだ。ちょっと面白くなってきた。

「同じ罰だと？」

「はい」

　同じ罰と、蓮は言う。だが本当にその意味がわかっているのか？　同じ目を見れば死ぬ事になる。それも醜く惨めな肉塊となり、クソのように打ち捨てられる、意味のない死だ。そうなりたいのか？　そう願うほど、京極の死が哀しいのか？　京極が惜しいのか、あいつが好きだったのか？　ぐるぐると考えを巡らせているうちに、だんだん不愉快になってきた。蓮が、自分以外のモノに心動かされるところなど見たくない。苛々した浮岳は、近くに放り出してあった張子の性具で蓮の頬を殴りつけた。いきなり飛んできた凶器で殴られ、蓮は倒れかける。そこをさらに蹴りつけ、床の上に転がせた。

「そんなに同じ目にあいたいか？」

「部下の罪は私の罪です、私の部下が浮岳さんを不愉快にさせたと言うなら、私も同罪、私を罰してください、その代わり……」

「その代わり？」

「京極を……っ」

　京極を返せと、怒鳴りかけ、蓮は口を噤んだ。それ以上言ってはいけないと、ようやく自制が利いたらしい。拳を震わせ、キッチリと噛み締められた唇は色を失う。俯き視線を下げた瞳には、怒りと悲しみが涙となって滲んで見えた。

「それほど京極が大事か、俺に反抗した馬鹿を庇いたいか……」

　蓮が哀しめば哀しむだけ、憤れば憤るだけ、その倍の憎しみを、浮岳は覚えた。お前は俺の玩具、自由を与えた覚えはない。哀しむ事も、憤る事も、俺のためだけに許す。それ以外のために感情を動かしてはいけない。それは厳罰に値する。

　憤りを覚えた浮岳は、ひれ伏した蓮を睨み、後ろへ下がった。そして、背後の飾り棚から、あの日京極に使ったのと同じ麻縄の鞭を取り出す。これで打てば蓮も壊れる。道路の上で、ミンチになっている轢かれた仔猫のように、あの日、ぐちゃぐちゃになって死んだ京極のように、醜い肉塊となり果てる。内側に、もう一人の自分がいて、やめろと叫ぶ。実際、心は嫌だと叫んでいる。だが身体はそれに耳を貸すことなく、床に手をつき、座り込んだままの蓮へ近づいていった。

　その時――――。

　それまで静かだった背後から、飛び出してくる何者かの足音がした。ハッとして振り向く間もなく、飛び出してきたそいつは、蓮の前に立ち塞がり、やめてくださいと叫んだ。

「武居……」

　呟いたのは蓮だった。蓮は自分の前に立ち塞がり、浮岳の蛮行を止めようとする武居を、呆然と見つめる。そして自分の行動の愚かさを知ったのだろう、涙を浮かべ、儚く首を振った。その震える声に、武居はチラリと振り返り、蓮の姿を目に焼き付けるように暫し見つめた。それはまるで、庇い合い、思い合う、道ならぬ恋人同士にさえ見える。それが酷く気に障った。

　こめかみがチリリと痛むほどの怒りが身体を貫き、浮岳は麻縄の鞭を固く握り締めた。するとそれに気づいた蓮が武居を突き飛ばすように前へ出る。振り上げた鞭は、進み出た蓮のひたいを掠り、スーツの肩に当たった。さすがに一撫でで破ける事はなかったが、生地には鍵裂きが出来る。鞭が掠ったひたいは、血が滲み出していた。

「蓮……っ！」

「高塔さん！」

　浮岳と武居がほぼ同時に叫ぶ。そして目が合った途端、頭の中がカッと熱くなった。

　蓮を打つつもりはなかった。こんなつもりではない、全部この男のせいだ。武居は自分を悪者にし、蓮を救う騎士にでもなるつもりだ。正義の味方を気取り、蓮を救い、そこで彼の心を持って行く気に違いない。

　そうまでして蓮が欲しいのか？　ありがとうと言われ、笑いかけられたいのか？　それで蓮が手に入ると思うのか？　だとしたら、なんて醜悪で最低な策略だろう。お前は蓮のためにしたと思っているかもしれない。だがそれは違うぞ、それはただの自己満足だ。自分のために誰かが犠牲になる事を許さない蓮が、お前の犠牲を見逃す訳がない。この結果は目に見えていた筈だ。これで蓮はお前に特別な感情を持った。お前は自らを傷付けず、自分の株を上げる事を成功させた。半殺しにされるくらいでそれが手に入るなら安いと思ったのだろう？　だがそうはさせない。

　ぎりぎりと歯軋りする思いで武居を睨んだ浮岳は、蓮のひたいに流れる血を見つめ、床に這い蹲る武居に視線を戻した。

「お前、そんなにこいつが好きか……使い古した女よりこいつのほうがいいか？　まあ、そうだろうな」

　邪心を見透かすように囁きかけると、武居は慌てて、違うと首を振った。彼には妻がいる。妻は、武居がここに浮岳のボディガードとして囲われてから、殆ど帰宅した事のない家で、夫の帰りを待っている。それなのに、その妻を忘れ、蓮を庇うなどお笑いだ。身の程を弁えないどころか、分不相応過ぎて、逆に面白くなる。これは報いてやらねばなるまい。

「隠すなよ、いいぜ、好きなんだろ、惚れるのは自由だ」

「いえ、そんな……」

　浮岳に迫られ、自分のした事の重大さに気づいたのだろう、武居は顔色を変え、後ずさる。しかしそれで逃げられる筈はない。彼は完全に怯えていた。蓮が殺されるかもしれないと思って咄嗟に動いてしまったのだろうが、その後の処し方まで最低だ。自分の未来は閉ざされたと思ったに違いない。もちろんそれは当たらずしもと言う所だが、彼が進み出たおかげで自分は蓮を打ち据えずにすんだ。京極を殺したこの鞭で打てば、蓮も死ぬ、それを止めた功績は認め、褒美をやろう。自分の楽しみを奪い、一時でも蓮を独り占めしようと企んだ事への罰と、蓮を壊す事を止めた褒美は、表裏一体。同じ行為で晴らしてやる。

「蓮、武居がお前を護ってくれたんだ、お前から褒美をやれ……しゃぶってやんな」

「え……」

「わかんねえかな、武居は自分の命も惜しくないくらいお前が好きなんだとさ、泣かせるじゃねえか、やってやれよ、そんぐらい出来るだろ？」

　ニヤニヤと笑いながら囁きかけると、蓮は利口だ、すぐにわかりましたと答えた。ヤラなければ、こいつをブチ殺すぞという脅しは必要なかったようだ。

　蓮が進み出ると、武居は慄いて下がろうとする。だが逃げ出せないのは承知だ。観念してその場に立ち尽くした。その怯えの裏に、蓮を得られる喜びが混じって見えて、気分が悪くなる。浮岳は立ち竦む武居を侮蔑の目で睨みながら、蓮に脱げと命じた。

「そのままじゃ色気がなくてつまらねえだろ？　脱げ、素っ裸になれ、武居のほうもだ、ここで見ててやるから、全部脱いでまぐわって見せな」

　そこで脱げと命じると、蓮ははいと小さく答え、自ら脱いだ。だが武居は固まっている。殴られ蹴られるような暴力は受けた事があっても、衆人環視の目前で脱げと言われたのは初めてなので、戸惑っているのだろう。しかし、ただ佇んでいられても時間が勿体ない。浮岳は蓮に脱がせてやれと命じた。蓮は、はいと答え、後ずさる武居の衣服へ手をかける。武居は、ふうっと目の前に現れた裸の蓮に、瞠目する。目尻が赤く染まり、困惑によせられた眉には、押し隠された恋情が見えた。だが妻もある身、今まで男に欲情した事などないのだろう、彼は動揺し、蓮を振り払おうとした。

　その時、ふいに蓮の綺麗な指が、武居の手に触れる。そして微かに唇を動かして、小さな声で、何事か囁いた。なんと言ったのかは小声過ぎて聞こえない。だが武居は、息を飲んで大人しくなった。殺されたくなければ観念しろとでも言ったのか、それともお前を死なせたくないとでも言ったのか……浮岳は蓮の唇が、なんと動いたのかとその動きを追おうとしたが、どうしても読み取れなかった。




　蓮は武居に寄り添うように手を伸ばし、ゆっくりと彼の服を剥いで、肌を露出させていく。武居はその仕草を、息を詰め見つめていた。二人はお互いを労わり合い、気遣いながら、なるべく静かに、ひっそり肌を合わせたがっているようで、それはまるで深川遊女と初寝の客のようにさえ見えた。そこだけが、光輝いて見える。なぜあの男にそれが許されるのか、一時でも蓮を得ようとしている武居の背中を睨み、浮岳は、焼け付くような渇きを覚えていた。そんな逢瀬を許可した訳ではない。

「さっさとしろ、ギャラリーが退屈するだろ」

　ノロノロと進められる仕事に、苛々と怒鳴りつけながら、蓮の背を蹴った。不意打ちの蹴りに、蓮は呆気なく床に倒れる。それを見た武居は咄嗟に手を伸ばして蓮を抱き起こした。

――なにをしている。

　勝手に手を出すな、それは俺のモノだ。勘違いするなよ？　お前に貸す訳ではないぞ。これは遊びと罰を兼ねたただの余興だ、身の程を弁えろと怒鳴りたいのを押さえ、浮岳は早くやれとだけ告げた。すると蓮は、これ以上長引かせてはかえって怒りを買うと判断したのだろう、無言で頷き、武居の胸を押す。そして死法堂の床に倒される形になった彼の両足をそっと押さえながら、股間にあるモノに唇をよせた。してやる事はあっても、蓮からされるのは初めてだろう武居は、感極まって声を上げた。むさ苦しい男の喘ぎ声など耳障りなだけだが、屈強な男が華奢な美少年に啼かされる図は滑稽で面白い。暫くその痴態を眺めていた。

　蓮は可憐な唇を窄めて彼のモノをしゃぶり、時折離れては舌先で括れや先端を刺激する。その度呻く武居には少々腹が立つが、懸命に尽くす蓮は、見ていて心地よかった。

「上手くなったな、蓮、武居の奴、もうびんびんじゃねえか、すぐ逝けそうだ」

　声をかけると、返事代わりに目線をあげ、蓮は小さく頷いた。いいと言うまで唇を離さないところが可愛い。蓮の中の、冷たさと温かさ、決して折れないのに、従順に従って見せるその所作は、いつでも浮岳の胸を騒がせる。しかしその相手が武居というのがいただけなかった。

「もういい、離してやれ」

「……はい」

　命令に従い、蓮は離れる。すると、そそり立つ武居の硬直だけが残され、もの欲しげにぶるんと震えた。己のモノを張りきらせたまま、武居も半身を起こす。蓮と違い、勝手に動くところが気に食わない。馬鹿じゃないかと思った。馬鹿には罰がいる。

「なにしてやがる、そのままじゃ白けるだろ、今度はお前がやれ武居」

　浮岳の命令に武居は声を詰まらせる。だがそこで許すほど甘くはない。

「もう充分だろ、入れていいぜ」

「え……？」

「蓮を抱きたかったんだろ？　抱いていいと言ってるんだ、待たせるなよ？」

　さっさとやれと促すと、武居は目を見開き、やがて滑稽なくらい身を乗り出して生唾を飲み込んだ。そして命令だから仕方なく、というよりは、欲しくて堪らなかったモノを与えられたかのように、蓮へと手を伸ばす。

「あっ……っ」

　冷たい床の上に押し倒される瞬間、蓮はとても哀しそうな顔をした。その顔に、どんな感情が込められているのかと推し量りながら、犯される蓮を見つめる。仰向けに転がした蓮の足を大きく開かせ、持ち上げた武居は、長い舌で申し訳程度に蓮の蕾を舐め、早々に中へと押し入っていく。よほど恋焦がれていたらしい、いつも見せる気遣いはどこへやら、まだ潤みのない蕾を割り開き、犯す武居は、ただの狼藉者だ。不愉快さは一気に倍増した。

　蓮の細い身体が冷たい床に跳ね、きしきしと木の擦れる音がする。摩擦熱で背中が傷つき擦り剥ける。きっと痛むのだろう、蓮は揺さぶられながらも手を伸ばし、武居の首に両手を絡ませた。自然と見つめ合い、抱き合う形になる。なにを誤解したか、それを武居は蓮の情けと思ったらしい。恋する相手に求められる幸せというモノに酔い、大事そうに抱き締めた。抱き締められた蓮も、なにか勘違いしたらしい。もしくは、極限状態で頭が回らなくなったのか、まるで本当に彼を愛しているかのように、切なく喉を鳴らし、しがみ付いていく。浮岳は、それを胸の焼けるような思いで見た。

　目の前には蓮の白い肌がある。悩ましく艶やかに、妖しく跳ねる身体がある。だがそれを抱いているのは一匹のハエだ。いや、そんな上等なものじゃない、ナメクジだ。その光景に眩暈がした。気分が悪い、吐きそうだ。

　周囲の雑音も視線も忘れ、夢中で求め合う武居と蓮を睨みながら、浮岳は壁際まで下がった。壁際には飾り棚があり、いつも蓮を責める時に使う、薬や性具や鞭が入れてある。だが入れられているのは、それら遊びに使う物ばかりではない。いついかなる時、無礼な狼藉者が飛び込んで来るか知れないので、護身用に銃も入れていた、扱い易いオートマティックだ。戦闘のプロには不向きかもしれないが、自分には丁度いい。それに、こんな狭い室内で、殆ど動かない相手を至近距離から撃つなら、これで充分だ。そっと引き出しを開け、浮岳はその銃を取り出す。 

　ニヤリと口先だけで笑った浮岳は、死法堂の真ん中で、いざ並ぶ男たちに監視されながら燃え上がる、武居の頭蓋に狙いをつけた。引鉄にかかる指が震える。間違っても蓮には当てられないので、少し慎重になった。蓮は武居の情熱に押され、熱に浮かされたように、跳ね踊っている。その姿は、これまで一度も見た事がないほど、淫らで美しい。だがそれが自分の物でないというのが我慢ならない。

　蓮は浮岳の視線に気づかず、狂ったように腰を振る。武居はその痴態を見つめ、愛おしそうに、その身体を抱きしめた。そしておそらく彼に負担をかけないようにと思ったのだろう、その手でそっと蓮を床に寝かせた。蓮を寝かせ、足を抱え上げた武居は、そこがどこなのかを忘れたように、激しく腰を入れる。蓮はただされるまま喘ぎ、武居は夢中で内部を突き続けた。肉と肉の当たる音が、ぱんぱんと鳴り、荒い息づかいと、誰の物とも知れない心臓の音が、脳内に木霊する。目の前の世界は色を失い、十六ミリのモノクロフィルムとなった。パタパタと映写機の回る音まで聞こえる気がする。それと共に、息づかいも、肉の音も、世界中の全ての音が消えていく。

　無音の世界。

　一切の色がない、白と黒、そして灰色の、美しい映像世界だ。もしも、そこにいるのが蓮だけであったなら、愛おしく、ずっと見ていたい世界なのかもしれない。だが、ナメクジ野郎は必要ない。この美しい世界で、貴様だけが罪悪だ。

　やがて、彼と彼が硬直し、大きな喘ぎ声を上げる。声自体は聞こえない。無音だ。だがわかる。彼らは激しく腰を打ち付け合いながら昂り昇りつめ、叫ぶように息を漏らしている。その様子がストップモーションフィルムのように点滅しながら、コマ送りで見える。

　武居の背中が緊張し仰け反り、逝く寸前、浮岳は引鉄を絞った。




――――――っ！




　狭い死法堂に、大きな銃声が響き、後頭部から武居の頭蓋が撃ち抜かれる。その瞬間、蓮の体内には、武居の放った最後の精液がぶちまけられた。

　ひたいに小さな穴を空けた武居の脳髄と血が、蓮の裸の胸に、顔面に飛び散る。その血飛沫を浴び、瞳を大きく見開いたまま、蓮は気を失った。




　蓮、どうだ？　世界は赤いだろ？

　はい、浮岳さん……赤い、です。




　世界は赤一色だ。今度目覚めたら、世界が変わった事に、気づくだろう。

　蓮、お前は俺と同じモノになったのだ。水は血の色、食い物は全て腐った脳髄の味しかしない。腐臭と体液の滴る世界で、焼けた砂を食うような、乾いた憔悴だけがお前を待っている。だからここへ来い。俺の横に立つがいい。世界を見せてやる。天辺から見える白と黒と灰色の、色のない世界を、二人で赤く染めよう。俺たちのような人間を作り出した世の中に、世界に、復讐してやるんだ。お前にはその権利がある。平和ボケした堕民ども、自分の事しか考えない身勝手な奴ら、自分は善良だと信じている一般大衆に、己の醜さをじっくり理解させてやろう。

　だから、早く、ここへ、来い。











　＊＊＊




　武居を撃ち殺した日から数日後、蓮の率いる鷲尾会は、唯一の対抗馬とされていた組を追い落とし、名実共に、東日本のナンバー２になった。その途端、蓮はパタリと浮岳の呼び出しに応じなくなる。電話を入れても、蓮は出ない。彼の側近である跡部や土屋から、今はいないという冷たい返事だけが返される。苛々し、当り散らしても、彼らは臆しなかった。今や蓮は浮岳の生命線、蓮がいなくなれば、精神的にも、実質的にも、追い詰められ、身動き出来なくなるとわかっていて、慇懃無礼に断りの台詞だけを言う。

　なにがどうなったのかわからない。つい先日まで、蓮は薬と暴力の虜で、焦点の合わない瞳で自分に縋って来た。それなのに、なぜ急に身を翻せるのだろう？　与え続けた白い悪魔は、とうに許容量を超え、蓮は立派な中毒者だった。輝きの失せた瞳と、乾いた肌で、ただひたすらに快楽と苦痛を欲しがる廃人に成り果てていた。それをふりきり、訪れなくなったからには、相応の理由がある筈だ。それも生半可な理由ではない。そんなに簡単に中毒から抜け出せる訳はない、それをするには、かなりの体力と精神力がいる。最近の蓮にそれがあるような気がしなかった。

　しかし彼は来ない。

　なにがあった？　なにが彼を変えた？　浮岳はその疑問の答えを求め、今度こそ彼が来ざるを得ないように、自ら蓮へと呼び出しをかけた。




「はい、イーグルアイエンタ」

　イーグルアイエンタというのは、蓮の率いる鷲尾会の隠れ蓑的株式会社だ。表向きはパチンコ産業やゲームセンターなど、アミューズメント施設の経営をしている真っ当な会社だった。極道としての事務所は、登記上、別所にあるが、使われていない。襲撃やガサ入れを考慮して、形だけの事務所がしつらえてあるのみだ。お飾りの事務所であり、そこに蓮はいない。実質鷲尾会の事務所はイーグルアイエンタの本社になる。そこの社長室は会長室、そしてそこへ直に電話を入れてくるモノは限られている。鷲尾会幹部か、幹部直属の部下、そして白峰会だけだ。だから電話に出る者も、相手がそういう人間と知って話している筈だが、応対に出たのは今まであまり聞いた事のない男で、物慣れない感じがした。

「高塔蓮はいるか？」

　浮岳は、用心深く、少し声色を変えて聞いた。すると相手は急に砕けた口調になり、やや高圧的に聞き返してくる。

「高塔に用か？　アンタ何モンだ？」

「お前は？」

「俺は柳原薙、会長補佐だが？」

　その名を聞いて、左半身が稲妻に打たれたように痺れた。心臓を中心に奔った痺れが、首筋から後頭部をガンガンと叩き、頭痛がする。

　蓮にあのピアスを贈り、蓮を我が物のように扱う、厚かましい熊面の男だ。

　柳原は、前回、京極を殺す事になった事態の原因を作った男でもある。柳原が蓮を連れ出したから、蓮はここへ来られなかった。だから変わりに京極がよこされ、死んだのだ。謂わば、京極の死は柳原のせいでもある。それなのに、あの熊面は、蓮の信頼を一身に集め、役立たずのクセに会長補佐という役回りについて、そこに胡坐をかいている。だいたい会長補佐なる役職など聞いた事がない。それはすなわち、柳原のおき場所に困った蓮が考え出した、お飾りの地位という事だ。蓮は柳原の無能を知っている。その証拠に、柳原は今まで一度も白峰に顔を出した事がないし、外で何をしているか、その評判も一切入って来ない。それは何もしていないからだ。ただ蓮の傍に侍り、蓮を煩わせる事しかしないくせに、威張り散らして高給を分捕っている、能無しだ。なぜ蓮はそんな形だけの能無しを幹部として囲っている？　なにか弱みでも握られているのか？　それともまさか、好きだから……などという訳じゃないだろうな？

　学生時代、蓮は柳原にピアスをプレゼントされた。それは、それまでクリスマスパーティというものを経験した事がなかった蓮のために、柳原がセッティングしたものだと聞いている。学生の身分で高級ホテルに一泊し、酒を浴び、ピアスを填められた。だがそれだけか？　もしかしたらその時なにかあったのではないのか？　蓮はその日、柳原に抱かれ、そして恋に堕ちた……としたら、蓮があのピアスに拘る理由も、納得出来るような気がする。もしも、自分の想像通りだとしたら、武居に犯される時、蓮が哀しそうな顔をしたのは、武居の行く末を思ってではなく、柳原以外の男に抱かれる事を哀しんで、なのかもしれない。そういえば、武居は少し柳原と似てる。体つきや顔つきの雰囲気が、なんとなくだが、似ている。だから蓮はいつになく燃えたのか？　相手は柳原ではないとわかっていても、似た男に抱かれる事で、我を忘れたか？

　蓮は、柳原薙を愛してる……？

　その可能性に気づいた浮岳は、可能な限りの無理難題を考え、出来るだけ蓮が苦しむような状況をしつらえようとした。玩具の勝手は許せない。いつかのように身代わりに誰かを差し出せというのもいいが、自分の知る限り、あの事務所に蓮や京極以上の美形はいない。極道の男として考えれば、跡部も悪くない面構えをしているが、顔自体はそれなりで、あまり興味が湧かない。須崎はなかなかいい男だが、あの強面の事だ、何をしようと蓮と同じく顔色一つ変えまい。歳を食っているぶん、蓮より老獪そうで、死ぬまで無反応を貫きそうだ。それでは面白みがない。だいいち、そうそう何人も鷲尾会幹部を殺す訳にはいかないだろう。鷲尾会は今や白峰につぐナンバー２、下手な刺激は出来ない。それに、やはり須崎や跡部では食指が湧かない。となればなにが一番彼を苦しめるのだろうかと考えながら、とりあえず蓮をよこせとだけ告げた。

「会長補佐か、それならお前に言っておこう、白峰浮岳が呼んでいる、今から二時間以内に死法堂へ来い」

「え？　ちょっと待て、二時間って、それは無理……っ」

　浮岳の要求に、柳原はあわてた。当然だ、蓮の事務所から白峰邸まで、真っ直ぐ来ても一時間近くかかる。この様子では蓮は事務所にいないのだろうし、いないとなればまず蓮を探し、連絡をつけるところからしなければならなくなる。どこにいるのかは知らないが、時間的に考えれば二時間ではギリギリだろう。せいぜい慌てるといいと思った。

「二時間だ、それ以上は待たない、二時間経っても来なければどうなるか、それはそうなってからのお楽しみだ、気張って急げよ？」

　それだけ言って、浮岳は電話を切った。後は待つだけだ。蓮が来るか、間に合うのか、それとも間に合わず、別の誰かが来るか。来るのが蓮であれば、この憂さは蓮で晴らす。だがもし、蓮が来なかったとしたら、その時はどうするか、そこを考えておかなければならない。なにをしたら一番彼を苦しめられるかを考えていると、時間はすぐに経った。

　連絡を入れてから一時間半、死法堂へ知らせが来る。現れたのは、柳原薙だった。蓮は今出かけていてどうしても連絡がつかない。だから変わりに自分が来たと言っているらしい。そんな話は聞いていないと、ボディガードは浮岳にお伺いをたてに来たという訳だ。浮岳は暫し考えてから、通せと告げた。柳原は体格もいいので、万が一を考えて、屋敷にいるガードも全員来るように命令し、彼が現れるのを待つ。そこへそいつはのこのこと現れた。

　中へ入って来た柳原を見て、ちょっと驚いた。初めてまじかに見た柳原は、思っていた以上にデカく、眠たそうな半開きの眼は、不気味なくらい、ギラギラとしている。まさしく、冬眠から覚めた樋熊だ。蓮はこんな男を隣に置いているのかと思うと、なぜかドキドキした。可憐で美しい蓮が、この熊のような大男に抱かれている図を想像すると、カッと身体が熱くなる。まったく似合わない……と思いつつ、心のどこかで、その図がとても美しいと感じる。毛むくじゃらで厳つい大男に、美しい蓮。究極に醜いモノと、究極に美しいモノの対比が、蓮の輝きをよりいっそう際立たせるような気さえした。

　死法堂の内部に入った柳原は、異様な室内の様子に息を呑んだ。子どもの頭がやっと入る程度の小さな窓が一つしかない暗い部屋。その部屋に不釣合いな、ワインレッドのシーツが敷き詰められたベッド。壁から突き出している奇妙な形の器具。まるで拷問用具のような品々。わざとらしく謎めかした造りの飾り棚には色とりどりの妖しげな瓶。そして床やベッドに無造作に放り出されている性具。床や壁には血のような痕が染みつき、甘いような苦いような、乾涸びて腐りかけた花のような、何ともいえない匂いがする。その香りは、浮岳の精神を安定させるために焚かれている御香だが、柳原は、そこにある血生臭さを誤魔化すためのモノと感じたのだろう、眉を顰めた。大男が動揺する様も、それなりに気分がいい。浮岳は優越感に浸りながら、口を開いた。

「お前が、柳原薙か……蓮の右腕だとか？　直に会うのは初めてだな、俺が浮岳だ」

　浮岳の声に、柳原はさらに醜く顔を歪める。どうやら声か態度か、両方か、気に入らなかったらしい。初めて見る異様な室内のムードに気圧され、浮岳の冷たい声を聞いた柳原は、大きななりをして少し怯えたようだ。恐ろしげなのは見掛けだけかと、少し気が楽になった。

「この血は誰……の？」

　床や壁に染み付いた血の痕を指し、柳原が訊ねる。浮岳は気分良く、彼をせせら笑った。

「さあな、もう誰かなんてわかんねよ、蓮のも、あるんじゃねえか？」

　浮岳が、蓮の血かもなと話すと、柳原は愕然とした。この陰湿な部屋で、蓮がどんな扱いをうけ、何に堪えてきたのか、初めて想像したらしい。それを見ていると気分はさらに良くなる。

　お前はなにを見てきた？　蓮の隣に座し、彼の一番近くにいると疑っていなかったのだろう？　だがそれは全然違うぞ？　蓮は俺の玩具だ、俺に弄られ打たれ、俺を楽しませるためだけに存在する人形でしかない。それは須崎たちも承知している。知らなかったのはお前だけだ。

　間抜け野郎めと心の中で馬鹿にしながら、浮岳は小さなリモコンを手に取った。

「信じられねえか？　……じゃ、信じられるように、いいモノを見せてやろう」

　慄く柳原の反応を見ながら、浮岳はリモコンのスイッチを入れる。すると、壁中を覆うような分厚いカーテンが閉まり、スクリーンが下りて来る。

　そこには、天井から吊りさげられている全裸の蓮が映し出されていた。

　泣き声とも呻き声とも聞こえる声が、部屋中に響き、スクリーンの中では、鎖で吊るされた蓮が鞭打たれている。

　蓮は天井から下りている鎖で、両手首を吊られ、鞭打たれている。背中は既に血塗れだ。鞭打たれ、のたうつ蓮の局部には、ベルト状の拘束具が嵌められ、酷く締め付けられていた。蓮は、打たれるたび、小さく呻き、虚ろに開かれた瞳からは、涙が流れだしていた。

――そこをどけ。

　突然浮岳の声がして、蓮を鞭打つ男が下がる。そして近づいてきた浮岳の手が映された。その手にはヌメヌメと黒光りする大振りの性具が握られている。浮岳が蓮の局部を引っ掻くように握ると、蓮は小さく呻き、仰け反った。

「鞭打たれて感じるのか？　ずいぶんイヤらしい身体になったな蓮？　これだけじゃ足らねえんだろ？」

　浮岳に囁かれた蓮は、涙に濡れた顔を上げ、小さな声でなにか言った。だが小さ過ぎて聞こえない。もう一度言えと囁かれ、今度ははっきりと聞き取れる声で、答える。

「それをください」

「それってのはどれだ？　ちゃんと言えなきゃ渡してやれねえな」

　何が欲しいのかハッキリと言えと再び責められ、蓮は感情のこもらない声で、再び答える。

「その玩具を、私に突き刺してください、貫いて掻き混ぜてください」

「このままブチ込んでいいのか？　裂けるぜ？」

「いいです、それが望みです、裂いてください、メチャメチャにしてください、どうかあなたの手で……お願いします」

　蓮の言葉を満足そうに聞いた浮岳が、なんの前触れもなく、巨根を模した性具を蓮の蕾へと突き立てる。涙交じりの呻き声が微かに聞こえた。その表情は苦痛故か、それとも言われぬ快楽の為か、歪められていた。浮岳は蓮の涙と痴態に煽られるように、激しく性具を突き入れ、内臓を掻き混ぜるように揺らした。そして性具を突き刺されたままの蓮をさらに打ち据えて、その度のたうつ蓮を嘲った。その凄惨なシーンが延々と続けられていく。




「止めろ！」




　それはたんなる映像であり、今ここで起こっている事ではない。スクリーンを消しても、蓮が受けた屈辱も傷も消える訳ではない。だが我慢ならないというように、柳原は怒鳴った。しかし、その非道に憤り、ヤメロと怒鳴る柳原の股間は、つんと強張りはじめている。どうやら映像に刺激されて欲情したらしい。柳原には女の恋人がいる。それも蓮とも知り合いの、学生時代からの女だとか……そんな女がいるのに、蓮の痴態に欲情した訳だ。こいつも所詮クズだなと、浮岳は笑った。

「可愛いだろ？　本当は嫌で堪らないくせに、従順な台詞を吐きやがる、健気だね、泣かせるだろ？　ゾクゾクしないか？」

「貴様……！」

「蓮の身体、ヤラしいだろ？　堪んねえだろ？　カッコつけるなよ、お前だって抱きたいって思ったんじゃねえのか？　勃ってるぜ？」

　怒鳴りかける柳原の股間を指差し、嘲笑う。そして反論出来ずに黙り込んだ柳原へ、さらに蓮の話をふった。

「お前んとこの会長は今まで俺が出合った中で最高の玩具だ、とても可愛い……なんなら一度くらいヤラしてやってもいいぜ？　ただし俺の前でヤレよ？」

「黙れっ！」

　蓮を侮辱する言葉を並べると、彼はカッとしたらしい、無謀にも殴りかかってきた。しかし、その拳が浮岳に届く事はない。周りにいた浮岳のボディガードに取り押さえられ、血の染み付いた床の上に組み伏せられた。

「浮岳様、どうしますか？」

　ボディガードの一人に聞かれた浮岳は、少し立場をわからせてやれとだけ答え、またベッドへ座った。そして男達に押さえつけられ、殴られる柳原をぼんやり見ていた。凄惨なリンチに忽ち血が流れだすが、そんなモノに興味はない。ただ蓮の事だけが気にかかる。

　蓮には二時間以内に来いと言った。自分のいない間に、柳原が向かったと知れば、彼は必ず飛んでくる。それが指定時刻に間に合うか、間に合わないか、それが気にかかった。時間内に蓮が来なければ、今度はこの男をブチ殺そう。醜い大男では甚振り甲斐もないが、皮剥ぎ用のナイフで、全身の皮膚を剥ぎ、ただの肉にして外へ放り出すのも一興かもしれない。それとも指を一本ずつ切り落としてドーベルマンの餌にでもしてやるか。まあ、とにかく、それは蓮が来なければの話だ。

　早く来い、蓮。

　でなければ、お前の友だちが死ぬぞ？　浮岳が機嫌よくその想像を巡らせた時、男らに殴られている柳原が叫んだ。

「浮岳！　もう止めろ！　アンタだって高塔がいなくなっちゃ困るんだろ？　」

「困る？　おかしな事を……蓮は玩具だぜ、壊れたらまた別のをあつらえりゃいいんだ、代わりはいくらでもある」

　違う。代わりなどない。蓮は唯一だ、あれと同じ物はどこをさがしても見つけられない。

　心がそう叫ぶ。だが浮岳は己の声にさえ耳を塞いだ。あれは玩具、使い捨ての道具でしかない。なにも困る事はない。そう自分を欺き、蓮が来ない憂さ晴らしに柳原を甚振り続ける。だが気分はいっこうに晴れない。それどころか、殴られ続ける柳原は、さらに不愉快になる話を言い出した。

「最近のあいつはボロボロだった、いつの間にかクスリなんかやって、ただでさえ細いのに、枯れ木みてえに痩せて、あれじゃあ死んじまう……だから俺はクスリをやめてくれと何度も話したんだ」

「……お前が蓮にクスリをやめさせたのか？」

「ああそうだ、何度も話して、ようやくやめられたとこなんだ」

「そうか、お前がね……」

「今が一番大事な時なんだ、もう高塔を甚振るのは止めてくれ、あいつを自由にしてやってくれ！」

「ふざけるな、お前、まだ自分の立場がわかんねえのか？」

　蓮の痴態を見て股間を強張らせたくせに、自分の中にもある汚らしい欲望に目を背け、まだ綺麗事を言うのかと腹がたった。自分の楽しみを奪い、蓮を攫おうとした罪は重い。その重さを、身をもって知るがいい。浮岳は、酷く残酷な気分になっていた。できるだけこの熊男が苦しむような、ひいては蓮が苦しむような罰が必要だ。

「じっくりわからせてやるよ、けどテメエみたいな熊野郎の血を見たって面白くねえしな……たしかお前、女がいたよな？」

「ぇ……？」

「どんな女だ？　まあお前の女だからな、期待は出来ねえだろうが、熊野郎よりは甚振り甲斐がありそうだ」

「由佳里に手を出すなっ！」

　浮岳の挑発に、顔色を変えた柳原が怒鳴る。少し面白くなってきた。蓮が来なければ、この熊男の女を甚振ろう。それをビデオに収め、あとで蓮に見せ付けてやれば、さぞや嘆くだろう。自分の思いつきに気を良くし、浮岳は機嫌よく話した。

「由佳里ね、オーケー、じゃ是非そいつを狙おう、今三時五十二分だからな、あと八分、約束の四時までに蓮が来なかったら、その由佳里とやらを身代わりにしてやるよ、仲間には入れてやれねえが、お前にも拝ませてやるから、そこでじっくり見物してな」

「貴様！」

　激昂した柳原がまた怒鳴る。だが後ろに控えていたボディガードに叩き伏せられただけだった。柳原はやめてくれと必死に叫び、その度殴られ続ける。そうしているうちにも、時間は刻々と過ぎていく。やがて浮岳の懐中時計の針が四時を差す。

「時間だな……」

　ニヤリと笑った浮岳が、立ち上がる……だが丁度その時、外から誰かの走って来る足音が聞こえて来た。それに気づいた浮岳が顔を上げ、それにつられて男らも、柳原も、死法堂の扉へと振り返る。そして、一同が見守る中、その扉が開いた。




「申し訳ありません！　遅くなりました」




　飛び込んできたのは蓮だった。どこからやってきたのかはわからないが、ダークスーツに身を包んだ蓮は、息を切らし、額からは汗が流れている。それは、本当に必死で走ってきた事を窺わせた。全ては先に乗り込んだ柳原を救う為。身代わりに痛めつけられ、甚振られるためだけに、蓮は必死で駆けてきたのだ。

「高塔……」

　思わずと名を呼んだ柳原に、蓮は一瞥しただけで浮岳の前へ進み出た。そして頭を下げる。

「うちの者が余計な真似をして申し訳ありませんでした、さぞや不快に思われた事と思います、どうかお許しください」

　浮岳は申し訳ないと頭を下げる蓮の髪を引き、顔を上げさせて平手で殴った。

「三十秒の遅刻だな」

「すみません」

　蓮は顔色一つ変えず、静かに謝罪の言葉をのべる。それが気に食わない。

「悪かったと思うなら態度で示せ、俺に無礼を働いた柳原を殴れ」

「……はい」

　感情のない冷たい声で答えた蓮は、命令のまま、床に這い蹲っていた柳原の胸座を掴んで引き起こす。そして大きなモーションで、彼のボディに拳を入れた。

　ドスッ……っと、鈍い音がした。

「まだ足りねえな、もう一度やんな」

　もっとやれと命じると、蓮は戸惑い俯く。どうやらやりたくないらしい。その態度にムッとした浮岳は、さらに怒鳴った。

「どうした、俺はもう一度やれって言ってるんだぜ、蓮？」

　動かない蓮に苛々し、ヒステリックに怒鳴ると、蓮は言葉を選びながらも、はっきりと答える。

「この男は、これでもうちの組に必要な男なんです、死なせる訳にはいきません、これで勘弁してください」

　蓮は真剣な目をして頭を下げ、完全にダウンしている柳原を抱えて、背後の扉を開けた。そしてそのまま外へと放りだす。チラリと見えた外界には、跡部が控え、投げ渡された柳原へと駆け寄っていくのが見えた。蓮はそれを確認して、扉を閉める。

「ずいぶん、勝手な事をするじゃねえか蓮、俺はもっと殴れと言った筈だぜ？　俺の命令に逆らうとどうなるか、わかってんだろうな？」

「……わかってます」

　静かにそう答えた蓮は、無意識に左耳のルビーに触れていた。

　今までも、ずっとそうだ。追い詰められ青ざめた蓮は、いつも無意識にその耳飾りを撫でていた。友に貰ったピアスをよりどころにし、全てに堪えようとしているのは、承知していた。今まではその所作を黙認していた。そうやって堪えてみせる仕草さえも可愛いと思ったからだ。だがその時はその仕草が酷く気に障った。お前は俺のモノだ、自分自身で選び、立つ事も許さない。お前の行動は全て、俺のためだけにあるべきなのだ。

　その耳飾りに頼る、蓮の心が憎らしい。それは、それまでおおよそ人間らしい感情を持った事のない浮岳の、初めての感情だ。その感情を、他人は嫉妬と呼ぶのかもしれない。だが浮岳にはそれが理解出来なかった。嫉妬とは、自分と同等以上の存在に対して覚えるモノだ。玩具に覚える感情ではない。そんな事はあり得ない。ただ、主を愚弄する行為が許せないだけだ。と自分すらも偽って憤った。

「お前は俺の人形だ、ただの玩具だ、玩具に飾りは要らねえだろ！」

　カッと来た浮岳は、蓮を引き倒し、その耳たぶに赤く輝く、ルビーのピアスを引き千切るように奪い盗った。切れた耳たぶからは鮮血が散り、床の上に落ちる。

　床に落ちるその血を見つめ、血の滴る耳に触れた蓮の中で、何かが壊れる音がした。




　呆然と浮岳を見上げた蓮が、ふらふらと立ち上がる。なにかブツブツと呟きながら、危なげな足取りで近づいて来る蓮の目は、虚ろに真っ黒で、その瞳には、なにも映っていなかった。

「返せ……」

　よろよろと、ふらつきながらも近づいて来る蓮は、ルビーの握られている浮岳の右手へと手を伸ばす。その異様な光景を見ながらも、浮岳はまだその異常に気づいていなかった。

「なんだお前、こいつが欲しいのか？　お前は俺の玩具なんだ、玩具の持ち物は主である俺のモンだ、返してほしけりゃそこに土下座しな」

　思わぬ蓮の反応に、浮岳自身戸惑いながらも、面子は崩せない。精一杯強がって囃す。だが蓮の耳には届かなかったらしい。彼は見開いた瞳を赤く染め、炎のような憎悪を纏って、叫んだ。

「返せ！　それは薙が……薙が俺にくれたんだっ！」

　伸ばした右手で浮岳の胸座を掴んだ蓮は、素晴らしく破壊力のある左拳で浮岳の顔面を殴った。吹き飛ばされ、ベッドの縁に頭をぶつけた浮岳は、呆然と蓮を見返す。それは身内にさえ手を上げられたことのない浮岳にとってはじめての痛みだ。だがそんな上っ面の痛みより、戸惑いのほうが強かった。いつも従順で、自分のいう事には一切逆らわなかった蓮が、自分を殴った。大きな声を出す事さえ稀な、静かな彼の怒鳴り声を、浮岳は初めて聞いた。怒りに任せ、憎しみの篭った感情的なその声を聞き、戸惑い、そして切なくなった。蓮が怒るとは思っていなかった。彼が自分に盾突き逆らう事など、想像すらした事がなかった。その衝撃は大きい。

「貴様、浮岳様になんて事を……っ」

　後ろに控えていたボディガードも、まさか蓮が浮岳に逆らうとは思っていなかったらしい。反応が遅れ、浮岳を守れなかった事の責めを負わされないよう、必死だ。大勢で寄って集って蓮を取り押さえる。

「浮岳様、どういたしますか？」

　訊ねられた浮岳は、殴られて少し血が出ていた唇の端に気付き、その血を拭いながら立ち上がる。

「脱がせろ……」

　思いもよらない蓮の反抗に動転した浮岳は、それまで考えていた遊びを忘れた。頭の中は真っ黒で、いつもの赤色さえ見えない。闇の中、手を伸ばしても何にも触れない不安感が迫り、全身が震える。

　これで終わるのか？　蓮は俺を見限ったのか？　俺を捨てるのか？　俺を捨て、あの柳原という男の元へ走るのか？　嘘だ、あり得ないぞ、お前は俺のモノだ、俺を愛している筈だ。お前の望むモノはみんな与えた。お前の言うとおり、他の玩具もみんな捨てた。お前の我侭はみんな叶えてやったじゃないか。お前だって知っていた筈だ。打たれる事を望み、俺を失くせないと叫んだだろ？　それを裏切る気か？　たかが耳飾り一つで、俺たちの間にある糸を切れる気か？　許さないぞ、お前は俺の玩具なんだ、逆らう意思などない木偶だ。それを弁えず逆らうなど許されない。

　浮岳は、湧き上がる恐怖にも似た怒りに任せ、そいつを犯せ、輪姦しろと命じた。蓮が柳原を思い、従順を捨てようとするなら、その柳原に顔向け出来ない体にしてやる。犯され、砕けて崩れ果ててから、己の愚かさを呪え。血の上った頭で蓮を犯せと命令した浮岳は、少しふらつきなから、背後のベッドへ腰を下ろす。その日、ボディガードは十一人いた。十一人に立て続けに犯されれば、いくら蓮でも堪えるだろう。下手すると本当に壊れるかもしれない。出来るなら、壊れずにいて欲しい、身体が砕けても、心はそのままであって欲しい。そして、自分に逆らった罪を、じっくり思い知ればいい。だが、彼の崩壊と無事を望みながらも、動揺は収まらない。蓮が逆らった。蓮が自分を殴った。ただそれだけの事が頭の中をぐるぐると回る。なぜだなぜだと感情が叫び、自分に逆らう不良品を壊せと何かが囁く。

　嫌だ、壊せない。壊したくない。蓮は俺のモノだ、蓮は俺を愛している筈だ。それがなくなったら自分がどうなるのかわからない恐怖に押され、浮岳は頭を抱える。どうしても、蓮を切り捨てられない。壊せない。だが他人から見ればすぐにわかる単純なその感情も、浮岳には理解する事が出来なかった。

　ふと顔を上げると、蓮は男達に抑えつけられ、殴られていた。だが一向に屈服しない。押さえつけられた腕が折れるのではないかと思うほどに暴れ、その抵抗はこれまでになく激しい。今までの従順は芝居だったのだとつくづく思い知らされた。

　そんなに、コイツが欲しいのか？

　こんな小さな安物の石が欲しいのか？

　それはコレが、さっき俺に逆らい、怒鳴りつけた会長補佐、柳原薙の贈り物だからか？

　そんなにアイツが好きなのか？

　アイツに惚れているのか……？

　黒く重い不安だけが押し寄せる。その不安を振り払うために、冷たく蓮を睨んだ。

「お前は奴隷以下だ、お前は生き物ですらない、お前はただの玩具なんだ、蓮……玩具であるお前に、飾りは要らない」

　浮岳はまるで独り言のように呟き、部屋の隅にある小さな流し台の排水溝へ、その石を投げ捨てた。

　赤い石が、弧を描いて空を舞う。

　そして吸い込まれるように流しの排水溝へ落ちていく。

　男達に押さえつけられながら、蓮はその様子を瞠目して見ていた。小さな赤い石が、暗く湿った排水溝へ吸い込まれて行く。カランと小さな音と共に消え、その後はもう、跡形もない。

　その瞬間、その刹那、蓮の意思と理性は、完全に死んだ。

　暫く呆然と石の吸い込まれた流し台を見ていた蓮は、突然この世のモノとは思われない奇怪な叫び声を上げて泣いた。あまりに異常な光景に、男達も怯む。それを信じられない怪力で薙払い、蓮は立ち上がる。そして、獣のように天を仰いで吼えた。

「――――――ッ！」

　その勢いに気圧され、男たちも浮岳も動けなくなった。動けない浮岳へ、蓮は物凄い形相で跳びかかって来る。




　そこには鬼がいた。




　赤い目を爛々と光らせ、口元には黄金に輝く牙を供えた地獄の鬼、羅刹だ。後方には血の噴出す顔面を押さえ、よろよろと手を伸ばす男たちが這い蹲り、それを叩き臥せてきた蓮の拳は、赤かった。逃げなければと頭では思い、逃げたくないと心が強請る。こんな美しい鬼は見た事がない。

　いや、ある。昔、もう何年か前に、一度だけ、その片鱗を見た。

　あの日、ボディガードを全員叩き伏せられたら、無傷で帰してやるとの命令に、蓮はわかりましたと答えた。そして戦いの最中、蓮は鬼と化した。冷たく光る瞳を備えたその顔は、人を殺す事をなんとも感じてない、神域へ入ったモノの異顔だ。あの時も、身体はまるで動かなかった。恐怖で足が凍り、それと同時にその禍々しい美に見蕩れた。誰一人動けなかったあの現場で、美しき羅刹は、周りの男たちを、赤子を捻るように張り倒し、あたりには、文字通り、血の雨が降った。あの日、感じた絶望的な恐怖と甘美な死の予感を、自分はなぜ、忘れていたのだろう？　蓮は、大人しく心優しい、可愛いだけの玩具などではない。天女のごとく美しい姿をした、羅刹だったのだ。

　あの日赤く染まったのはボディガードの男たちと、庭に敷き詰められた白い玉砂利だ。そして、今、赤く染まっているのは浮岳の体内とも言える死法堂。床も、壁も、天井にすら、男らの血が飛び散り、ベシャッと湿った肉の音がする。十一人もいたボディガードは、その半数以上が血塗れになり、残り数名も床に這い蹲ったまま動けなくなった。そいつらを蹴飛ばし乗り越えた蓮が、血塗られた手で浮岳に迫る。口の中で何かブツブツと唱えながら歩いてくる彼は、既に人でない何かだ。

　そういえば、天女とは、優しげで美しい姿とは裏腹に、鬼神や、西洋で言う魔女に近いのだと、どこかで聞いた事がある。人ならぬ力で男を魅了し、人の邪心を見抜き、それを暴き立て、嘲笑しながら相手を破滅に追いやる。天女に惑わされた男は、死ぬと、なにかで読んだ。たしか地方の民承伝説だ。

　天女に惑わされ、それと契り、死んだ男は、最後になにを思ったのだろう？　幸せだったのか、不幸だったのか……書物の中に、男の心情は描かれていなかった。だが、男はきっと満足していたに違いない。一時でもそれを得られた事が、男の生において、最大最後の華なのだ。それによって死ぬのなら、それもまた良し。お前にならこの血も肉も、喜んで差し出そう。そう思ったに違いない。

　そんな事を考えながら、浮岳は、赤い瞳で自分に迫る蓮の手を、ただジッと見ていた。時間にしたらそれはほんの数秒の事だ。男らを倒し、自分を殺しにやってくる蓮を、切なく愛おしく見つめる浮岳と、その命を絶とうとする蓮の間に、きらきら光る命の糸が幾重にも絡みつき、世界を濡らす。その陰糸に絡め取られた浮岳は、ただその瞬間を待っていた。

「やっ止めろ！」

「離せ」

「浮岳様！」

　蓮の手が浮岳の首にかかると、ハッとしたようにあたりに怒号が飛び交う。しかし蓮は殴られようが蹴られようが、その手を離さなかった。ただその首を締め続け、男たちはそれを引き剥がそうと夢中になる。すでに動けなくなっていた浮岳は、その風景を、漠然と見ていた。

　やめろ、もう蓮を止めるな。やらせてやってくれ。

　ただ、涙が出た。




　蓮、蓮……れん。

　誰がお前を苦しめた？

　誰がお前を哀しませた？

　全部俺に話せ。全部見せてくれ。みんな俺が追い払ってやる。お前を脅かす全てのモノを、この世界から消してやる……だから、もう、泣くな、蓮。




　アイシテル――――。




　瞳を見開いたまま、浮岳は泡を吹き息絶える。だが浮岳の息が止まっても、蓮はその手を離さなかった。やがてゴキッと鈍い音がして、首の骨が折れる。それでも、蓮はその手を離さない。ただ執念と情念をこめ、その首を締め続ける。そのまま数分も締め続け、あたりが薄暗くなる頃、蓮はようやく浮岳の首を離した。そして腰が抜けて動けなくなっていたボディガードたちに振り返る。振り向いた蓮の目は赤く、口元には血の滴る牙が、ひたいには、角が幻視できた。禍々しく、死と血の匂いを撒き散らした蓮は、怯える男たちにゆっくりと近づいていく。そして動けない男たちを一睨みして、獣のように吼えた。

　男達の顔面に、頭蓋に、拳をメリ込ませながら、蓮は吼える。あたりには血の雪が降りしきり、首の骨が折れ、息絶えた浮岳の渇いた瞳だけが、その凄惨で美しい光景を見ていた。




　蓮……いつか二人で、酒でも飲もう。











　＊＊＊




　浮岳の死後、二週間目、不在だった白峰会会長の座には、蓮が拾ってきた湯月太一が収った。湯月の率いる白峰会と、蓮の率いる鷲尾会は、兄弟の盃を交わし、それにより、長年続いてきた、白峰の一頭体制は終わりを告げる。そしてそれからさらに数年後、形だけ白峰が仕切っていた関東連合の長に、鷲尾会会長、高塔蓮が指名される。そこで蓮は名実共に、東日本の極道全てを束ねる者となった。それは、蓮が初めて浮岳の屋敷を訪れた日から数えて七年目の話であり、蓮はその日の浮岳と同じ、二十四歳になっていた。




　関東連合を鷲尾会が取り仕切ると決められてから半年後、今までついて来てくれてありがとうと、頭を下げ、蓮はその世界から消えた。鷲尾会会長には跡部がつき、関東連合の長には須崎が指名されたが、それについても、誰一人、異論を挟む者はいなかった。




――そこからさらに二年後。




　地味なダークスーツに身を包み、黄色い銀杏の葉が舞う道を、蓮はやってきた。白い玉砂利を踏みしめながら歩く道には、他に人影もなく、閑散としている。そこは富士の裾野にある永年供養を謳う公園墓地だ。永年供養料を支払ってあるので、掃除はされている筈で、たしかに一応、塵は落ちていない。だが、雑草がいくらか生え、落ち葉が墓石の上に積っている。蓮はその葉を払いながら、墓標の正面に座った。そして目を閉じて両手を合わせる。

「遅くなりました、浮岳さん」

　小さな声で囁くように話しかけ、そこまで抱えて来た白い百合を供えた。墓石に書かれてある文字を掌で撫でると、涙は自然と流れる。ここに眠るのは、自分が五年間、主と呼び、仕えた人だ。そして、この世で誰よりも、自分こそが理解しなければならなかった人だ。




　十七歳のあの日、初めて浮岳に出会った。酷い仕打ちを受け、死にかけた。そして白峰浮岳は、この世に野放しにしておいて良い人間ではないと思った。頭が腐った蛇は死ぬ。それはその頃読んだ小説に書かれてあった言葉だが、その時はつくづくと、その通りだと思った。




　子どもは親を選べないと言う。それもその通りだと、ずっと思っていた。好きで極道の家に生まれた訳ではない。ヤクザなんて大嫌いだった。父親が組長をしている、なにをされるかわからないと囁かれ、友だちも出来ず、子どもの頃からずっと孤独だった。父親の顔など見たくなかった。なにくれとなく、自分の世話を焼く須崎の事も、所詮父親の手先と突き放し、組長の息子でない自分には、何の価値もないと捻くれていた。だが須崎は辛抱強かった。捻くれる蓮に付き添い続け、笑いかけ、なにがあっても暖かく見守ってくれた。心の棘も徐々に溶け、ヤクザは嫌いだが、須崎の事は好きだと思えた。そして須崎を好きになれた時、周りが見えだした。




　誰もが孤独を抱えている。世間につまはじきにされ捻くれてグレた者、最初から行き場などなかった者、父親の率いる鷲尾会には、そんな若者が多くいた。もちろん古参の構成員の殆どは筋金入りの極道で、考え方も生き方も相容れなかったが、そうなる前の若かりし日を垣間見る機会があると、やはり誰もが普通に人間だったのだと知った。

　それなのになぜ、好き好んでヤクザになどなったのか、蓮は須崎に聞いた事があった。すると須崎は、弱かったからでしょうねと答えた。須崎はその頃すでに、世間では修羅と呼ばれ、並居る極道を一睨みで黙らせる力と迫力を持っていた。剣道も嗜み、蓮も子どもの頃から彼に習っていたが、それこそ鬼のように強く、一度たりと打ち込む事が出来なかった。その須崎が自分は弱いと言うのを、少し不思議にも思ったが、なんとなく理解できた。須崎は弱いから負けたのだ。様々な事情や環境を理由にし、真っ直ぐ歩く事が出来ない自分を、正当化しようとした。そしてヤクザになった。正攻法で生きる事も出来なかった弱虫のくせに、自分は強いと錯覚していた。本当の強さはそんなモノではない、それがわからなかった自分は、馬鹿で弱かったのだと彼は笑った。だが、せめて、自分のように、そこでしか生きられない者を護れる力が欲しかったのだと。その考えには賛同できた。須崎のような男になりたいと、いつか憧れるようになった。

　須崎は、蓮の大嫌いな父親の事を、オヤジさんと呼び、素晴らしい方ですよ言った。どこが素晴らしいモノかと思ったが、彼がそう言うのなら、そうなのかもしれないとさえ思えた。

　そして、高校へ入り、そこで柳原薙に出会った。薙は、蓮がヤクザの子と知っても逃げなかった初めての友だちだった。それがどうしたと、そんな事で俺が逃げると思うのかと言い、恥ずかしげもなく口づけられた日の事は、今でも忘れない。もちろんそれは少し行過ぎた友情の証でしかなく、薙に下心がない事はわかっていたが、気持ちは舞い上がり、その日から薙の事しか考えられなくなったのも、確かだ。それでも幸せだった。初めて出来た友だちと、その友のガールフレンドの由香里と、いつも三人で遊んだ。自分にこんな幸せが訪れて良いのかと思うくらい、その日々は楽しかった。

　そんなある日、浮岳に会ったのだ。

　浮岳に会い、世界は一変した。自分ひとりが浮かれている場合ではない。あんなロクデナシが支配者では、やりきれない。今回は自分だったが、次は誰が犠牲になるかわからない。あの膿を潰さなければ、全体が腐る。父親も、父親の率いる鷲尾会も、そこに連なる須崎や他の多くの男たちも、その家族も、安心して眠れなくなる。誰もが安心して生きられる場所が欲しい。誰一人、理不尽に苦しめられる事のない世界が欲しい。心から、そう願った。そして、そのためにすべき事を、理解し、行動した。

　その結果が、これだ。

　蓮は白い墓標をしみじみと見つめ、持参した線香に火を点す。そしてそれを供えながら、そこにいるだろう浮岳に話しかけた。

「ここへ来るまでに、五年もかかってしまいました、さぞやお怒りでしょう、申し訳ありませんでした」

　あらためて墓標に手を合わせ、蓮は深く息を吐きだす。浮岳を悪と信じ、ただ打ち倒す事だけを考えていた日々が悔やまれる。自分は浮岳を騙していたのだ。従順を装い、従うふりをし、あなたが必要だと叫んで彼の気を引いた。

　一歩間違えば、殺されるかもしれない極限の中で、それでも蓮には根拠のない自信があった。浮岳は自分を殺せない。絶対に、なにがあろうとも、彼が本気で自分を壊そうとする事はないと知っていた。彼が本当に欲しいのは、奴隷や玩具などではない。心から信じ合い、寄り添え合える友だ。浮岳は、人一倍、愛されたがっていた。友だちを欲しがっていた。自分はそれを知っていた。知っていて、その渇きを利用したのだ。

「そちらはいかがですか？　お一人で、退屈なさっているのではないですか？　私もすぐお近くにと言いたいところなのですが、申し訳ありません、まだそちらへ参れそうにありません」

　長々と手を合わせた蓮は、いつか必ず、そちらへ参りますから、もう暫くお暇をくださいと頭を下げた。

　その時、蓮の背後から退屈そうな濁声が聞こえて来る。

「なあ、いつまで手合わせてんだよ、もういいだろ、そろそろ帰らねえと、柳原に気づかれるぜ？」

「ああ……」

　眠そうな目をして帰ろうぜと促すのは、手塚だ。彼とは、薙と同じく、高校時代に知り合った。関東全域の学園制覇を目指した時、何番目かに倒した他校の総長だった男だ。信じられないほどタフで、打たれ強く、さらにノーテンキ。気風がよくて意外に人もいい。一度で気に入り、仲間に引き入れた。今はただの友人だ。

「お前が浮岳の墓参りなんかしてるって知ったら、あいつ目剥いて怒るぜ」

「わかってるよ、だから黙って来たんだろ」

　だからお前も黙ってろよと目配せすると、手塚は俺を巻き添えにすんなよと頭を掻いた。だが仕方がないのだ、浮岳の件以来、薙は神経質なくらいに心配し、蓮は一人ではどこにも出かけられないほど、手厚く保護されている。それも愛情ゆえと思えば、鬱陶しいとは言いたくないが、実際少し鬱陶しい。出かけるのにいちいち同伴する保護者が必要だなんて、俺は子供かと聞いてやりたい。……が、言えないので昔馴染みの手塚に付き合ってもらっている。だが手塚と薙は仲が悪い。ただで付き合ってはわりがあわないと不満顔だ。

「柳原だけじゃねえよ、俺だってやだぜ、なんでこんな奴の墓を見舞ってやる必要があんだよ、ここの永年供養料だってお前が払ってんだろ、納得いかねえよ」

「そう言うな」

　これくらいしなければ気が収まらない。自分にはその義務と権利があると話すと、手塚は憤慨した。散々苦しめられたのに、そんな必要はないだろうと口を尖らせる。だが、そうではない、あれは、苦でもなんでもなかった。あれは自分の野望。目的のために堪えるふりをしていただけだ。本当に苦しんでいたのは浮岳のほうだったに違いない。

　今になればわかる。浮岳と自分は似ている。同じような境遇に生まれ、同じ疑問と同じ孤独に苛まれていた。誰だって、生まれる場所は選べない。自分も、浮岳も、好きで極道の親の元、生まれた訳じゃない。なんの覚悟もなくそこに生まれ、否応なしに跡取りとされたのだ。一緒に笑い合い、遊ぶような友もなく、厳つい男たちに中に放り出されたまま、ただ孤独に震えて生きていた。誰か一人でもいい、自分を見てくれる相手がいれば、この渇きは癒えるのに、誰一人近づいては来ない。絶望的な寂しさを抱え、ただ虚勢を張る事しか出来なくなる。そしてそれが更なる孤独を生む。浮岳は、その孤独に負けたのだ。目の前で父親が殺され、世界に絶望した。その時に、誰か一人でも、浮岳の事を芯から思ってくれる人間がいれば、彼だってあそこまで曲がらなかった筈だ。

　同じような境遇に生まれ、同じ孤独を抱えていたが、自分には須崎がいてくれた。薙がいてくれた。手塚や由香里や、跡部が、いてくれた……だが、浮岳には、本当に誰もいなかったのだ。

「もしも、俺が浮岳を愛していたら、本気で愛せたら、あいつはあんな風にならなかったかもしれない、少なくとも、あんな死に方をしなくて済んだ筈だ……俺が浮岳を追い詰めて、死なせたんだ」

「なに言ってんだ、あんなクズ野郎を愛するなんて、馬鹿げてる、あいつにそんな価値ないぜ」

「なぜそう言える？　浮岳は俺だ、俺と同じだ、もしも薙やお前がいなければ、俺だって……一歩間違えれば、俺だってああなっていたかもしれないんだぞ！」

「馬鹿言え！　なにをどう間違っても、お前はあんな風にはなんねえよ！」

「なぜそう言える！　俺は……っ！」

　罪の意識に苛まれ、怒鳴り返そうとする蓮に、手塚は、憮然とした表情で、当たり前だろと答えた。

「お前にはできねえよ」

「そんな事わかんねえだろ」

「わかるさ、この俺が惚れたんだぜ？　俺だけじゃねえよ、柳原も、きっと須崎も、みんなお前に惚れてる、だからそいつらを信じろ、お前はなにあっても、あいつのようには、ならなかった、絶対だ！」

「手塚……」

　断言する手塚を見つめ、蓮は俯く。後悔はより増した。

　こう言ってくれる友が、自分にはいた。だが、浮岳にはいなかったのだ……。

　何もない、誰もいない世界で、たった一人、いつか誰かが自分を見つけてくれはしないかと、その日を夢見ていた。恋焦がれ、待ち続け、そしてついに得る事ができずに、その生を終えたのだ。彼の孤独と乾きを知り、理解できたのは自分だけだ。だが自分はそれを無視した。愛してくれと叫ぶ彼の声が聞こえていたのに、気づかないふりをし続けた。そして孤独のまま、絶望だけの生を終わらせてしまった。その後悔だけは、誰になんと言われても、消す事が出来ない。

　俯く蓮の横で、手塚がしきりと帰ろうと促す。その声に背を向けたまま小さく頷き、蓮はゆっくり立ち上がった。




「忙しなくてすみません浮岳さん、また来ます、今度は桜の咲く頃に……一緒に、花見でもしましょう」




　白い墓石にそう語りかけ、彼の墓に背を向ける。秋風に煽られ、銀杏の葉が舞い散る。目の前には霊峰富士が美しく座し、少し離れた散策路には、山桜の大木が二本、寄り添うように立っていた。きっと春には美しい花を咲かせ、寂しがる彼を慰めてくれることだろう。

「浮岳さん……」

　ふいに胸が締め付けられた。

　彼と、桜が観たかった。桜を見て、酒を酌み交わし、夢の話をしたかった。だがもうそれも出来ない。なんで、彼が生きているうちに、もっと自分から努力をしなかったのだろう。

「高塔！　なにやってんだ、もう行くぞ」

　先を歩く手塚が、早くしろと声をかける。

「……ああ悪い、今いく」

　滲み出していた涙を拭い、蓮は顔をあげた。




　彼は、美しいモノが好きだった。きっとこの景色も喜んでくれるだろう。そう信じ、名奢り惜しく、彼の墓を後にする。




　浮岳さん……信じないかもしれませんが、私はずっと、貴方が、好きでした。







了。
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